
粕川村文化財報盟邦十集  

白藤せ墳j弾  

19 8 9  

群馬現勢多郡粕川村教育委員会   



∴ミニミニ   

「‾て■、・1．■l ニ、 

一’′＿r∵㌧∵－トJl  
㌍‡ニ義一話芸薫武勲鳥  



白藤せ墳j弾   



■刊■  

P－6号古墳出土 埴輪飾馬   ∨－4号古墳出土 埴輪馬   



梓 に  
か え て   

昭利別咋から開始された、県営圃場整僻事業粕川地区に  

係る哩賊文化財弊急発晰調査は、閻場怒備の面二I二事の終了  

と共に、旧和62年度でほぼ終了いたしました。この調査に  

は9年間という歳月をようし、邪恋した遺跡数は50を越え  

る数となっています。これらの追跡調査の成果の中にはこ  

れまでの群馬児の考古学【1∴の常識を覆すものも多く含まれ  

ております。   

今恒にこに報肯する 旺1膝古墳群』は50基を越える1輌！更  

が、新たに碓認され、調査された赤城山南麓屈指の大古墳  

群であります。川二卜した遣物からはこれらの古墳が5■tl用己  

から6■世紀の前半にかけてという比較的早い時期の極めて  

如い期㈹に造られていったことが判りました。しかも、こ  

れらの古墳の造営者はこの粕川村膳の地に忽然と姿を現  

し、消えていったのです。この『自藤古墳群』の出現と消  

滅は赤城山南戯地域、糾川村にとって重要な画期となった  

のではないかという思いがあります。また、広く見れば、  

この5世紀は、先頃「三E賜」鈍入り鉄剣を山ニヒした千梨県  

‾市原市の稲荷台一号7l－‘墳やl一半亥年」銘入り鉄剣を出土し  

た埼玉県柿溝川I‾■二！γ墳の時代であり、今、最も注l≡lを浴びて  

いるl馴－℃でもあります。距’1ヨ腱古墳群』は粕川村と日本の古  

代史研究の最北備を禎接結び付けるものとして大きな意味  

を持ってくるものと思います。   

ここに上梓された報告習が端々清川されることを願って  

止みません。そして、最後に調査に際し、ご尽力頂いた地  

元」二地改良の役員並びに土地所有者の皆さん、そして、酷  

暑、極寒の中、発掘訓麿に従事された皆さんの労に心より  

感謝申し上げ序にかえさせていだだきます。  

判或元叶3＝  

粕川村教育委員会  

教剖適 中 嶋 茂 美   



例  言  

シラフジ 1．本書は‖許和57年度粕川地区県営圃場整備及び■馴159年度小規模土地改良事業に係る埋蔵文化財発掘調査『白藤   
古墳群』の発掘調査報告書第1集（資料編）である。特に古墳時代の遺構、過物を中心に収録し、縄文時代及び   

■二lⅠ世の遺構については後l三l別桐とする。  
七夕カスカワゼンシラフジ アラブユタ タイモン ハブ  

2．『白藤古墳群』は群馬県勢多郡粕川村膳字自滅2－・7番地他、同字新宿30番地他、同字大門103番地他、同字八  

マン  怖133番地他に所在する。  

3．発掘調査は‾F一記のとおり4次にわたって行われた。  

第一次調査 昭和56年10月201≡lから昭和57年3月27［1  

第二次調査 昭利57年4月12日からー闘l158年2月121≡l  

第三次調査 昭和59年4月2日から昭利59年5月2川  

第四次調査 昭和63年12月5Ⅰ≡lから昭利63年12月12日  

また、整理作業及び本吉の作成は昭凧］63年4月4日から平成元年3月30日まで行った。  

4．発掘調査は各年度の国宝重要文化財等保存盤備蟄国庫補助金及び群馬用水土地改良事業所委託金を使用して   

行った。  

生理事礫は昭和63年度国宝重要文化財等保存整備費国庫補助金をイ衷用して行った。  

5．調査組織は次のとおりである。   

事務局  

教育長 金井久雄（62年9月退任） 中嶋茂実（同年10月着任）  

事務局長 白石高士（58年6月転LLり 肌島敏タj（59年7月転出）  

笠原 清（61年6月転出） 羽鳥武男（61年6月着任）  

係  長 坂本 実（62年6月転出） 小林 進（62年6月着任）  

派遣社教主事 横沢克明（62年4月着任）   

調査担当  

文化財担当 小島純一  調査員 小池雅典（現 推川川了教育委員会）  

6．本書の作成は小島純一が編集、執筆、遺構写真を担当し、遺物写真は真下泰男（粕川村サンフォト）による。   

なお、本書の作成には以下のものが参加した。   

庶務担当 笠原嘉子  遺物接合復元 小嶋あぐり   

遺物実測及びレイアウト 鈴木幸子 吉沢てい子 小沢寓江 長潮トモ 荒木勇次  

7．発掘調藩によって出土した遺物については総て抑Il村数育委員会で保管管理している。  

8．調査から盤理にかけて、下記の方々からご指導、ご助言を賜った。記して感謝申し上げます。  

新井房大 石塚久川 井上咄抑；岩崎中也 梅沢正昭 坂l二l 一 坂爪久純  

鹿川州三 白石太一郎 川口一郎 土井川］純之 前原 豊 イ三卜島和夫   



発抑調査の概要  ⅠⅠⅠ   

白藤古墳群の調査は狭い谷地を挟んだ台地全面を対  

象として行った。しかし、誹他の原懐1である県営二L地  

改良事業の計画が畑地換地となることから、発掘調査  

を必要とした箇所は基本的に新設される道水路敷と土  

の切り盛りが行われる所となった。   

発掘区の設定は国家座標弟Ilr系（X＝46．（）00、Y＝一  

5∠1．700）を基準として100111方眼を基本としてA～Yま  

での大グリッドを設定し、その中を車㍍ノ訓艮で南北方  

向をa～y、東西方向を1～25と孝一称をつけ北1叫の交  

点を小グリッドの名称とした。   

（1）基 本 土 層  

遺跡地一帯はほとんど総てが桑畑として利川されて  

いた。そのため極特殊な場合を除いて、比較的遺椚の残  

りは良好であった。しかし、遺跡の南は、巾世の職域  

築造にⅠ11来すると考えられる地形の改変が行われてお  

り、表土の亡失が甚だしい。  

Ⅰ層 表土で耕作土となっている。枇性の無い灰褐  

色の砂土である。20～30芸ンの堆積が認められる。  

ⅠⅠ層 ニッ岳降下軽石（FP）と浅問C栂石を含む黒  

色土。厚さ25～∠10妄ンで堆積する。  

IlI層 やや柑竺1三のある褐色土。縄文土湘を包含する。  

本遺跡での遺構欄詔澗である。20～30妄ンで耶粧する。  

11r層 黄褐色ローム層。以下赤城11．1南麓の一脚l勺な  

関東ローム層の堆積を示す。L・M区の採掘りでは八  

崎軽石（ⅠIl一－ⅠⅠⅠ））まで確認している。  

（2）調査された遺構   

旧石器・縄文時代 旧右端時代の造物はQ－1号墳の  

周刑理二上二から累輝石製の尖頭岩岸1点が、M区の膳城の  

北部外濠底の八Il櫛怪石直上から剥片が2ノ封二L†土してい  

る。しかし、遺構や遺物の面的、層位的な広がりは確  

認できなかった。   

靴又時代の遺構は発掘区の南西部A・B区で前期の  

何リ1㌻2軒、Ilり別の住居1軒と二l∴城、発掘区中火部のJ  

区で中別の伏せ班1基、発擁‖計束の1〕・Ⅴ区で早期の  

集石遺構がそれぞれ過物を伴って検出されている。弥  

生時代の遺構、退物の検出はなかった。  

古墳時代 古墳時代の住屈服、住居の部分的な調査例  

も含めて36抑、据立退構2基が調沓された。住屈は発  

掘区の西側の幅の広い台地の縁辺に多く検出されてい  

る。古一墳は52基（内、方形周溝墓9基、ニー二城墓に粘土  

床を伴うものを主休部としたもの1基、土城墓を主休  

部としたもの2基、和式榊犬石室を主体部とするもの  

8基、桃穴式石室を主休部としたもの7基）、墳丘を伴  

わない小石榔墓19基、土鳩基3基が検出されている。  

古墳は発抑＝真東の台地と、i村側台地の西縁辺に集中し  

て分布している。  

奈良・平安時代 奈」三い平安崎代の住居は全く検出さ  

れなかった（〕しかし、発蛎＝亘」ヒ西偶に大型土鳩3基と  

カ形遺柄1基が検出されている。  

中世以降 発栃＝真南鮎が［H旦城郭で著名な醐旨定史跡  

川津城址」の一部であり、膳域の逮捕えの濠や北部の  

濠の一部、それを渡るための木桶の橋脚址などが検出  

されている。井戸や二1∴城塞と考えられるものも発鼎真  

申火部でまとまって検J．l：はれている。また、江戸時代  

の土墟基がF－3号・墳周堀内で1基検～＿t▼lされている。   

1〕・＼Jlヌ：  Ⅰ．・hノ1lメ  

図4 基本土層図  

イ  



ⅠⅠⅠ発掘調査の概要  

図5 白藤古墳群調査区言受定図   



D－2号古墳（図31～34、PL．4・32）  

墳丘 前庭部から周堀までの主州長］5．8∠1そ㍍のIリガ‡で  

ある。植輪や明i瞭な茸石は検山されなかった。  

周堀 全周せず椚＿丘の北側のみに見られた。上幅2．  

16～1．52㍍、下幅1．小1～0ヰ㍍、深さ0．28～0．5鋸㍍であ  

る。  

主体郎 玄門、羨門を備えた両袖型構穴式石室である。  

石材は安山岩河原石の舷石を川いている。玄室郡の平  

面形は胴張りを持つ。主軸方向はN－180【1V。石室長  

4．17㍍、玄室長2．36壬㍍、玄室lい火幅1．′17㍍、玄門晰0．  

73㍍、羨道長1．62㍍、羨道中和．91㍍、羨門幅0．錮㍍で  

ある。  

遺物 土師器杯1、弟恵拙坪1、蓋1が前庭部より‖1  

土している。  

D－3号古墳（図35～37、PL．4・31・49）  

墳丘 直径約23㍍の円墳である。墳丘及び西側は耕作  

や農道によって抽＝－川をうけている。周堀内に人班大の  

円礫が多くみとめられ、葺石の存在が予想される。  

周堀 墳丘を全周するものと考えられる。上幅2．72ず㍍、  

下附1．76そ㍍、深さ0．72㍍である。  

主体部 墳丘中火に検～」1された。破損が著しいが、箱  

式棺状石室であろう。地山を30芋ン柑掘り込んだ肘り方  

内に構築されている。掘りノ」一は平面形長ノ川ラで長さ3．  

72㍍、幅1．鋸㍍である。石室内からは迫物の出土はな  

かった。  

遺物 用堀内より芽拙ば洞く1、土師照雄1が州二l二して  

いる。また、周加理め土上肘より円筒埴輪や形象埴輪  

篤の胴部破片が汁トヒしている。  

D－1号土鳩（図38、PL．32）  

形状 長軸長5．32㍍、掛仙良二う．52f；、探さ0．26そ㍍の長  

方形の平面形を持つ“良軸方Ih‖まN－82D－1二である（，  

昭、炉等を持たないことから二l∴雌とした。須通告坪l  

がfl†二I∴している。  

D－2号土鳩（図39、PL．32）  

形状 直径4．4ぞ；のll二川ラの大型土墟で、深さ1．24そ㍍であ  

る。 埋め土第2肘は伐閃Ⅰう恨石の純層である。埋め二卜  

内より須恵器台村き椀1がH二l∴している。  

D－3号土鳩（図40、PL．4）  

形状 直径∠1．8′1手㍍のIt川ラ大型二1二堀で、深さl．肌㍍であ  

る。21寸土蠣とl叶楳に州め二卜節2肘は浅l川Ⅰ川手れであ  

る。迫物の出二Lはなかった。  

D－4号土鳩（図41）  

形状 碓認面での直径は2．（汁㍍の＝‖lラ＿十．雌である。－▲  

しヾ  

郡据潮を受けており、当初の規模は2，3号土鳩とほ  

ぼ同規模のものと予測される。域内より人面大の円礫  

が川土している。  

E－1号古墳（図42・44、PL．4・31）  

墳丘 長辺12．4宕㍍×短辺12．2㍍の方形周満墓あるいは  

方墳である。現況では、墳丘は認められなかった。ま  

た、埴輪や茸石も確認されなかった。  

周堀 断面形は逆台形状で立ち上がりは垂直に近く、  

底面も平坦で比較的広い。上腑2．0～1牒4壬㍍、下幅1．  

1～0．∠1壬㍍、探さ0．57～0．∠17㍍である。  

主体部 検山されなかった。  

遣物 周堀桝め土上層で二t二師器の班と小型難が1点出  

土している。  

E－2号古墳（図43、PL．4）  

墳丘 一辺13㍍の方形川溝墓と推定される。調査区の  

都合で一部分のみの調査であり不明な部分が多い。  

周堀 浅く不明瞭であった。埋め土中にⅠIl・一FAの純  

肘が認められた。  

主体部 検山されていない。  

遺物 LLl上しなかった。  

E－3号古墳（図50）  

墳丘 殖二律11㍍の円墳である。墳丘は削平されている。  

周堀 上小甜）．9G～0．6∠1㍍、下幅0．6～0．44ず㍍、深さ0．3  

㍍と浅く狭い。周堀内には挙大のl二1」礫がみとめられた。  

主体郎 検川されなかった。  

遺物 川土しなかった。  

E－4号古墳（図45）  

墳丘11三1二径約17㍍の円墳である。墳丘は削平されてお  

り、川堀のみ碓恐された。南北長16．9×東西長16．8㍍  

である。  

周堀 全周せずに3カ所に「わたり▼」をもつ。＿川吊2．  

∠1～l．0∠1手㍍、下帖0．4～0．8鋸㍍、深さ0．8～0．6㍍である。  

備考 敗tて二lい火にはEII2号住屈が位置している。  

ハ墳と住居との前後関係は不明。また、北東の「わた  

り，」部分にはlく2号右脚がある。  

主体部 検＝されなかった。  

遺物 川二Lしなかった。  

E－1号石榔（図46、PL．7）  

位置iミー＝ナ古墳の南西に確認された。確認当時す  

でに大井石は除去されていた。  

石榔 二i州lノノl■′りN－55㌧馴Hで、長さ1．開㍍、幅0．76㍍、  

探さ（）∴う2釆応の糾丸長方形の掘り方l刃に構築されてい  

る。側壁は机辺1イf、長辺∠l石づつ二段に程ほれてい   



I＼′r 調査の記録   

おり、壁の立ち上がりは4茅ン程であった。  

面積 29．461112  方位 N－70－Ⅰミ  

床面 叩き絞め状で堅い。柱穴 住居の対角線上に規  

州勒こ並ぶ4本の主柱穴を柵認できた。Ⅰ）1長径42×短  

径36×探さ7帯ン・1〕238×36×8∠1・Ⅰ）332×30×80・1）。30×  

28×81。  

遺物 床耐こ張り付いた状態で土l仲里2がと1」土した。  

備考 炉及び壁用溝は検川されなかった。貯蔵穴は南  

東隅と南西l帖こ2カ所柵認された。貯1は平面形刊形  

で直径52×深さ2哨ン、貯2は平面邪用Ⅰち丸方形で、長径  

（i′iX短径52×深さこう3宗ンである。  

EH－3号住居（図53）  

形状 住用の2分の1と＿卜面が抑川を受けており全休  

の桝犬は不明。戟存する束1叫辺の長さは6．‖㍍である。  

壁周溝 東西辺側で碓視できた。上幅22×下小糾0×深  

さ2妄ンであった。主柱穴 2本が碓認できた。1〕1長径  

28×短径24×深さ8‡ン、1）228×24×4。  

遺物 Hにl二しなかった。  

備考 貯械穴、炉は検出されなかった。  

EH－4号住居（図54）  

形状 長辺5．4×机辺4．2㍍の長方形を呈する。上耐は  

削平を受けており壁南は2ぎンと洩い。E－4号古墳の  

墳」壬下に作られていたものと想われる。  

面積 21．0Il12  方位 N－820－Ⅰ〈  

床面 堅く叩き絞め状である。壁周溝 北壁部分に確  

認された。上l嗣1′1×下晰4×深さ2妄ンであった。主柱  

穴 対／鳩山二に並ぶ4本が確認できた。1）．長径30×短  

径2∠1×深さ6妄ン、1）228×2（う×3、1）。30×26×6、1）‘12′1×  

22×4。遺物／tl二l∴しなかった。  

備考 両壁より中央に検川された。lノ1」形で長径100×短  

径78×深さ4吉ンである。炉は検川されなかった。   

（3）IT・G・ⅠⅠ区の調査   

F－1号古墳（図55～57、PL．5・25・31・44・49）  

墳丘 南北長17．4㍍、東西長18．5㍍の円墳である。現  

況では墳」壬の高まりは碓認できなかった。墳」壬の北1叫  

側には拳大のf二1」礫を川いた葦石の一部が残っていた。  

周堀】l二幅2．32～1．6㍍、下申酎．∠18～0．鋸㍍、深さ1．  

2～1．1㍍で、姓lてこを全周する。底■l凧まさl差出に成型され  

ているが深さは不均等であり、北側は特に浅い箇所が  

ある。断面形は逆台形状を呈するが外周側は急に落ち  

込み、肌1て二側は緩やかに立ち上がる〔）  

主体部 頃」壬のほぼlい火部の表二トド約3し）プンに検出され  

∴I   

る。短辺と長辺は互いに挟み合う形となっている。石  

仰の規模は長さ110宗ン、中火幅23掌ン、深さ31茅ンである。  

床石及び側壁は偏平な安山岩の転石を川いている。石  

柳はローム層を掘り込んだ右脚と掘りカとの問には裏  

込として石を用いない。  

遺物 出土しなかった。  

E－2号石柳（図47、PL．7）  

位置 E－4号古墳の北東「わたり」部分に碓認され  

た。確認l蜘こはすでに天井石と南短壁の一部は除去さ  

れていた。  

石榔 主軸方向N－16．50－Eで、ローム層を掘り込ん  

だ長さ1 ．∠15×腑0．89×深さ0．2㍍の仙丸長方形の桝り  

方内に構築されている。側埋は短辺1石、長辺は3石  

で構成されている。石室の規模は長さ10時ン、中火幅23  

吉ン、深さ1鳩ンである。床石及び側壁は偏平な安山岩の  

転石を用いている。石柳は側壁と掘り方との閃には小  

円礫が少罫：裏込めとして詰められていた。  

遺物 出土しなかった。  

E－3号石榔（図48、PL．7）  

位置 E－∠1号古墳の南に検山された。，確認l附こはす  

でに天井石、長壁の一部、西短壁の一部は破損してい  

た。  

石榔 主軸方向N－88．58－Ⅰ王で、ローム層を桝り込ん  

だ長さ135妄ン、幅85茅ン、深さ16茅ンの掘り方内に構築され  

ている。短辺は1石、長辺は3石以上で構成されてい  

る。石柳の規模は長さ81芋ン、暮い央幅29宗ン、探さ10芸ンで  

ある。側壁は安山岩の偏平な円礫を川いている。床何  

には2～3茅ン大の小lサ礫を敷いている。掘り方と石柳と  

の‖肌こは挙大の円礫が詰められていた。  

遺物 fl二1上しなかった。  

E－1号土蠣（図49、PL．7）  

位置 D－3号古墳の南60㍍に検JLiされた。ローム屑  

を州り込んだ平面長方形の二i二城である。規模は長辺1ニう2  

芋ン、短辺71芋ン、深さ19芸ンである。壁の立ち上がりは柵  

規辺ではなだらかに立ち上がる。  

遺物J二l二i土しなかった。  

EH－1号住居（図51、PL．37）  

形状・規模 不明。柱穴、炉仙等も検山されなかった。  

また、床面も軟弼であり壁の立ち上がりも不明確で  

あった。  

遺物 土師船3点の山上があった。  

EH－2号住居（図52、PL．37）  

形状 一辺5．扉㍍のニ1仁方形である。上部は削さlよを受けて  



た。主棚方向はN－350－Eを示す箱式柑状石室であ  

る。天井石の1石を除いてほぼ完全な形で検出された。  

石室は褐色土からローム層上面まで掘り込んだ長さ3．  

0㍍、幅1．8㍍、深さ0膏㍍掘り方内に構築されている。  

石室の平面形は長辺の中央部がやや膨らむ。長辺は人  

証i大の河原石を3段小口租みにし、短辺はやや大きめ  

の細長い河原石2石を二段に績む。床面は偏平な河原  

石8石で構成され、間に小円礫を詰めている。石室の  

規模は床面を基準として、長さ1．87㍍、腑0．38㍍、深  

さ0．郎㍍である。掘りカと側壁との閃には拳大のJ二1J礫と  

砂礫が袈込めとして充唄されており、白色粘土は俳川  

されていない。天井石は4石で桝成されていた。石室  

内の北部分の床面からは鉄片1が州土したが詳糾は不  

明である。  

遺物lヨ筒埴輪片は周粥内や墳丘部から多く出土して  

いるが原位置を残すものはなかった。形象植蘭は碓課  

されていない。また、周溝底面より土桝灘6、埋めニヒ  

中より須恵器1、滑石製剣形模造■f■－】2が山土している。，  

F－2号古墳（図58・59、PL．6・25・32・49）  

墳丘 南北長22で㍍、東西長21．郎㍍の円墳である。肌【壬  

はすでに削平されており、現況では姐丘の高まりは柵  

認できなかった。周州内埋め土上肘には拳大の円礫が  

多くみとめられ、葦石の存在が予想された。  

周堀 墳丘を全周する。北側が棋かに膨らむ。底面は  

平坦で、断面形は逆台形状であが、北側が悌かに浅く  

なる。上巾融．16～3．0∠1手㍍、下幅1．5～1．0㍍、探さ0．6～0．  

5㍍である。また、墳丘内に西に開く「コの字」の溝が  

検Jt二1された。溝の束■西長9㍍、南北長7イ㍍で、溝の＿l二  

幅1．0～1．16㍍、下晰0．8～0．36㍍、深さ0．2圭㍍である。  

溝の埋め土ヰりこはⅠIl・－Ⅰγノlの純肘が部分－′畑こ碓潤で  

きた。また、溝の埋め土には拳大の礫を含んでいる。  

主体部 検出されなかった。  

遺物lり筒埴輪片は用洞内埋め土より多くJfH二したが  

原位置を示すものはなかった。形象埴輪は周溝北西部  

より埴輪馬の頭部1と人物埴輪片が川⊥している。ま  

た、周堀北側の周堀がやや膨らむ箇所の用泄底耐より  

豹恵損潮1、周鋸南底面より土師邦雄1、坪2が出二l二  

した。  

F－3号古墳（図60・61）  

墳丘 南北長14．6㍍、東西長13．鋸這のl■用■‡である。椚  

丘は既に削平されており現況ではイ叫」。北イfもなかっ  

た。  

周堀 墳丘を全川する。断面形闇浅い逆台形状を呈す  

ノ〃  

る。周堀埋め土中にはⅠIl・－FAの純層が確認できた。  

上幅1．8～0．96㍍、下幅0．56～0．44㍍、深さ0．24～0．44  

㍍であった。  

主体部 検山されなかった。墳丘北よりにF－2号石  

榔が存在するが、本古墳の主体郡とは考えなかった。  

遺物 周期睨め土中より人物の形象埴輪の頭部の一部  

が用土した。他の遺物の川土はなかった。  

F－1号石榔（図63、PL．7）  

位置 F－1、F－3号古墳の借＝こ位置している。確  

認当時すでに天井石は除去されていた。また、長壁の  

一部も壊されていた。  

石榔 主軸力向N－250－Ⅰミで床面を基準とした長さ  

1．61㍍、l巨央幅0．35㍍、深さ0．24そ㍍である。長辺は安  

山岩の転ホを川いて、小口税みにしている。3段まで  

確認できた（，短辺はやや大きめの安山岩の転石1石を  

用いて作られている。床面は偏平な安山岩拡石を敷い  

ている。石柳はローム層を柑り込んだ長さ243宗ン、幅  

146妄ン、探さ2帯ンの隅丸長方形の掘り方内に柄築されて  

いる。石榊と掛り方との…jには砂礫混じりの小円礫を  

裏込めとして川いている。  

遺物 山土しなかった。  

F－2号石榔（図62、PL．7）  

位置 F－3号古墳の隠丘ーノづ北側に位置する。天井石  

は除去され側壁の一部も壊されていた。  

石榔 主軸カl「りN－56D一Ⅰ工で長さ107妄ンである。肺、深  

さは不明。側壁は安山岩の転石を用いている。石柳は  

ローム層を桝り込んだ長さ168芋ン、幅91妄ン、深さ20妄ンの  

隅丸長方形の州り方内に構築されている。  

遺物 fl1土しなかった。  

FH－1号住居（図64、PL．5・37）  

形状1丁－1号古墳の南に近接しているが、切り合い  

をもたない。東西辺長5．5㍍、南北辺長3．8㍍の長方形  

を呈する詫断線垂直に立ち上がり、壁高は0．4ず㍍である。  

面積1（）．∠11112  方位 N－820－E  

床面 堅い朝川床状である。炉址 北西隅に少昆の恍  

土と土師出品杯が上土i土しているが不明。  

遺物 土師湘13がLli土している。いずれも床面直上の  

ものである。  

備考 貯蔵穴は両脚＝い火西に確認された。平仰l引′まノブ  

形で長径7（）×規律58×探さ50芋ンである。川堀、柱穴は  

検州されなかった。  

FH－2号住居（図65）  

形状 一部分のみの調査である。また、－▲郡を時期不   



ⅠⅤ 調査の記録   

ている。面殿、方位は不明。  

床面 比校的堅かった。碓認而からの壁高は16妄ンであ  

る。炉址、鴨は検出されなかった。  

遺物 中世のかわらけ1、土師容1が出土している。  

GH－2号住居（図71）  

形状 住居の両肌の一部の調査である。規模等両横、  

方位は不明。  

床面 軟弱で不l州原。確認面からの壁高は16妄ンである。  

炉址、亀は検出されなかった。  

遺物 出土しなかった。  

GH－3号住居（図72、PL．38）  

形状 住居の南隅の一部の調査である。主柱穴の1本  

が確聞されている。長径32×短径28×深さ31妄ンである。  

規模等面積、方位は不明。  

床面 堅く、叩き絞め状である。確認而からの壁高は  

21妄ンである。炉批、昭は検出されなかった。  

遺物 土師出撃1が出土した。  

GH－4号住居（図74）  

形状 住居の南隅の一部の調査である。しかも、新し  

い撹乱坑によって壊されている。規模等面積、方位は  

不【肌。  

床面 貼り床状で堅い。碓徽了l了からの壁高は51妄ンであ  

る。炉址、昭は検出されなかった。  

遺物 山土しなかった。  

GH－5号住居（図73）  

形状 東西辺4．鋸㍍、南北辺3．鋸蒜の長方形を里する。  

確認面からの壁高は∠11妄ンである。  

面積1∠1．8Il12 方位 N－6lO－Ⅰミ  

床面 軟らかく不明瞭である。炉址・惰は検J，1はれな  

かった。  

遺物 土師湘杯1が床面から浮いた状態で出土してい  

る。  

備考 貯蔵穴は北西隅に柵認された。平面形は長方形  

で長径106×短径76×深さ2婿ンである。  

GHT6号住居（図75、PL．8・27・38・44）  

形状 一辺が約鋸㍍の正方形である。壁は垂優に立ち上  

がり、碓認面で58芋ンである。  

壁周溝 攫【卜には周溝が、西隅を除いて設けられてい  

る。川消の規模は上腑18×下幅10×探さ1（）芋ンである。  

主柱穴 対拘紬←1∴に軋畑勒こ並ぶ4本が確‡忍できた。  

1）1長径4′1×酢酢10×深さ79享ン、Ⅰ）246×44×78、Ⅰ）。50×  

′16×70、1）一132×28×（拍。  

面積 59．1Il12 方位 N－330－W  

／／   

明の浄＝こよって切られている。確認できた東西辺の長  

さは6．5㍍である。壁の立ち上がりも不【明瞭で浅い。  

方位 N－830－E  

床面 残存している部分は叩き絞め状である。  

遺物 土師贈椀1が出土している。  

備考 貯蔵穴は南西隅に検出された。平面形は隅丸長  

方形で長径92×短径80×深さ40茅ンである。  

FH－3号住居（図67）  

形状 住居北東偶のみの調査であった。壁は垂掛こ立  

ち上がり、深さは0．5㍍である。  

壁周溝 上幅10×下幅4×探さ7芋ンである。住居の規模、  

両横は不明。  

方位 N－62㌣－【E  

床面lり］き絞め状で堅い。炉址・竃 検出されなかっ  

た。  

遺物 土師器の賓破片1が床面直上で出土している。  

備考 主柱穴1本が確認された。F刊lラで長径50×短径  

∠1∠1×深さ60芸ンである。  

FH－4号住居（図66）  

形状 東西辺2藩㍍、南北辺4．06㍍の長方形を呈する。  

碓認面からの壁高は10茅ンである。  

面積 8．51112 方位 N－8．50－1ヘア  

床面 堅く叩き絞め状である。炉址・蟹 検出されな  

かった。  

遺物 出二Lしなかった。  

備考 主柱穴、貯蔵穴は検出されなかった。一部を溝  

で切られている。  

G－2号古墳（図68・69、PL．9・44）  

墳丘 全く削平されており古墳の規模、墳丘は不I軋  

石室の北に周腑の一部と考えられる浅い満を確認して  

いる。消の埋め土上層にはAs－Iiの靴層が認められ  

た。  

主体郡 安山岩の転石を用いた両袖型槻穴式石室であ  

る。玄室はやや胴張りを持つ。石室の推定全長車中㍍、  

玄室長3．6㍍、玄室中央晰1．5㍍、羨道長L3㍍、羨道Im  

l．0㍍である。床面は拳大の円礫を敷き詰めている。  

遺物 石室内より1対の金環が†l1土した。  

備考 G－1号古墳は石室に使川したと考えられる石  

が集椚されていた所をもって古墳と認定したが、古墳  

に伴う遺梢の検J．Li、遺物の．ll二i土はなかった。  

GH－1号住居（図70、PL．38）  

形状 住居の一部分の調査である。lい火にはltl世以降  

の掘り抜き井戸、時期不明の研が住㍍を切って造られ  



床面 やや軟質である。炉址 中火西よりに検出され  

た。煉土や灰は極めて薄い。  

遺物 床面直上から土師拙13の出土があった。  

備考 貯蔵穴は両壁のql央やや東よりに検出された。  

平面形は円形で長径104×短径78×深さ55妄ンである。  

GH－7号住居（図76、PL．38）  

形状 住居北東隅の一部の調査であり、規模等面拙は  

不明。主柱穴、貯蔵穴は検出されなかった。  

床面 比校的軟らかく不り」瞭である。壁高は確認両か  

ら1∠1妄ンである。  

遺物 東辺の調査1去域との境で氾の柵の一部と考えら  

れる細長い礫と焼土、それに土師湘高坪、醜の破片が  

集1ニー1して山土している。また、相打矧∃三Ⅰミ1の川二卜が  

あった。  

GH－9号住居（図77、PL．8・27・38）  

形状 隅丸の台形状を呈する。東西辺3．鋸㍍×南北辺3．  

5㍍である。壁高は確認面から1∠1妄ンである。  

面積13．8Ill？ 方位 N－880【Ⅰ工  

床面 住屈中央部は部分「机こ叩き絞め状であった。炉  

土止 住居l甘央部に検出された。焼土の残りは良好で  

あった。  

遺物 床面直上から土師器4の出土があった。  

備考 貯賊穴は検川されなかった。  

GH－10号住居（図79、PL．8・29・39・44）  

形状 東西辺4，8鋸㍍、南北辺5．2∠1手㍍の方形を里する。  

壁は垂1如こ立ち上がる。碓認面からの深さ48妄ンである。  

面積19．21112  方位 N→8lO－1ミ  

床面 比較的柔らかい。寵 西辺中火やや南に付設さ  

れる。糸…長い礫を芯として造られている。内部には礫  

を用いた支脚が設けられている。規模は内々径で長さ  

7鴫ン、幅30妄ンである。柱穴 対角線上にう1在ぶ主什穴4  

本が確認できた。Ⅰ）1長径小1×短径′10×探さ52妄ン、1）2購  

×36×48、Ⅰ〕344×′10×48、1）．140×36×56。壁周溝 検  

山されなかった。  

遺物 床面直＿l二より土師湘14、滑石製銃型模造■暮．＝■－】1が  

／fi土している。  

備考 住居南東肌に検J＿l†された。平面形は不矧Ⅰ川手で  

長径88×規径72×深さ76掌ンである。住居埋め土床面頂  

上では部分的にⅠIl・一FAの純層が確認できた。  

G－1号掘立柱建物（図80、PL．8）  

形状 方3間の建物で、方位はN－660－1仁である。柱  

の掘り方はlⅠ刑ラで、各種閃の心々刷の粧離及び什穴の  

計測他は別表にホしたとおりである。  

72  

G－2号掘立柱建物（図81、PL．8）  

形状 3朋×31…の建物で四天柱を持つ。南北辺に比  

べて東西辺が長い。方位はN－65㌣－Eである。柱の掘  

り方は11」形が多いが、隅丸方形のものも存在する。匹】  

天柱は他の柱に比べ掘り方も小さく浅い。各柱間の  

心々閃の距離及び柱穴の計測伸は別表のとおりであ  

る。  

H－1号古墳（図82）  

墳丘 直径13．8ず；の小目填である。H－1号住居の一  

部を切って造られている。  

周堀 －tl幅1．6㍍、下幅1．2㍍、探さ0牒㍍である。  

主体郎・遺物 検出されなかった。  

H－2号古墳（図83、PL．9）  

墳丘 現況で高さ2釆謙一！の石塚となっていた。当初は  

酌み了二り家を予蝕した。しかし、調査の結果、底附こは  

古墳の根石の一部、裏込めの一部と考えられる遺構が  

確認されたが、上部を覆う礫に規則性がないこと、礫  

とプいこ近世以降のl矧磁捌を伴うことなどが明らかに  

なった。以上のことから、本古墳は小規模な墳丘を持  

つ桝穴式石室を主休部とする古一墳の一部を壊し、その  

－t二に、近1杜以降畑耕作の際に出土する礫を集科したも  

のと考えられる。  

周堀 検山されなかった。  

主体部 両袖型峨穴式イニf室と考えられる。規模はいず  

れも推定で、石室全長∠1．5㍍、石室中火幅1．郎㍍、羨道  

櫛＝）㍍である。  

遺物 ホ墳に什う遺物の出二l二はなかった。  

HH－1号住居（図78、PL．40）  

形状l糾丸方形を呈する。東西辺3う㍍、南北辺：う．鋸㍍、  

碓詔勅からの深さ8吉ンである。  

面積15．61112  方位 N－50－Ⅵ7  

床面 軟質である。炉址 中火北寄りに確認された。  

焼土は薄い。  

遺物 床面直上から土師端3、貯蔵穴内より土「畔掛椀  

1が州二1二したく）  

備考 貯蔵穴は住居南捌帖こ検JLiされた。平面形はrニリ  

形で、長径72×短径68×深さ71吉ンである。  

HH－3号住居（図84、PL．40）  

形状 ‖那沖性楕不明の遺構及び中世の溝によって住居  

の－▲榔を切られている。当初は住居3仰の重複と考え  

たが、本住居を除いて、切り合っている他の遺構から  

遺物の山二l二がないこと、床面が不整形で、柱穴、炉等  

をイ三l乞わないことなどから判断して他を時期性格不明の   
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長径96×短径76×深さ48妄ンである。   

（4）Ⅰ・K・L・M区の調査   

】－1号古墳（図88・89、PL．10・32）  

墳丘 直径2．7㍍の円墳である。石室前には前庭部を持  

つ。墳丘中央部には部分的に盛り土が残るが墳丘はほ  

とんど削平されていた。  

周堀 墳丘を全周せず、周堀の幅も均一ではない。埋  

め土上層にはAs－1うの純層がみとめられた。上幅6．  

6～1．7㍍、下幅6．2～1．0㍍、深さ0．4～0．3㍍である。  

主体部 安山岩の怯石を用いた両袖型横穴式石室で、  

墳丘中火よりやや南に設けられた他山を掘り込んだ掘  

り方内に根石を置く。側壁及び床礫の一部を除いてほ  

とんど破壊されていた。主軸方向 N－270－Wで、推  

定石室全長6．1㍍、茨道幅0．7㍍である。石室前には地  

山を長楕円形に掘り込んだ前庭部が設けられている。  

遺物 前庭部旦l！め土より土師脚不2、須恵択捉瓶1が  

‡ll土している。  

K－1号古墳（図90、PL．9）  

墳丘 すでに墳丘は完全に削平されていた。  

周堀 検出されなかった。  

主体部 小規模な横穴式石室で前庭部を持つ。石室は  

安山岩の賑石を用いている。主軸方向はN－00－E、  

石室全長2牒㍍、怖1㍍である。すでに大部分が破壊さ  

れている。  

遺物 山」二しなかった。  

KH－1号住居（図91、PL．39・44）  

形状 住屈の一部分の調査であった。完掘できた東辺  

は長さ5．2㍍である。平面形は正方形になるものと推定  

される。壁は垂i動こ立ち上がり、確認面からの深さは  

92妄ンと深い。住居哩め土にはⅠIl・－FAの純層が認めら  

れた。  

主柱穴 2本が柵認できた。Ⅰ〕1長径34×短径30×深さ  

80妄ン、Ⅰ）236×36×92。両種は不明。  

方位 N－300W  

床面 堅く叩き絞め状である。炉址・竃 調査区域内  

では検出されなかった。  

遺物 土「酢拙7の出土があった。  

備考 貯蔵穴、壁周溝は検出されなかった。  

KH－2号住居（図92・93、PL．28・41・44）  

形状 東西辺4．4手㍍、南北辺3．5㍍の長方形を呈する。  

壁高は浅く確蘭面から20芋ンである。柱穴は検出されな  

かった。  

JJ   

遺構とした。壁は垂掛こ立ち上がる。確認向からの深  

さ1帯ンであった。面積・方位は不明。  

床面 やや軟質である。炉址・竃 検出されなかった。  

柱穴 2本が確認できた。Pl長径36×短径3∠1×深さ80  

買ン、Ⅰ〕232×30×63である。壁周溝 壁下を全周するも  

のと思われる。上幅20×下幅6×深さ4．5芋ンである。  

遺物 南東隅の床面直上から土師岩拝7点が出土した。  

備考 貯蔵穴内は検出されなかった。なお、Ⅰ－Ⅰ－2，  

4，5号住居は欠番とする。  

HH－6号住居（図86・87、PL．10・40・44）  

形状 一辺8㍍の正方形を呈する。壁は垂掛こ立ち．＿l二  

がる。確認面からの深さは46芋ンである。  

面積 57．81112  方位 N－620－E  

床面 部分的に叩き絞め状で堅く明瞭であった。  

竃 東辺【ニー†央に竿酎こ使用された石の一部が碓認された  

が、粘土や焼土、灰層は全く検出されなかった（）柱穴  

対角線上に規則的に並ぶ4本の主柱穴とそれよりもや  

や浅い2本の柱穴が検J］された。1）．長径56×短径56×  

深さ96妄ン、P260×50×89、P352×48×82、1〕‘152×50×  

102、1）560×56×43、Ⅰ）668×62×43。壁周溝 壁下を全  

閉する。上幅20×下幅6×深さ∠1．5茅ン。  

遺物 セⅠ！め土上層から滑石製勾玉1、床面直上から土  

師岩田0、滑石製紡錘車1、それに滑石製勾玉1と臼玉  

113個からなる首飾りが一式連なった状態で住居北西  

隅で出土している。  

備考 貯蔵穴は住居南矧抑こ検出された。平面形は隅  

丸の方形で一辺92妄ン、探さ85妄ンである。  

HH－7号住居（図85、PL．43）  

形状 東西辺′1．16㍍、南北辺4．購㍍の方形を呈する。  

壁は垂直に立ち上がる。確認面からの深さ32妄ンである。  

住居の一部を新しい満によって切られている。  

面積16．6】112  方位 N－640－Ⅰミ  

床面 堅く叩き絞め状である。竃 東辺小火に付設さ  

れる。細長い礫を芯として白色粘土を用いて造られて  

いる。内部には礫を用いた支脚が設けられている。焼  

土、灰層は極めて薄い。規模は内々径で長さ7．5芋ン、腑  

43芋ンである。柱穴 対角線上に並ぶ主柱穴3本が確認  

できた。Pl長径38×短径34×深さ59芋ン、1）236×32×61、  

1）。60×40×55。壁周溝 壁下を全周するものと考えら  

れる。上l隔1∠1×‾fご幅4×深さ5妄ンである。  

遺物 昭内及び貯蔵穴上より、二日帥郡8が出二l二してい  

る。  

備考 住居南東隅疋検出された。平耐lラは不矧I」形で  



面積15．51112  方位 N－630－E  

床面 軟らかく不明瞭である。炉址 住居北に焼土が  

認められたが灰層は伴わない。  

遺物 北偶の床面直上から土師岩田8、滑石製品模造品  

2が出土した。  

備考 貯蔵穴は北隅に検出された。平面形は不整円形  

で長径62×短径50×深さ19芋ンである。  

LH－1号住居（図94・97、PL．9・28・42）  

形状 調査区の都合で住居の一部分のみの調査であっ  

た。推定で一辺8㍍程の大型住居と考えられる。平面  

形は方形を呈する。壁高は最も残りの良い部分で32妄ン  

であった。  

柱穴 対角線上に並ぶ2本が確認できた。Pl長径38×  

短径32×60妄ン、Ⅰ）244×40×123。  

面積 （75Ilf）  方位 N－540－E  

床面 堅く締まっているが、叩き絞め状ではない。炉  

址 北隅に焼土が確認されたが薄く灰層を伴わない。  

遺物 土師器12が出土している。  

備考 貯蔵穴は住居南隅で検出された。平而形は隅丸  

の長方形で長径122×短径90×探さ60掌ンである。貯蔵穴  

内からの遺物の出土はなかった。壁周溝は検出されな  

かった。  

LH－2号住居（図95・98、PL．9・28・42・44）  

形状 LI－Ⅰ1号住居の南に隣接している。同様に抑  

定で一辺8㍍程の方形大型住居になるものと考えられ  

る。壁高は撮も残りの良い部分で5婿ンである。  

柱穴 1本が確認された。長径44×短径38×深さ120芋ン  

である。  

面積 不明。 方位 N－500－E  

床面 堅く締まっている。 炉址 南西部に検出され  

た。灰層を伴わない。  

遺物 土師器12、剣型滑石製模造品1が床面檀上から  

出土している。  

備考 貯蔵穴、壁周溝は検出されなかった。IノⅠⅠ－1・  

2号住居は共に時期不明の溝によって切られている。  

MH－1号住居（図96・99）  

形状 膳城北郡内に確認された住居である。北郭西濠  

に一部を切られている。完存する束辺は5㍍である。  

確認面からの壁甫は5妄ンである。  

柱穴 1本が検出された。長径38×短径34×深さ82茅ン  

である。  

面積 不明。  方位 N－240－1へr  

床面 堅いが叩き絞め状ではない。炉址・亀は検出さ  

ノ〃  

れなかった。  

遺物 土師器1が出土した。  

備考 貯蔵穴、壁周浦は検出されなかった。   

（5）P・Q・Ⅴ区の調査   

P－1号古墳（図100～104、PL．12・33・46）  

墳丘 直径22牒㍍の円墳である。現況では僅かに墳丘  

の高まりを認めることができた。畑の耕作がかなり深  

い部分まで及んでおり、盛り土の大部分は耕作土とし  

て鋤込まれており、古墳中央部の僅かの部分にローム  

ブロック混じりの盛り土を確認するこ とができた。ま  

た、墳丘盛り土‾Fの旧表土にはAs－Cが多量に含ま  

れている。  

周堀 墳丘を全周する。断面形は逆台形状を呈する。  

上帽木16～3．2㍍、下幅1．4～0．6鋸㍍、深さ0．8～0．7㍍  

である。周堀底面付近には部分的にⅠⅠⅠ・－FAの堆積が  

認められた。  

主体部 検出されなかった。  

遺物 朝顔塑円筒埴輪を含む円筒埴輪が多量に出土し  

た。形象埴輪は馬の一部と考えられる小破片が数点出  

土した。いずれも周堀内に転落した状態で出土し、原  

位置を保つものはなかった。また、墳丘盛り土下から  

土師墨12が一括で出土した。  

P－2号古墳（図105・107、PL．14）  

墳丘 直径11．2㍍の円墳である。現況では墳丘は確認  

できなかった。調査では盛り土も全く検出されなかっ  

た。  

周堀 墳丘を全用する。断面形は逆台形状を呈する。  

上崎1．68～1．12壬㍍、下幅0．72～0．4㍍、深さ0．48～0．54  

㍍である。埋め土l二いにはIll■－FAの純層が認められ  

た。  

主体部 墳丘のほぼ中央部に造られた箱式棺状石室  

で、主軸方向はN－370－Eである。石室は長さ2．92㍍、  

腑1．56㍍、深さ0．5鋸；の掘り方を穿ち、その中に構築  

されている。側壁の短辺は1石で、長辺は5石二段で  

それぞれ構成され、短辺と長辺との接する部分は短辺  

が長辺を挟む形となっている。床面は掘り方面より5  

妄ン程土を敷きその上に小円礫を敷き詰めている。Jl用－  

は安山岩の河原右舷石が用いられている。石室の規模  

は床面を基準として、長さ1．鋸㍍、幅0．3ポ㍍、深さ0．2  

㍍である。天井石は6手イで構成され、北側から順次小  

さい石を並べている。石と石とのl現には拳大の円礫を  

詰め、その回りに人頭大の石を並べている。さらに、   
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を積み、さらにロームブロック混じり土で被覆してい  

る。  

遺物 石室内から人骨の頭骨の一部が出土した。しか  

し、過存状態が極めて悪く、詳柵は不明である。副葬  

I品の出土は全くなかった。周堀からの遺物の～二Il土もな  

かった。  

P－5号古墳（図110、PL．13・33）  

墳丘 南北長1∠1．2㍍、東西長13．4㍍の円墳である。現  

況では墳丘の高まりを把捉することはできなかった。  

また、綱査でも盛り土を確認することはできなかった。  

周堀 墳丘を全周する。断面形は逆台形状を呈する。  

上幅2．88～1．92壬㍍、下幅0．72～0．56㍍、深さ0．68～0．  

56㍍である。埋め土中にはⅠⅠⅠ・－FAの純層が認められ  

た。  

主体郎 墳丘I二い火部に長さ1．2㍍、幅1㍍の平面形が長  

方形の紺州こ、砂礫混じりの土が確認できたが掘り方  

も確認されず、土の厚さも浅いことから、り＝‖准に主体  

部としてとらえられなかったが石室の根石の一部とも  

考えられる。  

遺物 周期埋め土中から土師拙坪1が出土している。  

P－6号古墳（図113～116、Pし．13・14・24・33・45・  

49）  

墳丘 禎径22．7㍍柑の円墳である。現況では蝶L丘を把  

耕することはできなかった。また、調査でも盛り土は  

碓認できなかった。  

周堀 墳丘を全周する。断面形は逆台形状で東側はや  

や幅が狭く、深さも浅く川t状を里する。上幅4．56～3．  

購㍍、下晰1．32～1，04㍍、深さ1～0．6鋸㍍である。雌め  

土中にはⅠIl・－FAの純層が認められた。  

主体部 検川されなかった。  

遺物 朝顔型Il」筒埴輪を含むrI」筒埴輪が多数州土し  

た。しかし、原位置を留どめるものはなく、総て周堀  

内に転落した状態で出土している。形象埴輪は人物1、  

馬1がJJtl二した。これらも周囲泄川Ⅰ土である。また、  

土師器壷が同じく周堀底面から1胴体出土している。  

人物は美豆良を結う男子像で、顔面部のみで他の部位  

は検LLiされなかった。顔面全体及び美豆良部分には赤  

色塗彩が施されている。現存市†）．1宗ン、幅10妄ンである。  

胎土は精選され、焼成は良好である。色調はややl：lつ  

ぼい褐色である。，   

蟻はl叫馴を欠失しているほかは完存している。焼成  

は良好で硬賢、胎」二は精逃され、色調は淡褐色である。  

高さ（5（う．8）プン、全長80．8茅ン、胴小火幅15，6妄ンである。  

／．■了   

その上をロームブロック脱じりの土で被覆している  

が、日締めとして白色粘土は用いていない。  

遺物 周堀内及び石室内からも出土しなかった。  

P－3号古墳（図106・108、PL．13・14）  

墳丘 直径14ず；の円墳である。現況では墳丘の高まり  

は確認できなかった。また、調査でも盛り土は把握で  

きなかった。  

周堀 墳丘を全周する。断面形は逆台形状を呈する。  

上晰2．56～2．0㍍、下幅0．6∠ト0．3郎㍍、探さ0．64～0．∠1  

㍍である。埋め土l二‡りこはⅠⅠⅠ・－FAの純憎が認められ  

た。  

主体部 墳丘中央部に造られた箱式棺ニ1大石室で、主軸  

方向はN－60－Wである。石室は長さ2．6ポ㍍、幅1．∠15  

㍍、深さ0．42㍍の抑り方を穿ち、そのlいに構築されて  

いる。側壁と掘りカとの間には人琉大の礫と砂礫混じ  

りの二Lが詰められている。側壁は短辺は1石、長辺は  

∠1石で構成されており、長辺が短辺を挟む形となって  

いる。姐辺は北側のものが南側よりも大きい。したがっ  

て、石室の幅も北から南に狭くなっている。床面は掘  

り方底面にほぼ直に偏平な転石を6石敷いている。川  

材は安山岩の河原石板石が用いられている。石室の規  

模は床面を基準として、長さ1．7郎蒜、tい央幅0．∠14手元、  

深さ0．飢㍍である。天井石は6石で構成され、石の州  

には小円礫が詰められている。目締めとして白色粘ニヒ  

は川いられていない。  

遺物 全く出土しなかった。  

P－4号古墳（図109・111・112、PL．13・14）  

墳丘 直径13㍍のl二l用‡である。現況では墳」王は柵認で  

きなかった。調査でも姐丘盛り土は把桝できなかった。  

周堀 墳丘を全周する。断耐l引お掛計形状を里する。  

上肺2．3∠l～1．7郎㍍、下晰0．74～0．∠1鋸㍍、探さ0．76～0．  

媚㍍である。埋め土中にはⅠIl・－FAが認められた。  

主体部 墳丘中央に造られた箱式柑状石室で、主軸方  

向はN一∠170－Eである。石室は長さ3．∠l㍍、幅1．97㍍、  

探さ1．05㍍の掘り方を穿ち、その中に構築されている。  

臓り方と側壁とのIiりには人頭大のl‘1＝轢が詩Iiめられてい  

る。側腫は短辺1石、長辺は4石とその．l二にやや小さ  

なホ8れを積んだ2段に造られている。机辺と長辺と  

の接する部分は短辺が長辺を挟む形となっている。床  

面は州り方の上に直に偏平な礫7石を敷き詰め、床面  

の隙粧には小円礫を詰めている。イ座の規模は床耐を  

基準として長さ1．7鋸㍍、幅0．37㍍、探さ（）．31芋㍍である。  

天井イ「は5石で構成され、その上に不規則に大小の礫  



長さ3ヰ1そ㍍、幅2．01壬㍍、深さ0．32㍍の長方形の掘り方  

を掘り、さらにその中を長さこう．0㍍、幅1．2㍍、探さ0．  

3鋸㍍程でl研面かまぼこ状に掘り込んでいる。土城の埋  

め土はローム質の褐色土で地山の土と判別しにくい。  

白色粘土や礫は全く使われていない。  

遺物 主休部からは遺物の出土はなかった。周楓埋め  

二1二中から朝射刑IJ筒埴輪を含む多景の円筒埴輪が山土  

している。形象埴輪は確認されなかった。また、隠丘  

盛り二I二下から二11帥据7が†tl土している。  

∨－1号古墳（図122）  

墳丘 直径13．妬この円墳である。現況では墳」了二を把耕  

することができなかった。朋査でも墳丘盛り土は確認  

できなかった。  

周堀】i■‖7二を仝川する。＿1二備2．2∠1～1．7根㍍、－卜晰0．  

8～0．鋸蒜、深さ（）．72～0．鋸㍍である。断面形は逆台形状  

である。理め二I二ll1にはⅠIl・一FAの純層が認められた。  

主体部 検川されなかった。  

遺物 日間伸輔旧が少累‖1土した。  

∨－2号古墳（図123～128、PL．15・24・26・33・47・  

50）  

墳丘 直径1（）㍍のlり填である。現況で墳丘の高まりは  

碓詩想できなかった。調査でも盛り土は確認できなかっ  

た。  

周堀 墳丘を全閉する。上柿木16～2．8鋸㍍、下幅1．  

6～1．12㍍、深さ（）．（う～0．購㍍である。断面形は逆台形  

：1人である。棚め二1」二層に拘閃石安l1l岩の小粒をイ基かに  

含む。  

主体部 墳丘lい火に掘り込まれた土城内に白色粘土で  

被捜された状態で迫物がJ1l二1二した。粘二Ⅰ二は薄く、2～こう  

芋ン柑の厚さを持つ。白色粘土は両嬬が立ち上がりを持  

ち、内部に何等かの施設を被没したように見える。主  

軸ノブl叶はN－70一－1王である。掘り方は二段に掘り込ま  

れ、ローム層まで掘り込んでいる。土蠣確認面から床  

面までの深さは】．0㍍である。上段の桝り込みは長さ3．  

98㍍、幅1．〔）2㍍の平面形長方形に、確認面から探さ0．  

：il㍍柑り下げている。下段の掘り込みは、さらにその  

小火部に長さ3．25㍍、幅1．2㍍の長方形に0，57㍍朝川1こ‘  

げて理非施設を眉く。鼎d二被覆された部分の大きさは  

粘土の内内径で長さ2．82㍍、肺0．4二うそ㍍である。  

遺物 用堀l句より多景のll膵碑腑が出土した。原位閏  

を残すものはない∴形象埴輪の川二l二もなかった。また、  

二L川棚丼3、娘心湘柏朋無蓋高井1が出土た。   

主体部からは剣形滑石製模造l■il】I3、提げ砥1、鉄剣   

P－7号古墳（図117）  

墳丘 田径17㍍のl＝lヨ填である。現況では墳丘を把捉す  

ることはできなかった。発掘調査でも1盛り土は確認で  

きなかった。  

周堀 墳丘を全周する。上幅3．92～2．∠1鋸㍍、下巾削・  

∠14～0．88そ㍍、深さ0．88～0バ㍍である。理め土中には  

ⅠIl・－FAの純層が認められる。  

主体部 検～二11されなかった。  

遺物 川土しなかった。  

P－1号石榔（図118、PL．12）  

位置1）一1考古墳の北西子附こ位潰し、川卿こ接して  

いる。，  

石榔 主軸方向N－330－Ⅰミで、長さ10哨ン、Il和郎ン、深  

さ35芋ンの浅い隅丸長方形の楯四方内に構築されてい  

る。側壁は短辺1右、長辺2石で造られている。短辺  

と長辺の接するところは互いに挟みあうフlラとなってい  

る。床面は3石で構成され、「帥こは小目礫を詰める（）  

石柳の規模は床面を基準として、長さ60ぎン、l帽22芸ン、  

深さ1鳩ンである。天井石は5石で、その【l二にさらに7  

石程石■を不規則に積む。川村は30妄ン大の舶長い安l1憤  

の河焼石の舷石を川いている。  

遺物 川上しなかった。  

P－1号土鳩（図119、PL．12）  

位置1）－6号古墳、l）一3号古墳、1）一7号古墳の  

聞に位旧している。  

土塀 長辺3．12㍍、短辺1．00㍍、深さ0．鋸㍍の隅丸方形  

の二i二城で、主軸方向N－25．50－Ⅰミである。†■l摘i辺の底  

面中火に萬径0．28妄ン、深さ0．1妄ン程の一対のピットを持  

つ。埋め土中にはⅠIl・－Ⅰ√Aの純僧が認められた。  

遺物 検出されかった。  

Q－1号古墳（図120・121、PL．19・33・49）  

墳丘 昭利59年の第二次朋査で検出したホ椚である。  

P－1号古墳の南に隣接している。現況で伽かに墳丘  

の高まりを確認するこ とができた。檀径24㍍の円墳で  

ある。盛り土はP－1号古墳と同様に埋Ⅲ捕り寸近に  

ロームブロック混じり土が確認できた。また、盛り土  

下のl廿表土は多量にAs－Cを含む異色二l二である。  

周堀 肛丘を全周するものと考えられる。上幅5．  

28～4．4で；、下順1．7～0．鋸㍍、深さ0．6～0．5樟㍍である。  

周堀理め土底巾＝こはⅠIl・－FAの純旧が認められた。  

主体部 胤二川＝ト央よりやや袖に、主州ノルJN－－ニう80一】く  

に持つ二L城が検出された。土雌はローム屑の上■面まで  

掘り込んだもので、二l毀に桝り込まれている（，上耐は  

ノ∂  



Ⅰ＼J調査 の記録   

山されなかった。  

周堀 墳丘を全周する。上晰2．∠1～2．08㍍、下巾融．  

14～0．72㍍、深さ0．7～0．∠揉㌫である。断面形は逆台形  

状を呈する。埋め土中にはⅠIl・－FAの純層が認められ  

た。  

主体部 検出されなかった。  

遺物 出土しなかった。  

∨－6号古墳（図136、PL．16）  

墳丘 調査区の都合で昭和57年に東部分、59年西部分  

と二次にわたって調査した。衝径17㍍の円墳である。  

現況で墳丘は把捉できなかった。調査でも盛り二1二は検  

J11されなかった。  

周堀 墳丘を全周する。断面形は逆台形状である。上  

肺2．∠ト2．0鋸㍍、下幅1．2～0．購㍍、深さ0．76～0．44㍍  

である。埋め土【二卜りこはⅠ一Il・－FAの純層が認められた。  

主体部 検出されなかった。  

遺物 川上しなかった。  

∨－7号古墳（図137・138、PL．15・19・26・33）  

墳丘l冊I159年の二次調査で碓認された王丁墳である。  

禎径12㍍柑の円墳になるものと予想される。現況で墳  

＿l了二は把規されず、調査でも盛り土は検出されなかった。  

周堀 断面形は逆台形状で上幅2．08～1．6郎㍍、下幅0．  

68～0．朋㍍、探さ1．0～0．9子音である。Jき｝！め土l叫こはⅠIl・  

－1√Aの紬層が盲認められた。  

主体部 検出されなかった。ただし、墳丘南矧抑こⅤ  

一10弓・石榔がある。  

遺物 両用塘＝句より土師岩諸杯4がまとまって～二li土し  

た。また、埋め土中一括として萄恵服椀署よび高林の  

小破片が川土している。  

∨－8号古墳（図139～141、PL．18・44）  

墳丘 岬用15f）隼の二次調査で碓認された古墳である。  

直径1′1で㍍のH墳である。現況で」艶l壬は把粧されず、調  

査でも捕り二Lは検ff二1されなかった。  

周堀 州則の一部が切れて「わたり」を持つ。上幅2．  

6‘1～2．0㍍、下晰0．8～0．72㍍、深さ0．5～0．3∠1壬㍍である。  

川肘底面の探さは不均一である。断抑lラはカマボコ状  

を呈する。桝め二lニーt1にはⅠIl・－FA は検Jt1されなかっ  

た（，  

主体部 姓lて二小火に造られた粧凡佃1舟行室で主軸プ挿j  

はN－6ニう01ミである。石室は長さ2．5鋸㍍、幅1．6㍍、探  

さ0．（う7㍍の糾丸長方形の掘り方を針らその叶りこ構築さ  

れている。側壁は短辺1石、長辺は人面火の石を3段  

小口を川して楷む。短辺と長辺の接する部分は長辺が  

／7   

1、刀子1、胡隷吊手金臭1対、大王捏平根鉄8以上、  

片刃失敗が出土した。  

∨－3号古墳（図129、PL．16）  

墳丘 萬径22．64デ㍍の円墳である。現況で墳丘は把握で  

きなかった。調査では墳頂部に快かにロームブロック  

混じり土の盛り土が確認できた。盛り土下はAs－C  

を多蛍に含んだ黒色の旧来二王二である。  

周堀 墳丘を全周する。当7ち一墳はⅤ一2、Ⅴ－4号古  

墳と接しており、Ⅴ¶2号古墳の周加を意識的に避け  

て、周堀の腑が狭まる。また、Ⅴ一小計古墳側の周堀  

も仰かに変形している。上崎3．2～3．0㍍、下l隔0．94～0．  

甜㍍、深さ1．14～0．64そ㍍である。断而形は逆台形状を  

里する。埋め土中にはⅠIl・－Ⅰ√Aの純旧が認められた。  

主体郡 検LI二はれなかった。  

遺物J虹上しなかった。  

∨－4号古墳（図130～134、PL．16・24・26・33・45・  

48）  

墳丘 直径21牒㍍の円墳である。現況で墳丘は把捉で  

きなかった。また、調査でも隠百二捕り土は碓認できな  

かった。  

周堀 墳丘を全周する。＿t二晰3．2～2．24㍍、下幅1．  

22～1．0∠1そ；、深さ0．76～0．52㍍である。断面形は逆台  

形状である。周堀埋め土中にはⅠII・一IJAの紬層が認め  

られた。  

主体部 検出されなかった。  

遺物 周堀内より多虫の円了馴l一輪と形象埴輪馬2個体  

が出土した。円筒埴輪は軌顔型を含まない。埴輪蟻1  

は才一‘ぜ‡の南西区で用塘＝如こ横倒しの状態で川土した。  

そのJt1土状態から顔を袖にl■′†Jけて抑えられたものと推  

定される。胴の一部を欠損している外は完形である。  

手綱と鞍の表現以外は飾り金員等の表現は省略され、  

赤色埋彩等も施されない秘めてシンプルな馬である。  

色調は褐色、胎土は精選。調整は全休を粗いハケで撹っ  

ている。高さ50．4茅ン、全長62．鳩ン、胴部帽25．8芋ンであ  

る。，埴輪橘2は尾から尻にかけての破片である。   

また、同じ南西区周堀底耐より⊥師満杯（う、椚1と  

鉄製石突あるいは鉾1が周堀底面に突き刺さった状態  

で一ケ所からまとまって川ニヒした。鉄製情■l■については  

その後の管理が悪く群紬は不明である。  

∨－5号古墳（図135、PL．16）  

墳丘 調査区の都合で昭和57年に火部分、59年西部分  

と二次にわたって調査した。値径1∠け㍍の日頃である。  

現況で墳丘は把握できなかった。朋査でも盛り土は検  



短辺を挟む形となっている。床面は掘りノブ政tlにイ辟ll  

な礫を敷き詰めている。石室の規模は昧1日を基準とし  

て長さ1．71㍍、中央瞞廿3鋸㍍、深さn．32㍍である。大  

井ホは6石で構成され、その上に挙大のH礫を僻み、  

さらにロームブロック混じり土で被覆している。掘り  

方と側壁との間には人班大の礫を詰めている。石室の  

川村は安山岩の河原和l玩三石iである。  

遺物 イf室内より漆玉が7点と銑鉄の破片1がJ」圭一二し  

た。周鋸からは退物の川二Lはなかった。  

∨－9号古墳（図142）  

墳丘l】柵159年の二次朋査で碓認された‾rt一朝である。  

計径1（うで㍍程の円墳になるものと考えられる。現況で墳  

丘は把睨されず、調査でも鈍り土は検山されなかった。  

周堀 南側の一部は不l州原であるが全川するものと考  

えられる。上幅1．52～1．2㍍、下幅0．（i～0．24で；、深さ  

0．朋㍍である。断面形はカマボコ状を里する。埋め二1∴  

中にはⅠIl」ゼAは検山されなかった。  

主体郎 検出されなかった。ただし、虻1訓1火に挙大  

のlリ礫が数点認められた。  

遺物Jt1土しなかった。  

∨－1号石榔（図143、PL．17）  

位置1）－1号古墳の東に一基のみ離れて位置してい  

る。遺構硝瀧の試据溝にかかったものを調査したもの  

である。  

石榔 主軸方向はN【16．5㌔－－Eで、長さ119芋ン、l桐66  

妄ン、深さ20妄ンの隅丸長方形の掘り方内に構築されてい  

る。側壁は短辺は1石、長辺は3石で造られている。  

短辺と長辺の接する部分は互いに挟みあう形となって  

いる。射帥こは砂まじりの小11礫が敷かれている。ホ  

榔の別棟は床面を基準として長さ78芋ン、晰28芋ン、深さ  

20妄ンである。天井石は∠1ホで構成されている。川村は  

安l‥岩の河原石の転千〔を川いている。掘りノブと側壁と  

のl川には衰込めとして砂礫混じりの小「W裸を詰めて  

いる。  

遺物 山土しなかった。  

∨一2号石榔（図144、PL．17）  

位置 Ⅴ－4号古墳の西に隣接する。  

石柳 生軸方向N－480－1くで、長さ15∠l芋ン、晰83妄ン、深  

さ19芸ンの隅丸長方形の掘り方内に構築される。似り壁は  

短辺は1石、長辺は′1石で構成されている。煽辺と長  

辺の接するところは机辺が長辺を挟むかたちとなって  

いる。珠面にはなにも敷かれない。れ仰の硯朋は長さ  

107ぎン、幅31妄ン、深さ3時ンである。大井イ「はl石のみ戟  

／．ヾ  

り仙は失われていた。掘り方と側壁との聞には長辺を  

構成する礫と同じ大きさの礫を側壁を収り囲むように  

詰めている。川村は安山岩の河原石の転石を川いてい  

る。  

遺物 山土しなかった。  

∨－3号石榔（図145、PL．17）  

位置 Ⅴ－3号71丁埋‡の西に近接する。  

石榔 主棚方向はN－3lO－Ⅰ王で、ローム層を肘り込ん  

だ長さ1胴妄ン、仰106妄ン、深さ3（）宗ンの掘り方内に構築さ  

れている。側狸は短辺卜石、長辺3石で造られている。  

短辺と長辺の接するところは規辺が長辺を挟む形と  

なっている。床何に石は敷かれていない。石柳の規模  

は床面を基準として長さ135妄ン、肺23妄ン、深さ23芋ンであ  

る。天井石は5ホで構成され、その上に20貰ン大の礫を  

数石桔む。掘り方と側壁との閃には仰慢引こ恍川してい  

る礫と同大の礫を側壁を取り囲むように詰めている。  

川村は安‥ばナの河原石の転石を川いている。  

遺物 山土しなかった。  

∨－4号石榔（図146、PL．17）  

位置 Ⅴ－【2号ハ墳の柵束に近接する 

石榔 二測i】ノ刀句はN－630－1くで、ローム肘を掘り込ん  

だ長さ1∠1：う寺ン、幅102妄ン、深さ36妄ンの掘り方内に梢築さ  

れる。側壁は机辺1石、長辺こう石で構成されている。  

短辺は東壁のものが西蝉のものに比べて小さい礫を用  

いている。桁辺と長辺が接するところは互いに挟みあ  

う形となっている。床耐には礫は敷かれていない。石  

畑の規模は長さ88茅ン、僻35芋ン、探さ23茅ンである。大井  

イ「は∠lホで構成され、その上に更に同大の礫を机む。  

刷り方と側壁との閃には側壁と同大の礫を取り因むよ  

うに詰めている。川村は安山岩・の河原石の転石を川い  

ている。  

遺物 fLl土しなかった。  

∨－5号石榔（図147、PL．17）  

位置 V－2・甘ホ墳の南西に近接する。  

石榔 主軸方向はN52．50Eで、ローム層を臓り込  

んだ長さ10持ン、幅105享ン、深さ15芋ンの肘り方内に構築  

されているし）側壁凋短辺1石、艮辺2石で構成されて  

いる。煽辺と長辺とは互いに挟みあう形となっている。  

珠面には礫は放かれない。石樹の規模は長さ63妄ン、腑  

2鳩ン、深さ2ニう妄ンである。天井イニ√は表二i∴掘削作業l‡1に動  

いてしまった。掘り方と側壁とのl～りには人頭大の礫を  

側壁に二ゞ／て紺直るように詰める。川村は安山岩の賑イJ  

と一部山石を川いている。   



Ⅳ 調査の記録   

遺物 掘り方内の土から附石製玉1、税拍製玉4以＿と  

が出土した。  

∨－10号石榔（図153、PL．20）  

位置 V－7‡ヨ▲了！1●墳の肛丘南矧帖こ位関する。  

石榔 主軸方向はN－19．50－Wで、長さ8帯ン、腑55妄ン、  

深さ15芋ンの掘り方内に構築される。側壁は短辺1石、  

長辺2石で構成され、短辺と長辺が互いに挟み合う  

形となっている。床面には礫は敷かれない。石柳の規  

模は長さ（う2吉ン、晰21妄ン、深さ2鳩ンである。川村は安山  

岩の河原t√を用いている。  

遺物 山二1∴しなかった。  

∨－11号石榔（図152、PL．20）  

位置 Ⅴ－7号石柳の南に位置する。  

石榔 主棚方向はN－1㌧一Eで、長さ108妄ン、幅63芋ン、  

深さ46芋ンの桝りノブに構築されている。側壁は短辺1石、  

長辺2石、天井石戊2石で柄成されている。短辺が長  

辺を挟む形となっている。床面に礫は敷かれない。川  

村は安山岩の河焼石を川いている。  

遺物 出土しなかった。  

VH－1号住居（図155・157、PL．10・27・43）  

形状1）－－1号1丁墳の東に隣接する。東西辺5．12㍍、  

南北辺∠1．（）2㍍のノブ形を墨する。壁は垂直に立ち上がり  

碓認面からの高さ0．6～0．鋸；である。  

面積 22．∠11112  方位 N－360－1V  

床面 比校的軟弱である。炉址 検出されなかった。  

柱穴 対角線上に並ぶ4本が碓認できた。Ⅰ）l長径36×  

短径こう2×探さ68芋ン、1）232×28×64、1〕336×32×52、1）。l  

∠10×36×6∠1。  

遺物 二l二師拙14が床耐盲甘上からJli土した。  

備考 貯蔵穴は北辺のほぼ中火に検出された。平面形  

は隅丸方形で長径100ぎン×短径76妄ン×深さ′1時ンである。  

壁用溝は検出されなかった。  

VH－2号住居（図156・158、PL．10・43）  

形状 VIⅠ－1号住居の捌こ位閏する。東西辺6．2で㍍、  

南北辺5．鋸㍍のノブ形を呈する。壁は垂直に立ち上がり、  

碓認面からの高さは0．桐㍍である。  

面積 32．O1112  方位 N－350－1ヘア  

床面 やや軟弱である。炉址 住居北寄りの柱穴間の  

中央に位置する。炉石を持つ。焼土は浅い。  

柱穴 対′勺線＿1二に並ぶ′1本が稀認できた。Ⅰ）1長径′10×  

短径3（う×探さ5G茅ン、1）2二う6×28×68、Ⅰ〕3ニう2×28×64、1〕。t  

朋×40×72。  

遺物 二l二佃蘭＝）点が丑⊥したが珠面よりかなり浮いた  

ブリ   

遺物 出土しなかった。  

∨－6号石榔（図154、PL．20）  

位置 昭和59年の二次調査で検出された。Ⅴ－8号7jl■  

墳の北で、Ⅴ－7号古墳の南に5基の石柳がまとまっ  

て検出された。その内撮も南に佐田する。  

石榔 主棚方向はN－1lO【丁ミで、長さ268芋ン、怖99妄ン、  

探さ22‡ンの長方形の掘り方内に構築されている。側壁  

の一部は耕作の撹乱を受けている。無辺は不明。長辺  

は5石以】L二で柄成されていたものと止しわれる。床面に  

は偏平な礫を掘りノこ川riに敷き詰め、閃に小目礫を詰め  

る。石柳の規模は推定長21昭ン、晰35宗ン、深さ18享ンであ  

る。 天井石はすでに除去されていた。掘り方と側壁と  

のl川には似り壁に使川している礫と同大の礫を差し込  

む。川村は安山岩の河原石と一部他山に含まれる安山  

岩を使用している。  

遺物JJH二しなかった。  

∨－7号石榔（図148、PL．20）  

位置11柵159年の調査で検Jliされたゎ捌群のほぼ暮い火  

に位置する。  

石榔 主棚方向はN－5．50【Ⅰてで、長さ103芋ン、幅39妄ン、  

深さ1帯ンの掘り方内に造られる。側壁は短辺1石、長  

辺3石で柵成され、短辺が長辺を挟む形となっている。  

珠面には轢等を敷かない。石榊の規模は長さ70妄ン、l幅  

2：う妄ン、深さ24妄ンである。天井石は1石のみ残る。川村  

は安lLば†の河原石を川いている。  

遺物Jli土しなかった。  

∨－8号石榔（図149、PL．20）  

位置 Ⅴ－7号石榔の束に位置する。  

石榔 主軸方向はN－320【lミである。掘りノJは不明瞭  

で、側壁を差し込んでいる。一部は潰乱を受けており、  

租辺は1イニr、長辺は3石以上で構成されていたと揖わ  

れる。石榔の規模は推定で長さ102芳ン、僻28芋ン、探さ18  

妄ンである。川材は安l1」岩の河原石を川いている。天井  

石はすでに除去されていた。  

遺物 H土しなかった。  

∨－9号石榔（図150・151、PL．20・44）  

位置 二次調査で検JHされた石柳鼎川］最も北に位関す  

る。  

石榔 主軸方向はN－120－Ⅰミで、長さ10帯ン、偏6帯ン、  

深さ18妄ンの掘りノブ内に構築されている。側壁の一部の  

み戦っていた。掘り方に残る石の抑え方から短辺、長  

辺ともに1石で構成されていたと考えられる。川村は  

安山岩の拘礫を川いている。  



Y－5号古墳（図164～166、PL．21・22・26・33）  

墳丘 直径2妬この円墳である。現況で墳丘の高まりは  

認められなかった。調査でも盛り土は検出されなかっ  

た。官引則は道路により一部削平を受けている。  

周堀 墳丘を全周する。上晰4．0～1．2㍍、下幅0．7㍍、  

深さ0．郎㍍である。埋め二1二lIりこはⅠIlt－1rAの純層が認  

められた。  

主体郎 検川されなかった。  

遺物 埋め二l二＿Ⅰ二層から少蛍の円筒埴輪片が、また、周  

矧北東の底而から土師脚不4、附1が出土した。  

Y－6号古墳（図167、PL．33）  

墳丘 寓径11で㍍の11墳である。既に上而は削平をうけ  

ており詳細は不明。  

周堀 墳丘を全周する。現存する周堀の上幡L8～0．8  

で；、下肺1．5～0．郎㍍、深さ0．3㍍である。  

主体郎 検川されなかった。  

遺物 周抑北西の埋め土小より須恵器樹形が出土し  

た。  

Y－7号古墳（図169、PL．22）  

墳丘 直径1′1‡㍍の円墳である。墳丘、盛り土は検出さ  

れなかった。Y－8号ホ墳の北に隣接している。  

周堀 Y－8号古墳の周堀をよけている。そのため南  

側に「わたり－jを持つ。上幅1．8～0．鋸㍍、下幅1．5～0．  

6㍍、深さ0．7～0．∠1壬這である。埋め土中にはⅠIl・－FAの  

純層が認められた。  

主体部 墳丘中央に和式柑状石室が設けられていた  

が、後世の芋の貯蔵穴の楯消侶こよって完全に破壊され  

ていた。ただし、桝り方と石の抑え方を知ることがで  

きた。主棚方向はN－570－1王である。掘り方は長辺3．  

∠1㍍、短辺2．1㍍、深さ0．45㍍で、石室はそのl1一に構築  

されていたと考えられる。  

遺物 川土しなかった。  

Y－8号古墳（図168）  

墳丘 直径11㍍のlり填である。墳丘、盛り土は検Jt†さ  

れなかった。  

周堀 墳丘を全周せず、南部分に「わたり」を持つ。  

上l福2．5～1．3㍍、下幅0牒㍍、深さ0．5㍍である。埋め  

二川IにはIll・一・FAは‡i忍められなかった。  

主体部 検Jllされなかった。  

遺物Jt1土しなかった。  

Z－1号古墳（図170）  

墳丘 直署＝甘㍍の方墳あるいはカ形周泄蓋である。墳  

11二は一辺10㍍のノ川ラを里するが、周堀の外川は膨らみ   

状態で出土した。  

備考 貯蔵穴は北隅と刺・特に2イ剛剣l二1された。貯1は  

平面形円形で長径72妄ン、短径68芋ン、深さ88芋ンである。  

貯2は隅丸方形で二段に掘り込まれている。上面の長  

径128貰ン、短径68享ン、下面の長径120妄ン、短径72享ン、沫  

さ52茅ンである。壁用泄は検出されなかった。   

（6）Y・Z・Y．区の調査   

Y－1号古墳（図159、PL．21）  

墳丘 現存する東辺の長さ10．7㍍の方墳あるいは方ブlラ  

周泄蓋である。墳丘の高まりは現況では諒恕められな  

かった。また、調査でも盛り土は認められなかった。  

長軸方向はN－14．50－Wである。  

周堀 北側がやや広がるが、上幅1．8～1，1㍍、下腑0．  

7～0．鋸；、深さ0．4㍍である。断面形は箱形である。）  

主体部 検出されなかった。  

遺物 出土しなかった。  

Y－2号古墳（図160、PL．21）  

墳丘 現存する西辺の長さ6㍍の方墳あるいは方形周  

消墓である。東側がなだらかに傾斜しているため乗辺  

は柵認できなかった。当初から東辺を欠くのかは不明  

である。長軸方向はN－7．50－Wである。  

周堀 断耐形は箱形で、上怖け．2～0∬㍍、下l幅0．4～0．  

3㍍、深さ0．2鋸；である。  

主体部 検出されなかった。  

遺物 川土しなかった。  

Y－3号古墳（図161）  

墳丘 東西辺8．3㍍、南北辺9．6㍍の方墳あるいは方形  

周粥墓である。盛り土は認められなかった。長州方向  

はN【28㌧」Ⅳである。  

周堀 南側がやや捌くなるが、上晰1．9～0．妬こ、下備  

1．1～（）．3㍍、深さ0．∠15㍍である。断面形は抑形である。  

主体部 検出されなかった（，  

遺物 州土しなかった。  

Y－4号古墳（図162・163、PL．22）  

墳丘 直径18宕這のl服‡である。現況での墳丘、盛り二1二  

は碓認できなかった。  

周堀 墳」壬を全用する。拘拍珊l引甘紺形である。上晰3．  

6～2．0㍍、下幅2．3～0．鋸㍍、深さ0．（う～0．′1手㍍である。  

周堀埋め土［「りこはⅠIl・－FAの純層が；認められた。  

主体部 検JLlされなかった。  

遺物 周矧埋め二l∴l州からlⅠJ筒埴輪片が少二h＝lHlし  

た。  

二）り  



Ⅰ＼r 調査の記録   

遺物 出土しなかった。  

Yl－4号古墳（図178、PL．21）  

墳丘 恒径6で；のIり墳である。  

周堀 墳丘を全川する。上幅0．9㍍、下幅0．5㍍、深さ  

（）．3㍍である。  

主体部 検＝されなかった。  

遺物 山二1二しなかった。  

Yl－5号古墳（図179・180、PL．21）  

墳丘 蹟祥1鋸㍍の円墳で華石を持つ。墳丘捕り土は確  

認できなかった。南側は削平を受けている。  

周堀 埋り壬を全用するものと根われる。断面は外周憫り  

は急に落ち込むが、墳丘側は緩やかに立ち】1二がる。上  

幅3．8～2丑㍍、下幅0．8～0．5㍍、深さ0．鋸㍍である。墳  

丘よりの茸石上耐にはⅠIl・ドAの純層が認められた。  

主体郎 検川されなかった。  

遺物l］邦制頂輪と葺石の虹t二から土師岩綿描この破片が  

出土した。  

Y－1号石榔（図181、PL．23）  

位置 Y－4号古墳の束に隣接する。  

石榔 三t川l防l句はN－51．58－Ⅰ王である。長辺105貰ン、短  

辺80妄ン、探さ2帯ンの長方形の掘り方内に構築される。  

側壁は租辺1イ＝f、長辺2石で構成されている。短辺は  

長辺に挟まれた形となっている。石榔の規模は床耐を  

基準として長さ61芋ン、幅20妄ン、探さ20妄ンである。天リ1二  

石は1石のみ柵認できた。川村は安111岩の河原ホを似  

川している。  

遺物 検川されなかった。  

Yl－1号石榔（図183、PL．23）  

位置 Y．－1甘i用壬墳丘南に位関する。  

石榔 主軸方向はN【120－1ミである。長さ225芋ン、肺  

13鳩ン、深さ36芸ンの石樹の外形いっぱいの掘り方内に梢  

築されている。側壁は短辺1右、長辺4石で構成され、  

翫辺が長辺に挟まれた形となっている。石榔の規模は  

長さ146妄ン、晰29妄ン、深さ23芸ンである。床面には礫を敷  

かない。天井石は2石のみ現存していた。石柳の川材  

は安l1l岩の河焼石である。  

遺物 検仁一lされなかった。  

Yl－2号石榔（図174、PL．23）  

位置 Yl－5号ホ墳の北に位閏する。  

石榔 主州方1「りはN－2ローⅠ王である。石柳の外形いっ  

ぱいの長さ221妄ン、幅87妄ン、探さ30芋ンの掘り方内に構築  

されている。側壁は短辺1石、長辺4～5了二fで構成さ  

れ、短辺が長辺を挟み込む形となっている。石樹l十央  

エリ   

を持つ。  

周堀 断仰の立ち＿1二がりは墳丘側は急に立ち上がり、  

外川寄りは緩やかに立ち上がる。上肺4．0～1．7㍍、下  

幅1．8～0．9㍍、深さ0．6㍍である。  

主体部 検出されなかった。  

遺物 山二上しなかった。  

Z－2号古墳（図171）  

墳丘 平面形はやや東西に長い長方形を呈する方墳な  

いしは方形周溝墓である。現存した東辺は長さ4．2㍍で  

ある。  

周堀 断面形は箱形である。上幅1．2～0．5㍍、下怖0．  

9～0．2㍍、深さ0．25㍍である。  

主体部 検出されなかった。  

遺物 川土しなかった。  

Z－3号古墳（図172）  

墳丘 直径7㍍の方墳あるいは力1I引柚消臭と考えられ  

るがややl■1」みを帯びる。  

周堀 上晰1．3～0．8㍍、下幅1．0～0．7㍍、深さ0．封㍍で  

ある。  

主体部 検山されなかった。  

遺物 土l帥拙襲の胴部破片が1瓜廿上した。  

Y】－1号古墳（図173、PL．21・23）  

墳丘 痕径14㍍の円墳である。墳丘盛り土は認められ  

なかった。墳丘南にYl【1号石榔が位関する。  

周堀 墳丘を全周する。上僻2．2～1．2㍍、下晰0．9～0．  

鋸㍍、探さ0．4～0．2㍍である。  

主体部 検出されなかった。Y．－1号石捌は本古墳の  

主体郎とは考えなかった。  

遺物 川土しなかった。  

Yl－2号古墳（図175・176、PL．21）  

墳丘 直径17㍍の円墳である。墳丘盛り」二は検出され  

なかった。  

周堀 墳丘を全周する。上幅2．3～1」㍍、下巾師．4㍍、  

深さ0．68～0．34㍍である。雌め土中にはⅠIl・－－－－Ⅰ†Aの純  

層が認められた。  

主体部 検出されなかった。  

遺物 周堀咄め土上層より円筒埴輪片が出土した。  

Y．－3号古墳（図177、PL．21）  

墳丘 直径8㍍の方墳ないしは方形周溝裁であるがl二1」  

みを帯びる。  

周堀 墳丘を全用する。＿t二桁1．6～1．0㍍、下幅0．5～0．  

3㍍、深さ0．5～0．2㍍である。  

主体部 検川されなかった。  



の床面に僅かに砂礫混じりの土を敷く。石榔の規模は  

長さ151貫ン、幅4酵ン、探さ3畔ンである。天井石は3石で  

構成されている。用材は安山岩の河原石と一部山石の  

角礫を用いている。  

遺物 検出されなかった。  

Yl－1号土塘（図182、PL．23）  

位置 Yl－3号古墳の東でYl5号古墳の北に位置  

する。  

形状 長辺1．5郎蒜、短辺0．92㍍、深さ0．4㍍の隅丸万ブlぅ  

の土壌で、主軸方向はN670－Eである。凍の床面に  

は小円礫1石が置かれていた。また、床面全体に薄く  

砂が敷かれていた。埋め土中にはHl・】FAの純層が認  

められた。  

遺物 出土しなかった。  

22   



Ⅴ 調証の成黒と問胤・1（  

調査の成米と問凰・ミミ  

形式が総て川揃う時期でもある。ⅠノⅠⅠ－1・2は坂口編  

咋のⅠⅠ段階に、ⅠⅠⅠト6・7、一汁ト2・∠1はⅠⅠⅠ段階に  

相当しよう。  

〔；Ⅰト10、Ⅰく‖→1はノ川ラ住居で電を持つ。住居埋  

二トトJ輌こ榛名ニッ・岳火山灰（ⅠIl・－IJA）の純肘を認める  

ことができる。   

二日椙は小卿1rが減少する。坪は丸底となる。内斜しl  

縁を持つ坪、大型の椀も跡著となる。坂l：l編年のⅠⅤ段  

Ii削こ相当しよう。   

仁川蝉淵肝内の住屈は、ここでみた良好な一括資料  

及び帆椚I勺なJ：ti土資料を含めて、その出土土端から、  

一部の古式二l二師満期を除いて、総て坂口編年のⅠ～Ⅳ  

段階再に含まれる（，   

（2）古墳出土の土器  

八一1、F－1・2、1）－1、Q－1、Ⅴ－2・4・  

7、Y－5の各古墳から、比較的まとまった資料が山  

二】∴している。   

八一1号ハ墳からは周鋸底面から30個体の土師邪と  

2仙体の須恵脱が山土した。そのJ二lH二状態から一括退  

物としてとらえられる。杯は大きさのそろったもので、  

底部は丸底で胴部とl＝l縁榔との境に明瞭な稜を持ち、  

口縁部がほぼ府立するものである。胴部はヘラケズリ  

がなされ、口緑部はヨコナデが跡著である。また、湘  

壁も比較的糾い。他に、僅かに内斜lコ緑の杯と胴部と  

口織部の境の稜が突出し、口縁部がやや内偵ぎみに立  

ち上がる舛を含む。   

甜不は林部がやや伐く、l二I縁部は大きく外傾し、端  

部で外反する。脚部は比校的短く、太く全体に粗雑で  

ある。ヘラミガキが全くみられず、全体にナデられて  

いる。払＝コ嗣年のV段Ii削こ当たる。   

須恵拙は規朋一機透かしの高林と球形の胴部から矧  

郡の直立する壷でいずれも胎土焼成共に共通する。陶  

邑編年のⅠ期後半からⅠⅠ期前半の時期に相当しよう。   

V－2号7！1慨の用加納より土師湘の杯3と東通現高  

材りが川二l二している。杯は底部はさlく底で胴部は綬やか  

にIji」き、1二1緑郡で棋力ゝに内湾するものと半球状の胴部  

を持つ。坂口前年のⅠⅠ段Ii附こ相当する。   

須恵削の高林は租脚の無蓋高林で陶邑編咋のⅠ期中  

数値行に位旧付けられよう。  

2？   

1 白藤古墳群の形成   

甘雌古墳椚から～．lH∴した土淋は住ノ削1l土の二川持とと  

もに、いずれも古墳昭代前期後半から後期†肝‡仁にかけ  

て位田付けることができる。当該期の二l二据群について  

は坂口一氏によりその編年試演が立てられている。こ  
,:I I 

こでは、坂口氏の土器編年にしたがい、白藤古廟伴と  

屈性域∬形成‖封捌こついて見てみたい。   

（1）住居出土土岩洋  

白藤古墳群では、住属の部分的な調査例を含めて36  

仰の竪穴住屈を調査した。良好な一打資料を山土した  

住用はAI1－1、Ⅰう‖－2・4、FIⅠ－1、GIⅠ－6・  

9・10、Ⅰ汀Ⅰ－1・6・7、ⅠくⅠⅠ－1・2、1JIⅠ－1・  

2、ⅤⅠⅠ一1・2の17粁を挙げることができる。  

〔；Ⅰ1－9、ⅠⅠⅠⅠ－1は隅丸の方形住居で、住居しい火に  

炉を持つ。Jl1二1二した土服は肩珊にハケトlを残す比較的  

小型の埜、球形胴の最、丁寧にヘラミガキされた椀、  

か付雉、口練部に粘土彬の輪顧み椴を残す梁、丸い林  

部をもった高林等、り」らかに赤城山南燕地域の弥生時  

代終末から古墳潤押涌醐捌こ位旧付けられる赤井戸式Ⅲ  

期の土拙の系語学を継ぐ土岩拝を含むことから、ホ墳時代  

前期に位置付けることができよう。ただし、これらの  

一打遺物は敷例に乏しく、抑Il村内でもこれまでに川  

土例が無い。強いて類例をあげるなら前橋巾荒祇島頂  

遺跡A区9号住居出二」1資料をあげることができる。  
i‡2   

All－1、GlI－6、FIⅠ－1、1号Ⅰ－1・2は方形住  

居で礪を持たない。GIⅠ－6は一辺8㍍の大型住居で  

ある。   

二1．誹はいわゆる坪形のものが無く、休部の深い鉢あ  

るいは小型の雑株のものが跡著である。ほかに小型と  

大判の附、台付鉢、脚部の締まった抑不などを含む。  

坂l＝1編年の＝股Ii削こ州当する。  

1汁Ⅰ－2・′1、ⅠⅠⅠ1－6・7、lノⅠト1・2は方形住居  

で亀を持つ。LIⅠ－1・2については不明。ⅠⅠⅠⅠ－6、  

I」Ⅰ－1・2は一辺8㍍の大型住居である。   

土湘は胴部が半球形の坪、小さな平底から田紬的に  

開き、l二J緑部で短く廼：立する坪が顕著である。また、  

半球フlラの胴部に短い内斜口練を持つ坪も登場する。他  

にも大型と小型の二者が併存する。次段階に続く土器  



Y－5号・古妻■‡の周期底面から土師肌坪3、椚1、椀  

1が出ニヒしている。坪闇平底で胴部は綬やかにl川き、  

l二1緑部で立ち上がる。胴部とIl縁部との雌には不明Ⅰ瞭  

ながら稜を持つ。附は上下に潰れた偏平な球形で、i二1  

縁部は直紬的に開き、拙部で仰かに内湾するものであ  

る。坂l二魔性IlI段階に盲該当しよう。   

Ⅴ一再チ、Ⅴ－7号－「！1●墳の川堀底面からも同様な－■  

括資料が川土している。1J－′1考古▲別では二Ⅰ州棚坪（う、  

川－1がJlトトしている。坪は底邦は丸底で、三lた球状の胴  

部に内斜口縁部を持つものと底部は丸底で半球状の胴  

部からl闇珊が直立し、胴郡と廿縁郎との切に稜を持  

つものとがある〔，肘は、川咽5は球形でll緑部は直組‘1勺  

に開き、鮎郡で仰かに内湾する。Ⅴ－7号1l【l‘填では周  

堀哩土中から二川用描く∠1、須恵損例1と岩銅肛不明（あ  

るいは高林か）1が川二1二している。須恵据は哩土井か  

らの一軒取り⊥げ資料である。土師侶坪は羊蹄1大の胴  

部に内斜l1緑を持つものと三lた球状の川・描くからそのまま  

lパ湾ぎみに立ち．1がるl二1縁部を持つ坪とがある。須恵  

端は小型の椀ないしはコップ形のものと止しわれる（，こ  

れらの資料は坂＝編叶の1Ⅵ毀l伸こ州当しよう。Ⅴ－7  

号てlT噴出上の須恵県は陶邑編咋のⅠ期に当たる。  

1）－1、Q－1号＋灘からは墳丘捕土下から」二榔岩注  

が川土している（）良好な資料ではないが、川咽；と卜l練  

部との境に稜を持つ川・榔の深い坪の存在などから坂口  

編咋のI171婁ド削こ州当しよう。   

仁＝撼了！丁椚肝 編咋試案   

ドー1・2号ホ墳のJll土資料も概ね坂口編咋のIII  

～Ⅳ段附に相当しよう。   

この他に、八一2、D1・2・3、Ⅰ－1、Ⅰ｝－  

（い7、Y－G、Z－ニう、Y．一5の各古墳から断片的  

なH二1二ながら二1二師湘や須恵据がJ二l仁ヒしている。これら  

のうち1）－1・2号、Ⅰ－1号古胤二l＿i土資料は丸底で  

休部が内湾するニ1二師拙坪の存在、須恵器提瓶にみられ  

る把手のボタン状化など共に明らかに古墳曜代後期末  

に位旧付けられる特徴である。他の資料については二L  

帥侶は1く－1i壬71丁墳什仁L土師湘は坂l＝偏年1期～ⅠⅠ段  

階に、Ⅰ）－－6・7号1γt料－ll土二l州潮≠は】Ⅴ段附にあたる。  

須恵湘についてもY－G号む珊H土樽形は陶邑編咋の  

Ⅰ期前半に相当するものであり、A－2、l）－：り壬古  

土出I†ニヒの須恵拙坪は陶邑編年Ⅰ期後半からⅠⅠ期前jI二に  

位階胴－けられよう。   

（3）住居と古墳の嗣年  

卜記のH土」∴㍍㍑の検討を⊇如こ住居と古墳について概  

略の編年案を示し、まとめとしておきたい。なお実年  

代については坂＝詔渓を参考とした。   

今1貞にこで取り上げなかった古墳及びノブ形糊溝墓  

（ノ摺り も遺物の出二l二が無く時間的な位置付けに無理  

があるが、周期神髄土中のⅠIl・－FAの存在等から上記  

の表に糾み込むことが可能であろう。1ミー2、Y－1  

～3、Z－1～ニうの各方形墳は、周掘埋横土中に1Il・  

車 代   住  居   11－＋  煩   主 †本 部  そ の 他   

（‖ト日 ⅠⅠIll  

州り  

＼JIト1・2（；1Ⅰ－ti  】こ一1  

AIl－】  lリ間柄輪  

1う‥ⅠⅠ      V2     Ⅰ．ⅠⅠ1・2 Ⅰ（ⅠⅠ2 ドlト1  仁堀（粘ニll被覆）  J   

1ミⅠト2・′lトⅠトⅠ－：う・7・（i  Y－さi   Jlう椰ヨコハケ   

KII1   Ⅰ）1 （J－1   二1∴棚て？  小イ凋羊  形師直輪  

（汁1－－，1（）   l）（；・7 ＼J∫1・7   J  ◆  J  

ド∧一，  1し1・2   竪穴式ホ＃（紺式仰1人イニ「室） J  l  ◆   

う川）  Ⅰ）こう   箱式附状れ右  上  」   

Al・2   ノ／  ◆   

ド1L→  

榊（）  

エリ   



＼J調査の成棋とl鞘逝点   

したがって概ね鹿tl砥の考察は首肯できる。   

しかし、白藤古墳群が等質的な小古墳群の造営を契  

機として形成されていったものに対し、月肘古墳群は  

これまでのところで横穴式石室を主体部とする前方後  

円墳の造営を契機としていることが考えられる。この  

点、白腹古墳群の造営主体者がそのまま成長した結果  

とするのには古墳群の様相に格差があるのではない  

か。また、実際のl川発の内容が何であったのかこれま  

でのところ朋査資料からは不l抑瞭である。このノ「烹をも  

う少し掘り下げて行くことが必要ではないか。   

また、白腱古墳押は今まで見てきたように、5世紀  

第2四半■世紀前後を中心として6世紀の前半まで造基  

が継続して行われていたことが明らかである。これら  

の造墓の主体者はどのような性格の集団であったの  

か。   

また、白藤古墳群では、その形J動こ先行するように  

方形周溝品（方形区画墓・方墳）が同じ台地上に形成  
舘」  

されている。これらの方形周消去と自藤古墳群で多く  

検出されている小l■Ⅰ］墳が墳丘盛土をあまり持たない低  

墳丘墓という点や副非品をあまり持たないという点で  

共通することから伺溝墓から小円墳へという発展過程  

ーIJA、Fl）粒を全く含まないことからE－1号古墳と  

同‖封抑こ位昭付けられよう。   

また、1）－2～4、V－1・3・5・6・8、Y－∠1・7・8、  

Y．－1・2・5などの各古墳はⅠIl・－Ⅰ手Aを周剃哩め土内  

に認めることができることなどから、IIJ期に位置付け  

たⅠ）－1、Q－1、あるいはⅤ【4号古墳等と同時期  

のものと考えられる。但しYl－2・5考古墳は退物中に  

Y－5号古墳と同じB種ヨコハケを川いたr二I」開場輸を  

含むことからⅠⅠⅠ期まで遡る可階性も考えられる。  

2 今後の白藤古墳群分析にむけて   

白藤古墳群についてはすでに鹿田雄三氏によって、  

その成立について赤城山南戯の開発特に相川扇状地の  

開発と関連付けて論考されている。また、鹿l什氏は自  
社3  

臓古墳群の北に位思する月田古墳群の成立は首藤古墳  

群の造墓主体が粕川扇状地の開発の進展にともなって  

移動をしたものとされた。   

自藤古墳群と未だ詳細な検討をし終えていないが月  

田古墳群の造墓時期はほぼ補完関係をもっている。ま  

た、粕川村を含む赤城山南灘地域の追跡分布からも追  

跡の拡大、山東部への進出等をとらえることができる。  

白藤古墳群 古墳一覧  

71丁甘i幸一  墳形  墳丘規模  三‡三体郡   刷  非 ．†．，，   埴輪の有無   川棚内出」二道物   その他  時 期   

＼／一2    田  土棚粧」二被覆  武異・滑イニ闇則形模造■1／】  有   須地溝トニ卜「軒端  

Y－5    20  不  明  イイ   二l二師拙   

1′15  lリ」  有  二l二師拙  り；才f   

Y，一2  明  有  Ⅰ‖  

1′－‘l  lリJ  有  

1′－6   明  無  須旭据   

l）一1      不  lリ」   イJ 仁帥器   

（〕－1      土  無  有   」二帥才持   

＼J－▲l   不  明  †J■ ノ．！i  ∴1二伸器・鉄器   

V－7  lリJ  掴  力■i悪才持・．＝輌拙  

漆ニⅠミ   無  

1）－2  lリ  円  箱式机状石室  無   無   

Ⅰ）一3    ＝  箱式机状宥倭  無   州   

1，′1  無  Ⅳ  

l）－5   明   無   土師郡  

l－【6  ‖    不  明  れ 情人物  ＝帥糾   

無  須適職・ニ1∴伸錯・椚イ闇模造品   JlイJ  

ト、2  H  明  イイノ、！リ  
ilニイi   

ドー：う  明  無人物  
不明  イ＝J■一l、！ら   

ノ＼－1  皿  円  箱式情状れ室  2基 勾ニlく・作1ミ・ガラス三】ミ  イイ 人物  須恵拙・．土師拙・鉄照・漆ニlミ  

ノ＼2  Jリ  田  錯式湘†状れ鏡  不明   無   須旭郡   

．L一、，了   



を見ることも可能であろう。そこから、大古墳に代表  

される首長墓の系列とは別の小古墳に代表される階層  

の系列の存在も予想されよう。さらに、墳丘を持つ古  

墳と持たない古墳（小石榔）との関係を含んだ小石榔  

の位置付けの問題など、今後の自藤古墳群分析に向け  

ての指針を提示してまとめとしたい。  

訃1坂口一 F群馬掛こおける古墳時代中期の土拙の編年一共伴側  

係による土器型式組列の検討－』 研究紀要‘l群馬県規磯文  

化財調査事業団1987  

訃2 石坂茂他 悦砥島原追跡 昭和55年皮脂営矧場姫僻事共に係  

る埋蔵文化財発掘調査報告音別 肝馴詩埋蔵文化財調査事楽団  

1983  

証3 鹿圧1雄三 F月町古墳群、白藤・新宿古墳群と粕川村の古墳分  

布一古墳分布からみた地域拡大－j 粕川村の追跡一迫跡詳細  

分布調査報告欝 粕川村数育賓貞会1985  

註∠蔓 ここでいう方形周洒基は当地域で弥生時代後期から古墳時代前  

期にかけて造られる方形周構造とは別の系譜を継ぐものとして  
考えたい。  
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図6 A1号古墳実測図  
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図8 A－1号古墳遺物実測図（1）  
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図9 A1号古墳遺物実測図（2）   
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図15 A－2号古墳遺物実測図  
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図14 A－2号古墳実測図・石室実測図  DL．＝193．601I1  
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図16 B－1号古墳同堀実測図   図17 B－2号古墳実測図・石室実測図  
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図18 AH1号住居実測図・遺物実測図  

0  ［）L・＝191・50‖－  4m  

図19 BH－1号住居実測図・遺物実測図  
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図20 BH－2号住居実測図   
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図21BH－2号住居遺物実測図   
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図23 Bトト1号土鳩実測図・遺物実測図   
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図24 BH－4号住居実測図  ＼／   
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図25 BH－4号住居遺物実測図（1）  
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図26 Bトトー4号住居遺物実測図（2）  
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図27・図28 D1号古墳実測図・遺物実測図  
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図31D－2号古墳実測図  
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図35 D－3号古墳実測図  
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図37 D－3号古墳遺物実測図   
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図40 D3号土頒実測図  図38 D1号土頒実測図・遺物実測図   

21¶  0 ［）L．＝202．70m  

図41 D4号土蠣実測図   

10cm  

図39 D－2号土鳩実測図・遺物実測図  
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図45 E－4号古墳実測図  図44 E－1号古墳遺物実測図  
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図46 E－1号石榔実測図  
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因47 E－2号石榔実測図   
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図48 E－3号石榔実測図   

＼図50 E－3号古墳実測図  
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図53EH－3号住居実測図 
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図54 EH－4号住居実測図  

－ － 4111  

図52 EH－2号住居実測図・遺物実測図   
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図55 F－1号古墳実測図  
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図56 F－1号古墳石室実測図   
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図57 F－1号古鳩遺物実測図  
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図60・図61F－3号古墳実測図・遺物実測図   
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図63 F－1号石榔実測図  
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図65 FH－2号住居実測図・遺物実測図  
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図67 FH－3号住居実測図・遺物実測図   
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図68・図69 G－2号古墳石室実測図・遺物実測図  
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図71GH－2号住居実測図  
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図70 GH－1号住居実測図・遺物実測図  

図72 GH－3号住居実測図・遺物実測図  
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図74 GH－4号住居実測図  図73 GH－5号住居実測図・遺物実測図  
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図75 GH－6号住居実測図・遺物実測図   
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図78 HH－1号住居実測図・遺物実測図   

乃  



′＼′  

八′  

図79 GH－10号住居実測図・遺物実測図  
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図80 G1号掘立実測図  
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図81G－2号掘立実測図  
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図82ト」－1号古墳実測図  

G－1号堀立計測表  （．里拉 tll）  
l）5～1）。   1．8R   1）5   0．44×0．37   0．96   

1）6′～l）7   1．95   l）G   0．‘13×0．34   0．糾   

1）7～l）H   1．購   1）7   0．50×0．36   0．82   

1）バ～1）9   1．18   1）8   0．34×0．32   0．72   
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C軽イほ含む。周期埋め二1二。  

ド1）枇・C軽イニi粒を含む。  

rl】衣土。  

ローム屑への漸移層。基本  

二1二屑ⅠIJいj。  

ロームブロックを多く含  

む。イ＝凍掘り方埋め土。  

：川7 ≠、暮．！也．t  

川・■チ リt〔「「卜．  

5J戸7 茶褐也二1・  

6桐 褐色」二  

遺構土層説明一覧  

A－1号古墳土層税明  

1屑 ≠渋色ニヒ   

2層 暗褐色二上   

3層 褐色土  

‘l層 褐色土  

1り）粒・C軽イ三i粒を含む。  

Fl）粒を多く含む。  

1TP粒を全く含まない。  

ロームブロックを多く含  

む。  D－3号古墳土層説明  

1桐＋棋色土  

2屑 褐色ニl二   

3吊 りJ褐色土  

D区土塀土層説明   

n圧・フ 耕作二1二   

川づ 甘地二l二   

＝r・71う醗石純桐  

：うJ円 プ．1！也土  

Fl）粒・C畦石粒を多jll：に  

含む。  

C軽石を多く含む。  

ローム粒を多く含む。  

B－1号古墳土層脱明   

0屑 耕作二l二  

1層 黒色二上  

2層 暗褐色二上   

3層 茶褐色二巨  

1Jl）拉・C糎れ粒を含む。特  

にⅠり）粒を多く含む。  

Fl）粒・C畔イ体沌含む。  

Ⅰ叩粒・C頼れ粧を含まな  

い。  Ⅰう・11、l）・C軽ホ粒を含む。  

Fl）着トC軽石粒を多ゴlヒに  BH－1号住居土層税明   

0層 耕作ニ1二  

1層 茶褐色土  Fl）・C軽れ粒を少jt捨む。   

2層 褐色土   やや粘賀を持つ。   

3屑 り」褐色二t・． 三相椎軋上  

BH－2号住居カマド土層脱明   

0層 柳作二1二  

1層 淡鵡補色二l二 焼」二・n㌧－ムブロック粒を  

含む。   
2層 赤褐色二1二  焼二ll層。   

3屑 明赤褐也  ロームブロックの赤化層。  

Jl層 昭灰褐色ニヒ カーボンを含む。灰旧か。  

BH－4号住居土層鋭明  
1層 黒褐色二卜 ITl）・C軽石耕を含む。   

2屑lけ子褐也二1二 1り）粒を含まない。C恨イ体ヒ  

を含む。   

3層 茶褐色ニ1二  三仲仕耕土。  

同カマド土層説明  

1屑 黒褐色二巨  C軽石を含む。   

2層 褐色二上   ローム粒を含む。   
3層 暗勃褐色二仁 机二11質。焼二トブロックを含  

む。天井部の崩落か。   

十層 灰戴掲出二上 こ珊にイ以る。   

5層 亦褐色二1二  桃二LJ軋   

6層 去ほ褐也二lニ  カーボンを含む。J火屑か。  

含む。  
十層l甘茶褐色土1り）粒・C軽石粒を含む。  

ごiJ円Il榊‡褐也二卜lトーム柵・ロームブロック  

を多く含む。  

（細プ 黄褐色二L  三／／川蟻l廿。  

E－2号古墳土層鋭明   

OJ戸一 柳作土   

＝H＝色二l二  Ⅰり）粒を含む。   

2周 明鵡褐色二tニ ドA約帥て。   

3屑 ≠．1も也二1二  

川了 褐色二仁  

E－4号古墳土層鋭明  

（川・7 耕作二1二  

1圧・7 八推止   

2屑 褐色土  

：川Ij り用る也  

F－1号古墳土層説明   

r川・了 耕作ニー二  

l桐l沌紆潮州   

2什・ラ メ．tと也二卜  

3屑 掲色土  

′川、プl外観色二L  

5什プ 暗褐色二1二  

（i仲一 陽色土  

7屑 典褐色土  

ド1）粒を含まず、C畦れ粒  

を多く含む。  

基本土胴II屑。  

I「1）粒・C軽石粒を含む。  

C頼れを含む。  

三／r川相性。  

Ⅰ叩粒・C酔わ粒を多く含  

む。  

1り）粒を特に多く含む。C  

軽イニ嗣沌含む。  

Ⅰり）枇を多く含む。砂田二L。  

ドAの二次姉耕土か。  

C軽イてを多く含む。  

ド1）粒・C軽√i粒を全く含  

まない。  

ロームブロックを含む。  

三什肛軋七  

D－1号古墳土層説明  

1屑Ⅰ沌紆制購   

2層 黒色二l二  ド1）粒・C瞭イは、tを多く含  

む。層lいに人耐火のIlj礫を  

多く含む。  

FP粒を含む。  

＝－ムブ†ブックを含む。理  

め土。  

3屑 茶褐色土  

4屑 茶褐色土  

F－2号古墳土層説明   

0八1耕作二上  

1屑1津紆制帽   

2椚よけ色」二   

日り 昭雄地二l二  

D－2号古墳土層説明   

0層  

1層 灰褐色土   

2層 黒色土  

Fl）粒・C軽イイ粒を含む。  

ドl’粒を含む。C軽市松は  

多損に含む。締まり無く柔  

らかい。   

耕作土。  

l用筆石を多く含む。  

ドP粒・C軽イ了粒を含む。川  

鋸理め二卜。  

ハ；イ  



遺構土旧説明一覧  

0枠7 批乱二】∴  

1屑l椚褐也二L  焼二L粗を多く含む。  

2J円 灰赤褐也二L 焼二1二粒、カーボン粒を含む。  

：川・7 赤褐色土  焼ニⅠ二屑。  

十層 昭赤褐色二L焼二L粒を含む。  

5屑J欠赤褐色土 ローム粒・焼二l二粒を含む。  

‘l屑 茶褐色二l二 IJP粒・C醗才i粒を含む。   

5層l甘茶褐也二lニ ド1）粒・C軽石粒・ローム粒  

を含む。  

F－3号古墳土層鋭明  

1僧 兵柱也」二  1り）粒・C軽ホ粒を含む。   

2層 暗褐色土  C軽石を含む。   

3屑 淡黄褐色⊥ニ ドA糸劇配   

車再 褐色二lエ   ロームブロックを含む。  

FH－1号住居土層鋭明  

G－1号掘立土層脱明  

（）屑 耕作二上  

1屑 ㌔．tも也二l二   

2屑 暗褐色二上  

：＝屑 茶褐色ニL   

′＝円 ‥M色土   

5屑 茶褐色土  

H－2号古墳土層説明  

1屑 礫イドラ   

2屑 触札土   

3屑 茶褐色土  
‘1層 明茶褐色二1：  

5け一7 誹池土  

Fl’粒・C軽石粒を含む。  

C蛭ホ粒・ローム粒を含む。  

ロームブロックを含む。  

柱封1部。  

基本二仁屑ⅠⅠ屑。  

1屑 灰褐色ニー二  

2屑 暗褐色二l二  

3層 緑色ニl二   

吊再 茶褐色二1二  

GH－2・3・4・   

0屑 耕作二1二  

1層 銀色土   

砂督、Ⅰミ軽石・Ⅰり）軌・C軽   

石粒を含む。   
TJI）を含まず、C陣れ粒・   

ローム粒を含む。   

C軽石を多く含むぐ，   

三川椎梢二Ⅰ二。  

5号住居土層鋭明  

C瞭石を多く含む。り－ム  

後日の机み＿t二げ礫J軋  

猥ilL二1二。  

‖礫を含む砂質土。了＝凍髄  

込め土。  

Fl’枇・C畔石粒を含む。＝l  

ガftて一三卜。  

粒も含む。  

2層 昭茶褐色二1∴ C軽石・ロームブ1コック  

ローム粒を含む。  

HH－3・4号住居土層税明  

（）屑 耕作」二  

IJ円 ま1、池二1二   Fl）粒・C軽石を含む。   

2屑l粁蒔褐也」エ ロームブロックを含む。   

3桐 淡褐色二仁   

4Jぐラ 褐色二l二  I「1）粒・C軽石粒を含む。   

5Jい亨 茶褐色土  C蛭れ粒を含む。   

6Jぐj 茶褐色」二  三川椎柳二1二。  

HH－6号住居土層説明  

3層 茶褐色土  
上層 赤褐色二上  

5層 茶褐色ニl二  

G層 黄褐色二上  

三内雄和二L。  

焼土 以下、カマド部。  

ロームブロック・灰仁1色柚  

二1ニブロックを含む。  

．
ト
L
 
L
l
 
 

土
色
色
 
色
褐
褐
 
 

褐
茶
黄
 
 

茶
暗
臍
 
 
 

両
日
日
 
南
‖
 
再
 
 

7
 
8
 
∩
ソ
 
 

ロームブロックを含む。  

GH－6号住居土層説明  

1層 損色二】二   C軽石を多く含み、僅かに  

1り）粒を含む。   

2層 茶褐也土  C軽才i・ローム粒を含む。   

こ川！守 り」茶褐色土 ローム粒を含む。  

‘1J河 茶褐色」二  C軽石を僅かに含み、lブー  

ム粒を含む。   

5屑 無色ニヒ   三／J川用－i」二。1J削こ似る。  

GH－7号住居土層説明   

0層 耕作土   

0′屑Ⅰ与軽ホの二次唯机上  

1屑 黒色土  1り）粒・C軽ホ粒を含む。   

2屑 臍褐也二L Fl）粒・C軽石を含む。   

3層 褐色二1ニ  ドl）粒・C軽才二l粒を含まな  

い。   

ノl層 赤褐色土  焼土粒・ローム粒を多く含  

む。  

GH－10号住土層脱明   

1屑 損色ニー二  Ⅰり）粒・C軽才＝f枇を多く含  

む。   

2屑 FA純屑   

3層 臍茶褐色二L 焼二l謙王・ローム粒を多く含  

む。   

′＝再 黄褐色土  三／r川順一i士。  

同カマド土層税明  

1屑 椚茶褐也二1二   

2什づ 用裕也二1二  

3屑 茶褐色二1二  

′川弓 ノ．侶配色二1二   

5屑 茶褐色土  

KH－1号住居土層説明   

0屑 耕作土  

1屑 Ⅳ据ゎ緋脂   

2什j よし～也二1二  

C軽イニほ含む。  

C軽羊トロームブロックを  

含む。  

C斬れを含む。特にローム  

粒を多く含む。  

2J輌こ似る。  

三川椎机二】二。  

Fl）粒を多く含む。  

3伸一 淡ゴ・‡褐也二1二ITA糾腔7。   

一＝パ リ竹．卜   

5屑 茶褐色土  

P－1号古墳土層脱明   

0屑 耕作二1  

1什－j 灰褐也二l二   

2屑 ＝也二1二   

3枠j り」茶褐也土  

・＝ポ ニ紆掲色二1二   

5屑 淡黄褐色土  

6購＋川里甘観世土  

7圧づ 川也二1二  

C軽才＝lを付かに含む。  

C軽石を含む。  

砂質二しIi軽イほ含む。  

Ⅰり）粒を多く含む。  

軟質。Fl’粒を含む。  

二次川溝Iil丁－ム。  

堅く締まる。軽ホを含む。  

Ⅰ？ノlか。  

ロームブロックを多く含  

む。墳丘灘二巨。  

C瞭石を多jlしに含む。旧衷  

J65   



ローム。   

r川！7 灰仁他糾二1二屑 粘二卜JM。  

∨一3号古墳土層説明   

0恒プ 耕作二t二  

1屑 プ．L‡也二lニ  ド1）粒・C軽石粒を僅かに  

含む。   
2J再lけ†褐也土 1叩粒を多く含む。  

：川つ 淡黄褐色二1二IJ八純J円。  

・l椚 褐也ニ1ニ  ド1）を全く含まない。ロー  

ム粒を含む。  

∨－4号古墳土層鋭明  

（）屑 耕作」二   

0′旧】う軽ホ純屑   

＝パ ＝侶色」二  1叩粒・C畦石粒を稚かに含  

む。   
2椚 淡黄褐色二lニドノ＼相田。   

3桐 褐色ニー二  Ⅰり）を全く含まない。ロー  

ム粒を含む。  

土。   

鋸再 茶褐色ニト  ローム屑への漸移屑。   

P－2・3号古墳土層鋭明   

0層 耕作士  
1層 まl主也土  l叩粒・C経れ粒を含む。   

2層 淡黄褐色ニ1ニ ドA糸嘲軋   

3腐 褐色二上   C軽石を含む。   

4層 明褐色土  二次堆机ローム（，   

P－4・5号古墳土層説明  

1屑 ま焦也二1二  IJl）粒・C軽手i粒を含む。   

2屑 淡典祐也土 日＝舶軋   

3屑 褐色土   C軽石を含む。   

4層 明褐色：Ⅰ二  二次堆捌ローム。  

P－6号古墳土層鋭明   

0層 耕作二1二   

0′層Ⅰう軽才二潮渦  

1層 銀色二仁  

2層 暗褐色二上   

2′層 褐色土   

3層 淡黄褐色二巨   

▲＝習 褐色二1二  

ドl）粒・C柾れ料を仰かに  

含む。  

IJP粒を多く含む。  

2層より明るい。  

Ⅰ？A糾り西。  

1？P を全く含まない。ロー  

ム粒を含む。  

∨一5号古墳土層説明   

0屑 耕作二巨  

1屑l．しけ・∴l・．   

2屑 茶褐色土   

3屑 淡典褐色ニL二   

川さ子 茶褐色二1二   

5層 明茶褐色土   

G侶 プキ褐色ニヒ  

∨－6号古墳土層説明   

0屑 耕作二l二   

0′屑Ⅰう軽石純桐  

1付・て 棋也二l二  

Fl）粒・C軽石粒を含む。  

C畔石を含む。  

ド八純屑。  

2伸一に似る。  

二次耶捌ローム。  

ロームブロック。  
P－1号土鳩土層睨明  

1層 まtを色二上   

2層 暗褐色二1二  

ドP粒・C栂才体ほ含む。  

Ⅰり）粒を多く含む。  

3層 淡黄褐色ニlニドA純軋  

Irl）粒を全く含まない。  

二次堆離日ーム。  

‘＝再 掲色二1二   

5層 黄褐色土  

Q－1号古墳土層鋭明  

1層 淡褐色土   

2層 ≠．1阜也二L二   

3層 淡黄褐色二上   

一l層 茶褐色二l二   

5層 茶褐色土  

1り）粒・C軽石粒を怖かに  

含む。   
2屑 淡弗褐也土 F八糾州。   

3屑 掲色二l二  IJl）を全く含まない。ロー  

ム粒を含む。  
・川妄7 昨用j也土  上郡にC軽√iの凝集が見ら  

れる。rl懐二l二層。  

∨－7号古墳土層脱明   

0八、つ 耕作二L  

l圧17 プ．勘生⊥  ITl）粒・C軽石粒を憧かに  

含む。   
2屑＋淡弗補色二1ニ ドA約帥つ。   

二川7 褐也二】二  1り）を全く含まない。ロー  

ム粒を含む。   

十屑 暗褐色土  上郡にC軽前の凝集が見ら  

れる。l圧衣土屑。   

r川，7 褐色二lニ   ローム屑への漸移J再。  

∨－8号古墳土層税明  
l屑 ブ．l．と也二1二  lり）粒・C峰村料を含む。   

2屑 褐色二L  ド1）粒・C蛭石粒を含まな  

い。二次椎拙ローム。  

1i軽石純層を含む。  

Fl】粒・C軽わ粒を含む。  

FA純層。  

11）粒を合法ない。  

＿l二部にC軽前の凝班が見ら  

れる。  

∨－1号古墳土層税明  
1層 損色」二  IJl）粒・C軽イ藩ほ含む。   

2層 淡黄褐色土 FA純屑。   

3層 茶褐色二1二  Fl）粒を含まない。C軽わ  

を他かに含む。  

∨－2号古墳土層説明  

1層 損色土   

2層 褐色二l二   

3屑 褐也土  

Ⅰ叩粒・C揮わ料を含む。  

C軽石のみ含む。  

Fl一粒・C韓れ粒を全く含  

まない。  

∨一2号古墳主体部土層説明  
1層 損色二1エ   ロームブロック混じり埋め  

土。   

2層 灰甘色料二I二屑 粘」ニブロック。被殿粘二1二  

の崩落土。  

∨－9号古墳土層説明  

1柏7 よt、～也二卜   

2層 褐色二上  

ド1）粒・C総石粒を含む。  

1り）粒・C柱石粗を含まな  

い。二次稚拙ローム。   

ロームブロックを含む。  

掘り方埋め二l二。二次埴拙  

3層 明褐色二巨  

4層 褐色二1二  

／／；（；  



遺物観察衷  

Ⅰ亡‖2り・f’i井川廿遺物観娯表（図52、1）L37）  

法最  

損＋形   淵高   
①色朋（参焼式（訃伐存④肘トL⑤鮎  

番・り・  裸 形 の 特 徴   外 巾 調 子整   内 面 調 当窪  
口径  考⑥出土状態   
底径  

6  小 三臼 鯉  13，15  口縁部ははやかに外反す  11辺部ヨコナヂ。胴．t二半  口縁部ヨコナデ。胴部へ  ①7．5YIく％浅黄橙②惚化③％  

12．85  ④砂礫、打色バミスを含む。⑤  

‘1．7   ド！ち部はヘラナデの後へ  1ノ州fによモミ潮‡。⑥床面潰上   

ラミガキ。   

椀   不明  l1辺榔ヨニり‾デ。胴部へ  口辺郡ヨコナデ。胴郡へ  ①7．5YIそ％椅②椴化③％④梢  
ラナデの後ヘラミガキ。  ラナデ 選。砂粒を含む。⑥抹面直上   

トl－り▲ハ触＝」二道物観察衷（l那7、l）J．．25・ニ‖）  

扶■i㌢  

番・号  船 形   拙筒   ①也調②焼式③残存④胎二Ⅰ二⑤備  
器 形 の 特 徴   外1rli朋 燕写   

口径  l句 汀fF 調 姫   考⑥～＝土状態   

底径  

‘18し；   鯉   不明  底部は小さく、やや＿上げ底。  胴上井刊ヘラミガキ。胴  ヘラソ‾デ。   ①2．5Ylミ％橙②酸化③胴部の  
不l列  ‾卜半郡へラケズリ。  み④砂礫、白也バミスを含む。  

5．（；   ⑤外附こ炭化物の付着。⑥周闇王！  
下底   

1こう50  l‖J  坪  不l刑  J昭肝1、▲半郡に張り付けによ  l二】辺部ヨコナデ。川朋那に  口辺部ヨコナデ。   ①2．5Y軋％橙②椴化③林部の  

17．9  み％④砂礫を含む。⑥川肘下底   

不明   

悌かに返りを持つ。   

1！）′1こi   田   不明  ①10Ylく％赤松②稚化③胴部の  
不l刑  み①精選⑤外何に描斑刊外面の  

7．2   据壁の荒れ曲者。⑥周鋸下底   

‘17～）   珂、   6．7  底部は小さな平底。胴部は  【1縁椰ヨコソ‾デ。胴部へ  l】縁珊ヨコナデ。胴部へ  ①2．51′1〈％橙②暇化③完形④  

17．7  直線的にl描き、l1綾部は性  ヘラミガキ。卜部はヘラ  ラミガキ。   砂礫を含む。⑤外1妬こメェも斑。⑥  

‘1．（）  かに肉付ける。   ケズリ。  周期下層   

∠i！）8   勢～   32．∠1  l二】緑部はくの字に外僻す  口辺部ヨコナデ。胴制へ  ll辺郡ヨコナデ。胴部へ   

18．75  る。   ラケズリ ラケズリ 郡を欠損。④精選（9外■面＿l二半部  

全帆こ炭化物の付着と吹き毀れ  

痕。⑥用輔「卜底   

ト】ニi5   旭   11．8  川棚邪は肩部にプl長大律を持つ  組成き竃り。   槻J必軋   ①10Y舛灰②還元。璧緻③口稼  
須 恵 器  11．55  田の張るそろばん∃i状を占i  部を欠損。圧）剤選。れ英租を含  

する。頸珊は太く、口辺郡  む。⑥㈹鋸理め⊥申   

は直紬的に開く。口縁部に  

は段を持つ。  

ド【－2ヰヨ▲11－●切目tl二道物観察衷 伯」開、1）Iノ．25・32）  

法＋昆  

番 ぢ・   拙＋形   湘砧   ①色別②焼式③残存④胎」二⑤備  
端 形 の 特 徴   外 面 刑 鼎   

口径  
内 的了 調 当控   考⑥山二L状態   

底径  

12JⅢ   郷   3∠1．1  胴部は肩部に最大径を持  l■」辺部ヨコナデ。肩部、  口緑部ヨコナデ。ノーl・脚くへ  ①7．5Ylそ％浅黄樟②惟化③完  

20．1  つ。日縁都は的二に立ち．1二が  胴部⊥半郡ナデ。丁半部  ラナデ。   形④砂粒、和才丁を含む。⑤ブ．捏射  

8．9  り、職郡で保かに外反する。  ヘラミガニ1二。  有り⑥相加丁場   

／、ヾ．？   



法出  

番 号  器 形   端商   ①色調②焼式③残存（訓台土⑤備  
岩話 形 の 特 徴   外 面 訓］整   内i而 調 整   考⑥‖H二状態   

l二】径  

底径  

1251   叶   6．0  底部から緩やかに立ち．上．が  【＝」縁珊ヨコナデ。ノーl凋；へ  口縁郡ヨコナデ。胴榊暗  ①2．5YI‡％橙②健化（計完形（む  

13．7  リ、口縁榊で怖かに外伸す  ラナデの後へラミガキ。  文状のへラミガキ。底部  亦褐色鉱物粒を含む。⑥川肝卜  

る。  はナデ 底   

12′15   杯   ∠1．8  底部から緩やかに立ち．l∴が  口辺郡ヨコナデ。桐畑へ  l」縁珊ヨコナデ。胴部暗  （D2．5YIそ％樽（診酸化③完形底  

13．35  り、口縁郡で外傾する。l■】  文状のヘラミガキ 部ナデ。（む赤褐色鉱物粒を含む。  

綾部1ノ畑iには稜を持つ。   ⑥J．瑚l「卜底   

800   璧   3（う．7  胴部は球形で、口線子■耶は碩  軌裁判。l】緑郡に波状文  楓肱軋 ナデケシ。   ①5Y舛灰白（む還元（診完形④才i  

須 恵 県  22．05  やかに外反し端部をつまみ  胴部は5I（行l】lJきの後エビ  炎粒を多く含む。⑤よ糟粕－り（む  

あげる。   によるナデケシ。底榔吊  周期下底   
ナデ 

FII－1甘酢抑fi土遺物観賞表 順Ⅰ6‘i、1）1J．37）  

法封  

器 形  
①色調②焼式③残存④胎土⑤備  

番i壬  県 形 の 特 徴   外 面 凋 姫   内ifii調 燕  
l二】径  考⑥山二l二状態   

底径  

椀  不明  胴部は緩やかに内湾する。  l二1縁珊ヨコナデ。胴細心  l’】緑部ヨコナデ。胴珊ナ  ①5YIミ％にぷい橙（診酸化（卦％  

11．5  ア。   ④柵選。砂粒を含む。（9外面に  

不り」   炭化物の付着。（釦粕鉦止   

1015   椀  7．′15  底部から＝縁潮来かけて綬  l■1辺郎ヘラミガキ。胴珊  ll緑部ヘラミガキ。   ①2．5YIミ％橙（多恨化③完形④  

10．6  桝選。砂粒を含む。（9外面に成  

6．8   化物の付着。内面の器壁の荒れ  

顕著。⑥床面虹1二   

258  台付き椀   不明  胴部は緩やかに内湾し、l1  」】辺椰ヨコナデ。胴部ナ  l「】辺郡ヨコナデ。胴部へ  ①2．5YIミ％橙②椴化③椀部の  

17．65  ラミガキ。   み完形（む白色バミス、赤褐色鉱  

不明   物粒を含む。（9外面の－・部に炭  

化物の付着。（軌昧面偵．l二   

260  台付き椀   不明  胴部は緩やかに内湾しなが  l二l縁郡ヨコナデ。胴部ナ  口縁郡ヨコナデ。胴珊ナ  （D5Ylく％橙（診閻化③椀珊のみ  

1‘1．（）5  7‾。   完形④砂粒を含む。（畝内面赤色  

不lリJ   塗彩か。⑥床耐帆ヒ   

689   椚  8．15  胴部はそろばん三l〈二王犬を呈す  日縁榔ヨコナデ。鞘郡へ  口辺珊ヨコナデ。胴部ナ  ①2．5Yl〈％椅②酸化③完形在）  

7．25  砂粒を含む。⑤外打直こ炭化物の  

2．95   付着。⑥抹酢価：上   

250   魂  不りJ  胴郡は射仔を占ける。l：働こ  ＝辺部ヨコナデの後ヘラ  l】辺郡ヨコナデ。   ①10YIi％輩橙②酸化③％④砂  

不明  ミガキ。メ州糾／＼ラミガキ。  粒、輝石を含む。（砂床面直上   

不明   

9∠1！）    聞   杯  15．6  軒下部にはI三川頂な稜を持  坪郡、抑帖肛＼ラミガニl二。  馴柱桝には輸耕み痕を残  （D5YIく％橙（勤健化（訂裾郡を欠  

16．′15  す。   損。（む砂料を含む。（軌昧拍擢＝二   

不iリJ   

1077  璧   不明  口緑部はくの字に外伸し、  l】緑部ヨコナデ。鞘部へ  l】緑部ヨコナデ。胴部へ  ①7．5Ylミ％橙②酸化③口緑郡  
18．15  ラナデ。胴珊ヘラナデ。  ラナデ のみ④精選。砂粒を含む。⑥床  

不明   面直上   

Jβ4   



遺物観熱衷  

法ム  
①色綱②焼言・じ③叛〟④借上⑤備  

浴 ゝさ・  ㍑詩 形   端高   椚 ノけ 〟）㌍戸 徴   外 面 調1！1ち   
【」径  

内【頼 嗣 整   ′考■⑥～11山伏態   

底径  

恍   不lリi  ll緑部は綾↑かに外反す  l」緑部ヨコナナ。胴部へ  l確如邦ナデ。   （D2．51′Ⅰく％橙（多恨化③ll緑部  

‖．8  る。   ラナデ。  のみ（む椚選（訃根化物の付靖。⑥  

卜相集プ   

：うご1日   
椚   不明  l】緑部仙l－一二組rl引こりりき、期  11緑部ヨコナデ。軒†文状  昭文状のへラミガキ。  （p2．5Yl（％十指（D恨化（凱：】緑郡  

ト1．l  のヘラミガキ。  のみ④粧軋l††色バミスを含む。  

不明   （砂‘卜仲7   

」■イこ   1∴う  口縁珊は郁かにl人肌。   l】縁郡ヨコナナ。胴珊へ  口緑郡ヨ＝り一デ。川欄；へ  ①5＼′■1く％十窪（診暇化③％庖）椚選  

8．5  
ラミガキ 

。   ラナナ∫。   ⑥拭面的上   

（う．り  

t）こi：う   
椀   6．25  廿縁郡は外傾。r人川1＝こ楼を  l！縁珊ヨコナデ。胴部へ  ll糸鋸てl；ヨニり‾デ。肘郁へ  ①1nl′li％浅鵡橙②酸化③ガ④  

ト1．‘15  ラナデ。   ラナヂ。   砂粒、白色バミス、和才沌含む。  

5．8ご）   （む拭け1肋．卜   

ト‖  回   坪  不明  ヨニり‾プ ①51′lく％橙②恨化③鋸郡のみ  

不明   ％④白色バミス。砂礫を含む。  

（◎卜付与   

ド‖2り十＝．干＝＝二道物税雛衣（l刻（i5）  

汰■】l  

折 り・  器 形   県高   ①色詩．Ⅵ②焼式（勤域〟（む肘汁．（訓才子  
㍍H 形 の 特 徴   外 面 調 整   Iノ」拍f 甜J腺  

ll径  考⑥川土状態   
底径  

川2   椀   不明  ＝毎㍑1ii班1く外相ける。  l】緑郎ヨコナナ。胴郎へ  日縁部ヨコナデ。胴珊ナ  ①2．51′1（％f指②酸化③％④砂  

12．0  ラナデ。   ア0   礫を含む。⑥抹面的l二   

不明  

‖l：り川三居＝上道物観輿表（図（；7）  

法吊  

折 り・  服＋形   拙高   ①色肌②焼式（軌蟻〟④肌二L（訓持  
据 形 の 特 徴   外 l両 肌 脛   

l膵≠  
1月 両 肌 燕   考（む‖1．十状態   

底径  

鯉   不明  ヘラナデ。   へラナデ。   ①2．51′lミ％t＝赤褐色②酸化③  

不明  胴部のみ％（砂椚遇（計．勘断⑥床面  

不明   l虹1   

（；ll1り住居出⊥遺物観照衷（l対70、Ⅰ－1∴iパ）  

汰＋最  

姉 け  器 形   器高   
①色肌②焼式③域存④胎二卜⑤備  

鼎〕lラ の 特 徴   外1山 気1月幣   lノ」軒i調 脆  
口径  考⑥川二日伏賊   
底径  

鮒   イ叫！  ll紬椰は析り返し、珊瑚烏  廿縁榔ヨコナデの後ユビ  口緑川i∑J」ナデ。胴榊ナ  ①5Ylく％にぷい橙（掛値化（軌1  

2（）．85  7‾。   縁部％（む砂粒、什色バミスを合  

不明   む。⑥抹柚頒：．1二   

飢  灯 り」川L  ニi．ノl  l「I緑部は1【‘〔線「畑こ閃く。  梗成却」漬刊圧旺欄雨情J  （D7．51′Ⅰく％にぷい橙（多恨化（卦  

リ。   ％（む砂粒を含む。（諺1舟プ   

／．ヾ．う   



（汁トー3号住瀬川i士道物観察衷（図72、1リ∴う8）  

法二jil  

①色訓（勤粧式③班存（動臍二l二⑤備  番 号  墨 形   器謂   損 形 の 特 徴   外 的i削 雅   内 的i調 燕   考⑥川十状態   
l】径  

底径  

32   弦   不明  l】辺部ヨコナデ。   （∋2．5Yl〈％淡プキ（勤椴化③l1緑  

18．2  部のみ④砂礫を含む。（砂床面1tf  

不明   上   

（；Jl－5号住居出二1二遺物観察衣（l珂7：う）  

法：吊  

番 号  出 形   郡市   湘”ラ の 特 徴   
①色肌②焼式③班〟④胎二ll（訃備  

外 面 調 鼎   内 面 調 整  
口径  考⑥川二卜状賊   
底径  

3√l   杯   ′1．6  l】練部は直立。川・描くとの境  l二】緑部ヨコナナ。川l描iへ  l1縁郡ヨコナデ。   （DlOlく％赤②酸化（参宮④相通（9  

1：i．∫i  に稜を持つ。   ラミガ斗。  外面に班別。l甘面の㍍き用！fの荒れ  

跡著。（軌抹面的：上   

（；lⅠ－6号住居出土遺物観察衣（l刻75、1）IJ．27・二i8）  

法吊  

番 号  県 形   拙絹   
（D色調②焼式（卦残存④胎三上（訃備  

湘 形 の 特 徴   外 拍i訳 解   
口径  

一句 汀1i調 腰   考（凱旧卜状態   

底径  

879  商   材、  不り」  ll縁邦は椚紬肋にl川く。  l二二】緑部ヨコナナ。川明くへ  l」綾部ヨコナデ。胴部へ  （D2．5Y％溌搬（∋俄化（計林部の  

17．R  ラミガキ。脚柱部接合部  み完形④砂礫を食む。（91人曲直  

不lリj  周辺ヘラケズリ。   川班。⑥抹面直」二   

884  小 型 建  10．0  l】練郡は短く、外傾。酢写†i  【】緑部ヨコナデ。胴珊へ  l二l縁榔ナデ。胴部ヘラミ  ①7．5YIく％浅黄位②椴化③【】  

11．2  lノ川【iに稜を持つ。胴部は球  ガキ。   縁郡の一都欠損。（む椚遇（軌内面  

形。俵郡は丸底。   棋色⑥昧面直上   

870   椀   7．！）  胴部は緩やかにl勺湾。口緑  口級桝ヨコナデ。矧郡に  l磯部ヨコナデ。胴部へ  ①7．5Ylそ％浅黄位（診酸化③完  

11．35  榔は如く、外傾。内面に稜  ハケメ。川刑iヘラミガキ  ラナデ。   形（む砂礫を含む。⑤J由邪川辺に  

′1．6  を持つ。   底部周辺ヘラナデり  庚化物の付ポ。（軌昧面漬J   

1132  小 三担 鯉  8．9  川棚くは緩やかに内湾しなが  r】緑部三にり一デ。鞘榔ハ  l】糸鋸††iヨコナデ。胴部ナ  ①10YIそ％浅三l‡橙（卦恨化③完形  

12．8  らカニち＿卜がる。l】緑榊はく  ケメ。胴拙ヘラナナの後  デの後ヘラミガキ。   （弧椚遇⑤炭化物のイ車持。⑥昧面  

ヘラミガキ。  ′1．6  の守：に外傾する。  llttl   

827  小 型 鯉  不明  l】縁部は媒やかに外傾す  口線部ヨコナデ。川・描け  l1縁鄭ヨコナデ。胴部へ  （む7．5Ylく％にぷい橙（多恨化（卦  

11．5  る。   丁。   ラミガキ。   ％④椚遇（9外面に炭化物の付  
完キ。⑥「ヒ層   

SS5   輩   24．〔）  廿縁部は直線的に聞く。期  l】緑部ヨコナデ。料l部に  l二】緑郡ヨコナデ。胴部へ  （》2．5Y％淡ゴ■†②酸化③完形④  

＝．ノl  部周辺に段を拘つ。胴部は  ハケメを残す。JjF・椚iはへ  ラミガキ。   砂粒、白色バミスを含む。⑤外  

3．7  球形、底部は小さなt∴げ底  ラナデ。底部川辺へラケ  打直こプ．町射、炭化物の付着。（む床  

状をj盲もする。   ズリ。  面頂上   

5′19   椀   5ノl  川朋くは緩やかにl勺汚して立  l1緑郡ヨコナデ。川＝邪ナ  ll練部ヨコナデ。胴部ナ  ①10YIi％浅黄橙②酸化③完形  

8．1  デ。   ④砂粒を含む。（勤底部外帆こ≠、lミ  

3．′l   班。（砂床面頂上   

8（）9  小 型 璧  7．95  胴榊はそろばん三1く状を里す  l】緑郡ヨ＝り‾デ。川刷；へ  l二】緑郡ヨコナデ。胴郡へ  （DlOYl〈％浅才キ橙②酸化③完形  

9．55  る。lト線部は如く外傾、内  ラナデ。   ④砂粒を含む。（軌宥柚Itjニート   

油＝こ稜を持つ。底部は丸底。   

／．ヾ（；   



遺物観察表  

法競  

精 り■   帯 形   m筒  ①色調②焼式③残存④胎二上二⑤備  
器 形 の 特 徴   外l如 調 整   

口径  内 的i調 整   考（参‖H二状態   

底径  

則）1   椚   15．6  胴部は下膨れの球形。ロ緑  日縁郡ヨコナデ。口辺郡  口繚榔ヨコナデ。口辺郎  ①5Yli％椅（訃憤化③完形④桝  

13．5  部は瓢湖からくの字に屈曲  ヘラミガキ。胴郡ヘラミ  昭文状のヘラミガキ。胴  選⑤外面に炭化物の付‰⑥床  

椰ヘラミガキ。   3．7  し直線的にIjHくき、端部を  面価：＿1二   

つまみ＿l二げる。   

886  小 型 鯉  8．6  胴部はl力漕ぎみ立ち＿とが  日縁珊ヨコナデ。胴部へ  口縁珊ヨコナデ。胴部へ  ①10Ylミ％浅黄樽②酸化③完形  

9．8  る。口縁郡は短く、悌かに  ラミガキ。   ラナデ。←・部にヘラミガ  ④精選。砂粒を含む。⑤外面に  

外反。底郡は丸底。  キ。   炭化物の付着。⑥床面正Lヒ   

軌   不lリJ  口縁部は肥厚する。胴部は  l二】緑部ヨコナデ。胴部へ  l二】縁珊ヨコナデ。胴部へ  ①10YIミ％盲先輩橙②酸化③％④  

23．3  他線的lこl用く。   ラナデ。   ラミガキ。   精選（参内師こ炭化物。⑥上層   

272   杯   不明  口縁鄭は稜を持ち、緩やか  11】緑部、胴部へラミガキ。  l－二】縁榔ヨコナデ。胴翻へ  ①5Yli％橙②健化③％④赤褐  

15．6  に外伸する。  ラミガキ 色スコリア粒を含む。⑥上層   

G21   椀   不明  口緑部は短く外傾。内l■riiに  口辺珊ヨコナデ。胴部へ  口縁榔ヨコナデ。胴部帽  （D5Ylミ％橙②恨化③％（む精選  

12．7  稜を持つ。   ラナデ。   文状のヘラミガキ ⑤外面に炭化物の付着。⑥上層   

（；1l－7号軋剛性L二道物観察表（図76、1）L．38）  

法甜  

■析・iヨ・   岩持 形   拙稿   ①色調②焼式③班存④胎土⑤備  
調 形 の 特 徴   外 面 調 姫   内 耐 調 姫  

口径  考（凱1l二11状態   

底径  

ロ  詩’古   林  不明  脚部は丸みを得び、糾い。  脚粧郡はヘラナデ。媚朝  林部ヘラミガキ。脚杵珊  ①7．5Y】ミ％にぷい橙②慨化③  

不lリJ  裾珊はラッパ状に開く。坪  はヘラミガキ。林部ヘラ  に絞り痕。裾部ヨコナデ。  脚部のみ完形④砂粒を含む。⑥  

11．2  部は‾F部に稜を持つ。   ナデ。  構内   

57   班   23．∠i  口緑鄭は悌かに肥厚し、鞘  口緑部ヨコナデ。胴部lい  口緑部ヨコナデ。胴部へ  ①10YI〈％浅黄橙②惟化③底部  

17．7  部からくの字に外傾する。  央郡にヘラミガキ。卜半  ラナデ。   欠損④砂粒を含む。⑤外面に損  

不l〃j  全休の成型が粗く、誼みを  斑。（参床面道上   

持つ。   

鯉   不明  ヘラナデ。   ①2．5YIく％橙②酸化③上半部  

不明  を欠損④精選。白色バミスを含  

8．9   む。⑥床面頂上   

〔；lI－8・別封舶廿遺物観察表（Ⅰ）I一′．38）  

法却二  
①色椚②焼式③残存④胎」二⑤備  ■苗・号   媚 形 の 特 徴   外 耐 調 娘   内 面 調 燕   考（軌力二Ⅰニ状態   

口径  
底径  

田  手   捏  不明  指頭圧痕。  ①7．5YIミ％にぷい橙②椴化③  
不明  口綾部を欠1乙i。（弧梢遇（軌恥面南  

上   

ノβ7   



Gll－9号住届出二1二遺物観察表（図77、l）1．．27・3S）  

法卓絶  
番 号  器 形  （D色調（野焼式（釘域存④胎土（釘備  

器 形 の 特 徴   外 的了 調 灘   内 而 朋 ヨ窪   考⑥川二卜状態   
口径  
底径  

田  高   杯  13．9  坪部は丸みを帯びる。脚珊  J不部、脚部ともにヘラミ  林部ヘラミガキ。脚柱却  （D7．5YR％椅（診硬化（訂完形④  

13．75  ヘラナデ。毛舶「iヘラミガ  

9．7   キ 

3   鯉   18．8  胴部は球形。口縁部はくの  口緑郡ヨコナヂ。胴部ナ  口緑部ナデ。胴部ナデ。  ①7．5Ylそ％にぷい樟（勤行受化③  

13．35  完形④砂粒、輝石を含む。⑤外  

7．15   面に炭化物の付着。（む床面廼二上   

建   19．∠1  口緑部には輪租み痕を一段  l】緑部、胴聞けデ。   口縁部ナデ。胴部ヘラミ  ①7．5YR％にぷい橙②酸化（∋  

13．√i  ガキ。   完形（む砂礫粒を多く含む。（9外  

6．15   面に炭化物の付着。（釘昧面軋l二   

5   酷   7．7  ヘラミガキ 
。   ①2．5YIミ％灰白（彰椴化（診完形  

11．0  ④砂粒を含む。⑤内外面揖鞘軋  

2．9   ⑥床面庖上   

Gl1－10号住居臼！土遺物観察衷（図79、1）L．29・39）  

法泉  
①色調②焼式（訂践存④胎土⑤備  

番 号  船 形   鼎高   岩詩 形 の 特 徴   外 面 調 燕   内 面 調 准  
口径  考⑥出土状態   
底径  

270   建   20．3  胴郡は‾F▲膨れをした球形。  口縁翻ヨコナデ。胴部へ  【】緑部ヘラミガキ。胴部  ①2．5YIi％倍②懐化③％④柵  

不明  口緑郡は刑部からくの字に  ヘラミガキ。   選（軌範内   

外傾する。やや外側に膨ら  

む。   

265   杯   5．6  口緑部は短く外傾し軸柚こ  口緑部ヨコナデ。胴部へ  l吊敏郎ヨコナデ。胴部暗  ①2．5YIそ％橙②椴化（勤％④柵  
13．6  棲をもつ、内斜F】緑。胴部  文状ヘラミガキ。   選。白色バミスを含む。⑤内面  

は丸みを鞘びる。   上半部の荒れ曲者。⑥亀「ノづ   

153   梁   不明  日緑珊は綬やかに外傾す  口縁部ヨコナデ。胴部へ  l‾】緑部ヨコナデ。胴部横  ①2．5Y粧％淡黄色②恨化③％  

22．‘1  る。   ヘラケズリ。   方向のヘラナデ。   （む砂粒を含む。（9器！壁の荒れ軌  

著。（臥床両市！章二上   

271   杯   ‘1．85  口縁部は怖かに内湾するく，  口縁郡ヨコナデ。親潮ミヘ  l二1緑郡ヨコナデ。胴部ナ  

12．‘l  へラナデ。  ア。   ％④梢選⑥鶏肉   

1ト   雉   不明  日縁郡は緩やかに外反す  l噛紺Iiヨコナデ。胴部ハ  ll縁鄭ヨコナデ。胴部構  ①2．5Yl〈％淡プl†（∋酸化③％④  

20∠1  抄紙を含む。⑤外面にノ．1．描f。⑥  

不明   

にヘラミガキ。   
床面的．ll   

∈）3   椀   8．5  l】緑部は如く外傾し、lノ州i  l：！縁郡ヨコナデ。ノ由■耶へ  ①2．うYIそ％橙②憾化③完形④  

15．′i5  に稜を持つ。川・椚；は丸みを  輝れを含む。⑤底郡外油＝こノ．旧札  

冊びる。   赤色韓彩か。⑥床面直上   

f）2   鯉   ‖．75  ll縁榊は†肛小に内約して二＼■よ  口緑部ヘラミガキ。川棚；  l】縁部ヘラケズリ。胴榔  ①7．51′】ミ％浅黄橙（多恨化③完  

12．75  ち－卜がる。川南邪は球形をさlと  ヘラナデ。   形④砂粒を含む。⑤内面赤色彩  

する。   か。（軌宥仙〃上   

81   雛   

1（う．15  休の成ノt11が糾雑。   2（）．5  l】縁邦は纏ヰかに外傾。仝  ＝縁榔三丁二Jナデ。空相祁か  ＝縁珊ヨ＝り一デ。胴冊へ  ①5Ylく％燈（診酸化（参完形④砂        ら胴＿上井邦ヘラナデ。  ラナデ。  粒を含む。⑥抹面的十   

Jββ   



遺物観無衣  

汰11l  

番・り▲  淵＋形   ；律高   
（D色調②焼式③残存④／鉦f二⑤鵬  

器 形 の 特 徴   外【√li調 整   
＝径  

一句 面 刑 整  
巧－⑥‖トヒ状態   

底径  

林   6．3  胴部は丸く、l「l縁郡は怖か  口緑部ヨコナデ。胴部ナ  口縁部ヨコナデ。胴部へ  （む2．5YIく％Fリ」赤褐色（診酸化（卦  

16．15  に内湾ぎみに閃く。l】緑部  ラミガキ。   ％④梢選⑥床面籠上   

と胴部との墳には機を持  

つ。   

建   不明  口縁郡は頸部からくの字に  口緑郡ヨコナデ。胴部へ  口縁郡ヨコナデ。胴部へ  ①10YIそ％浅黄桔②椴化③％④  

‖．0  ラナデ。   耕運⑤内外一触こ典弘⑥上層   

不明   

坪   6．1  口縁郡は短iく、怖かに外傾。  口縁郡ヨコナデ。胴部ナ  口縁郡ヨコナデ。胴郡へ  ①2．5YIミ％橙②酸化③％④梢  

12．′1  伽抑こ稜を持つ。胴部は丸  ラミガキ。   選。赤褐色バミスを含む。⑤内  

みを持つ。   面の荒れ跡著。（む伏面直」二   

杯   5．‘l  日縁部は短く、悌かに外傾。  口緑部ヨコナデ。胴部へ  l二l緑部ヨコナデ。胴部昭  （D2．5Yli％樟②椴化（卦％④杓  

11．9  内面に稜を持つ。胴部は丸  文状のヘラミガキ。   選⑤底部外面に真電主軌⑥床面檀  

みを梢びる。   上   

66   建   不明  ロ縁部は野l部からくの字に  口緑部ヨコナデ。胴部へ  口縁部ヨコナヂ。胴部へ  （DlOYlミ％灰黄褐色②椴化③％  

17．5  ラナデ。   ④粁わ巽。砂粒を含む。⑤外面に  

不明   炭化物の付着。⑥床面直上   

2＝   酷   28．′l  胴部は中央に悌かに膨らみ  口緑部ヨコナデ。胴部ハ  口縁部ヨコナデ。胴部横  ①10Yl〈％浅黄橙②椴化③完形  

25．3  を持つ。口縁郡は外反する。  ケメ。   方向のハケメの後↑ラミ  ④料選。砂粒を含む。⑤外附こ  

7．・i  底部の周辺は内面を削る。  ガキ。   J．1も斑。⑥床面池上   

Illト1母性万引ti士道物観察衷（図78、PL．‘10）  

法Jlヒ  
①也調②焼式③残存④胎二L⑤備  

番 号  湘 形   冊高   船 形 の 特 徴   外 面 調 酪   l月 面 調 盤  
口径  考（む‖i二L二状態   

底径  

68   稲   不明  胴部ヘラミガキ。別冊に  ①7．5YR％にぷい褐色②恨化  

不明  ハケメを残す。   （卦口縁郡を欠損。（砂椚選⑤外面  

7．7   に㌔、l潮。⑥床面直上   

椀   6．6  ヘラミガキ。   ①7．5YIく％倍②酸化③完形④  

13．8  粁闇。砂礫を含む。（砂床面直上   

′1．7   

坪   ニミ．1  I二】緑榊は怖かにl人】消しなが  l－】緑部ヨコソ‾デ。川∫描レ＼  ミガキ。   ①7．5Yli％にぷい位②椴化③  

10．0  完形（餅肌軋砂礫を含む。（畝抹  

：う．ー）   面的．卜   

5：う   鯉   2こi．′15  口縁部は野‡部からくの守：に  ll辺部ヨコナデ。胴部へ  ITI縁部へラミガキ。胴郡  ①7．51′lく％橙（診較化③完形④  

1り．05  外伸し、輔汀耶で怖かに外k  ラミガキ。上さl乞桝にハケ  ヘラミガキ。   梢選。砂粒を含む。⑤外i仙こ炭  

（；．こう5  する。   メを班す。  化物の付椚。⑥伏面的⊥   

車  子「†て」●き鯉  不明  仰かにl勺湾する。砥部縁遡  鋸郡上ハケメ。   ハケメの．巨にヘラミガ  ①51′1く％にぷい位②椴化③脚  

不明  キ。   郡のみ完形（む砂粒、輝イiを合む。  

8．55   ⑥沫面的上   

5日  灯l刑 川l  2，5  （p7∴iYlミ％にぷい閏色（診値化  

1l．7  リの後似＝痕。   ③猪④砂粒を含む。⑥川17   

（i∴ミ   

／．ヾリ   



l‖トニ上り侶パ・＝士道物槻群衆（l帥‘1、1）I」．珊）  

法：！t〔  

番，り  ∵ソ ート   鮎‡一7i   器 形 の 特 徴   
（D色剤②焼式③班〟④胎．－卜（9備  

外 面I】J膳   lノ」両 肌 燕  
lり羊  巧■（軌IH一抹憶   

底径  

＝   偶   2（i．2  胴部は，1ゾ‡用侶職人祥を持  l】緑部ココナデ。桐畑へ  ll縁珊三にり‾ヂ。胴部へ  Q）7．う1′1i％浅黄橙②酸化③％  

2（iJi  ラミガキ。   ④砂礫を含む。⑤外面にプ．し㌔。（8  

7．2   沫仙価：上   

坪   う∴ミ  胴部は綬やかにl勺消しなが  什縁郡三にり‾プ。胴部ナ  ヘラミガキ。   ①ごil′Ⅰく％にぷい赤褐色（訓隻化  

‖．（；  ら二）？二ち＿l∴がる。l碩締l；と朋  ③完形④砂礫を含む。⑤県腔の  

郎との境には不l州附な稜を  先れ鍬著：。（払拭1佃l二t・．   

杓つ。   

」うト  小 ～篭Jl≡．三1（  H．1  胴部はそろばんニ1ミニ」人を．＝す  ll糸鋸耶：にり‾デ。胴榊ナ  l腐紺†iヨコナデの後ヘラ  （む7．51′1i％にぷい橙②暇化（診  

1〔I．1  ミガキ。川刑iヘラミガこ1二。  完形④砂轢を含む。⑤外的＝こプ．1を  

右0   班。（参床面的．卜   

ロ  小 判 禦g  ‖．2  川描くは妹形机Iける。l】緑  11緑郡こにり一千仁胴部へ  r】縁郡ヨコナデ。   ①7．5Ylミ％にぷい褐色（診酸化  

1l．ー）  ラナデ。  ③l「】緑部の－・部を欠1蟻（む砂礫  

5．】   を合む。   

則  lJ  坪  不明  

リ、裾郡でラッパ状に闘1く。  ラケズリ、シポリ狼を班  

l二‡．∫l   す。   土   

鯉   不明  lI緑部は師部からくのニナ：に  lI緑郡三にり■ヂ。胴部ナ  口縁郡ヨコナデ。胴珊へ  ①7．5YIミ％にぷい褐色②椴化  

1（i．3  ラケズリ。   ③％④砂粒を蕾む。⑥床面直＿卜   

イくl刑   

椀   不朋  ①うYIi％にぷい赤褐色②惟化  

‖．8  ア。   （卦％④砂粒を含む。⑥伏面仔Ll二   

不明   

‖1（りこ汁仙川仕遺物観察衣（1対87、1）IJ．′川）  

法■盲l■  

番l子   爪 形   拙高   ①色調②焼バ（釘伐石項）胎土（9備  
拙＋形 の 特 徴   外’l両 肌 彗i写   l人」両．－l。ミ】燕  

＝径  考▲（軌≠十扶億   

底径  

ごi7パ   坪   ‘1．7  Jlr・描くは直線的にひらき、ll  l1緑削≡にり－デ。川咽け  【」緑郡ココナデ。胴部放  ①7．51′1〈％にぷい樽（D酸化③  

11．1  射状のヘラミガキによる  

1∴i   昭文。   

な稜を持つ。   

12バ  …   杯  不【刑  l】縁部は綬やかにl川く。卜  ll縁部ヨニり一デ。川舶用昭  廿縁珊ヨコナデ。胴部暗  ①2．51′1く％橙（勤俄化（診％④l二l  

17．（う  文状ヘラミガニ1＝。   也バミスを含む。（臥Hr，j   

不明   

lS．′】  ラミガキ。   ラミガキ。   砂粒を含む。（9外面に＝斑lノ、川Ii  

不明   に炭化物の付宕～。（砂侃内   

郡に不 

鯉   不l刑  lニ上総郎は期榊からくのL㌢：に  ＝縁朝拉二り‾デ。川欄；へ  l‡練邪≡Jコナデ。胴郡ナ  （D7．51′Ⅰく％にぷい褐也（砂酷化  

＝」う  ラナデ。   7，。   ③J血■1ほ欠航④砂粕、抑イJを  

不l刑   
たむ。⑤外的＝こ炭化物のイ、けて。  

⑥伏竹山＝二   

／川ノ   



遺物観察表  

法＋揮  

折 i〕▲  那 形   湘高   ①色購②焼式③残存④胎二1二⑤備  
端〝ラ（乃 特 徴   外ir【i調 整   l人Jirti調 幣  

［：】径  
ご考■⑥山土状態   

底径  

紙   不明  廿酢伸よ新一手lくからくの字に  l】緑郡≡にり‾デの後ヘラ  l！縁部ヨコナデの後ヘラ  ①7．5Yl～％浅弗橙（多恨化③上  

17．2  外傾、期部で怖かに外反す  ミガキ。川礪l；ヘラミガキ。  ミガキ。川・描くヘラナデ、  井部のみ④鞘i巽。砂粒を蕾む。  

不明  る。胴部は球形を左り‾る。  卜■井部はヘラミガキ。  （9外面にプ．旧札（軌昧柚屁．．1   

57   郷   不明  11縁部は酢■耶からくの字に  ＝縁部ヨコナデの後ヘラ  口緑郡ヘラミガキ。   ①10YIく％にぷい萌橙②閻化③  

20．2  ミガキ。川L椚iヘラミガ斗。  ％④精選⑥＿ヒ楢   

不明   

ノ137   坪   不り」  胴郡は的紬的に閃く。l■‾！練  ll縁榔ヨコナデ。胴部へ  【】緑郡ヨコナデ。   ①2．5YIく％橙（診隈化③％④砂  

1（；．35  粒を含む。（訃内面の拙壁の荒れ  

不明   酢普。⑥．．1∴屑   

は不明僚な棲を持つ。，   

∵11（   杯   不明  胴部は浅く、丸みを帯びる。  l】緑部から川欄＝二半削へ  lニー緑部ヨコナデ。胴部＿上二  ①10YIく％亦樟②椴化（卦％④料  

15．8  井部へラミガキ。   選（参内外的1ともに胴下半部の湘  

不l肌   壁の荒れ跡著。（参上屑   

25（i  手   捏  不明  ヘラミガニlニ。   ナデ。   ①10YI〈％浅弗惰②稚化③％④  

不lリ」  椚選（臥上層   

3．8  

朋  手   捏  こi．3  ヘラミガキ。   拍動刃鶴   ①7．5YIi％橙②健化③％④桝  

5．（う5  選（◎床面的」1   

5．0  

‖l7川＝枇引廿上道物観察衣（l到85、1）Iノ．眉）  

法－t〔  

番 り  皿 形   現高   
①色調②焼式③残存④胎ニヒ（9備  

据 形 の 特 徴   外 的i網 状   
口径  

内 面 調 酪   考⑥川二l二状態   

底径  

18り   鯉   不明  ll縁珊は空相邪から的〕ンニし、  l－1緑部ヨコナデ。川欄くへ  ‡】緑部ヨコナデ。   ①5Yl〈％橙（診俄化③胴上平郡  

13．0  ラナヂ のみ垣）拙速⑤内面黒色（軌宥面直  

不iリ」   

18こi   ㈹   11．1  胴部は逆ハの7：にl招く。l！  廿縁郡指圧痕の後ヨコナ  l】縁部ヨコナデ。胴珊ナ  ①5YI〈％にぷい橙②恨化③完  

17．5  7‾。   7‾。   形（砂椚選（診口緑部外面に購軋  

⑥舶師直上   

l】緑郡ヨコナデ （DlOYIく％灰プ】‡褐色②憤化③％  

④砂粒を含む。⑥床師■t】：＿t   

。胴制は  l1緑部ヨコナデ。胴榔へ  ①7．5Ylく％褐灰（診暇化③％④  

砂礫を含む。（9内外面胴用‖こ班  

斑。（軌対価虹【   

6．0   
18．5  削で怖かに内湾する〔）▼卜郡  デの後l暗文状のヘラミガ  規則な＝汀文）1人のヘラミガ  仰のみ完形④砂礫を含む。（◎床  

キ キ 不明  に不明l瞭な稜を梢つ。）   i仙虹l   

田  回   坪  不lリJ  卜！縁珊は直練帆に聞く。下  l：】縁部ヨコナナ。胴部ナ  l】縁部ヨコナデ。胴部ハ  ①10Ylり須こぶい蟄燈②酸化③  

17．′l  ケメの後ヘラミガキによ  

不明   る放射状昭文。   昧1fl1直上   

〃〃   



法最  

器 形 の 特 徴   外 面 調 整   
①色調②焼式③班存④胎土⑤備  

番 号  岩詩 形  
【こ】径  

内 面 調 整  
考⑥‡l1土状態   

底径  

181  手   捏  3．7  胴部ナデ。   ナデ。   ①5Yli％にぷい橙②酸化③％  
5．6  ④糟選（軌け蔵穴   

5．0   

Ⅰ一1号古墳丑土遺物観察衷（図89、1）L32）  

法泉  

番 号   帯 形   器高   （》色調②焼式③残存（む肋土⑤鵬  
器 形 の 特 徴   外 面 調 脆   内 面 調 姫  

口径  考⑥出二L状態   

底径  

13   珂、   3．1  胴部は浅く、口綾部は儲か  口緑部ヨコソ‾デ。胴部へ  口緑部から胴部ヨコナ  ①7．5YIミ％にぷい椅②酸化③  

10．3  に内傾する。   ラケヅリ。   デ。   ％④糟選⑥前庭郡埋め土  

杯   3．1  胴部は浅く、口緑郎は鮎郡  口緑郡ヨコナデ。胴部ナ  に】綾部ヨコナデ。   ①7．5YI‡％樟②酸化③％①砂  

10．9  で内湾する。   デ。  粒を含む。⑥前庭部埋め土→括   

ロ  提   瓶  不明  目線部は直立し、刑部は折  組成弛。口縁部ヨコナデ  組臓軋   （∋5Yタi灰②還元③％④白色鉱  

8．75  物粒を含む。⑥前庭郡埋土   
不明   

ⅠくⅠトl号住居出土遺物観察表（図91、1）L．39）  

法出  
①色調②焼式③残存④胎」二⑤傭  

番 号  器 形   媚高   損 形 の 特 徴   
口径  

外 面 盲潤 燕   内 面 調 光  
考（針山土状態   

底径  

四  rJ  杯  15．5  口緑部は破線的に綬やかに  口縁郎ヨコナデ。胴部ナ  口縁珊ヨコナデ。胴部ナ  ①5YIミ％栂②椴化③％④砂礫  

19．3  開く。脚部は細く、裾部は  デ。脚部ヘラミガキ。裾  デ。卿杵郡は絞り射描l榔  を含む。（む口縁郡外耐こ炭化物  

15．0  直に閃く。   部ヨコナデ ヨコナデ。   の付着。⑥床面値上   

120  台付き椀  不明  胴部はlI」みを持ち、緩やか  l」縁部ヨコナデ。胴部ナ  l■】緑部ヨコナデ。胴郡へ  ①川R％にぷい橙②較化③椀部  

18．2  に内湾する。口∃敏郎は短く、  7‾。   ラミガキによる放射状昭  のみ％（弧楷遇（9外耐こまモ腰。⑥  

不明  稚かに外傾する。胴部一卜部  文。   床面直上   

に稜を持つ。  

208   椚   13．7  ロ縁部はIiIl二線的に聞き、鞘  l】緑部ヨこり‾デの後ヘラ  口緑部ヨコナデ。昭文状  （D7．5YR％橙②酸化③％④糾  

12．8  部で内湾する。胴部は球形  ミガキ。胴」淵くヘラナデ。  のヘラミガキ。   遇（診l二】線郡、胴中火郡によ叛房f。  

を摂する。   卜部ヘラミガキ。  （軌抹面的＿上   

舐   18．∩  t‾‘」縁部は粕淵からくの字に  l】縁郎ヨコナデ。胴上部  口縁珊ヨコナデ。   ①10YIそ％浅‡射葦②椴化③％④  

1さi．′1  外愉し、直紬的にl川く。胴  と下掬はヘラナデ。中火  砂粒を含む。⑤川】押一部に炭化物  

（う．（）  削は球形を塁する。   部はヘラケズリ。  の付着。（砂上屑   

不明  （∋5YIミ％橙②健化③胴部のみ  

不l刑  ％（む白色バミス粒を含む。⑤胴  

5．7   中央部にまl慨。⑥床面せ＝1   

222   不明  ナナ。   ①10YI〈％にぷい黄f詣（診限化③  

胴部のみ完形④砂粒を含む。⑤  肘   不り】 3．7  胴部はそろばん二Ⅰ三状をチi！す る。酢祁は糾ほりなく広い。  ナデ。  
125  椚  

川す■卜井部に津讃㌔（釦紺耐圧   

ハし－   



遺物観察表  

法封  
①色調②焼式③残存④胎ニl二⑤備  

番 汁  器 形   媚嵩   岩浮 形 の 特徴   外irti調 整   内 面 調 粘   考⑥頼」二状態   
口径  
底径  

12（う   
椀   5．2  胴部は緩やかに内湾。口緑  lニト織部ヨコナデ。胴部へ  「】綾部ヨコナデ。胴部ナ  ①2．5Ylく％にぷい樟②酸化（卦  

17．8  部は短く外傾。   ラナデ ア。   ％（む砂粒、仁「色バミスを含む。  

⑤底部内外面に粧軋⑥床面庖  

上   

lく11－2号性差別tう土遺物観察袈（図93、1）Ⅰノ．28・‘11）  

法泉  

番 号  容 形   湘高   
①色調②焼式③残存④胎土⑤肺  

器 形 の 特 徴   外 桝 椚 鳴   
口径  

l月面朋推  

底径  

53   椀   5．‘l  胴部は綬やかに内湾。【一】緑  口縁珊ヨコナデ。胴部へ  口縁剤ヨコナデ。胴部へ  ①5Yli％樟②限化③％④糟選  

11．6  部は短く外傾、伽動こ棲を  ラミガキとへラナデ。   ラミガキ ⑤外面に炭化物の付着。内耐に  

‘1．7  持つ。  薫ミ斑。⑥床面南上   

187   椀   不明  胴部は援やかに内緒。rJ緑  「一線部ヨコナデ。胴部へ  口縁郡ヨコナデ。胴部僻  （D2．5Y！～％樟②樅化③底部欠  

11．95  拇④糟選⑥床面道上   

不明   キ。   

‖7   班   不l少J  口緑部は頸郡からくの字に  廿縁郡ヨコナデ。胴部ナ  口縁郡ヨコナデ。胴部へ  ①2．5YR7／射登②酸化③底部欠  

15．‘15  ラナデ。   損④砂粒を含む。⑥床師虹ヒ   

不明   

117   建   不明  口縁都は野榔からくの字に  l】縁榔ヨコナデ。胴部へ  口縁郡ヨコナデ。胴部へ  ①7．5Ylそ％浅黄橙②酸化③底  

17．8  屈曲し外傾して開く。胴郡  テナデ。   ラナデ。下部へラケヅリ。  部欠場④砂粒を含む。⑥床面廼  

不明  は球形を里する。  上   

1日6   鮎   18．85  胴部は緩やかに内湾してH  口縁都ヨコナデ。胴上郡  J】J緑部ヨコナデ。胴部ハ  ①ユ01′Ii％にぷい黄橙②酸化％  

22．55  ハケメ。下半部ヘラナデ。  ケメ。   ④砂粒を含む。⑤外附こ炭化物  

7．25   の付着。⑥床面池上   

132  小 宴阜り 鯉  不り」  lコ緑部は鞘郡からくの字に  口縁部ヨコナデ。胴部ナ  l二！緑耶ヨコナデ。胴部ナ  ①7．5YIミ％浅黄橙②椴化③底  

‖．55  丁－。   部欠損④砂粒を含む。⑥昧面的  

不明   
＿l二   

9l   班   19．3  l‾】緑部はくの字に外軌す  口緑部ヨコナデ。胴郡へ  ＝緑部ヨコナデ。胴部へ  ①5Yl〈％橙②醸化③％④砂  

17．65  る。胴部は下膨れした球形  ヘラナデと－郡にヘラミ  ラケヅリ。   搬、白色バミスを含む。⑤外面  

7．7  を呈する。   ガキ。  に炭化物の付着。⑥床面池二上   

1（う5  高   林  不明  ー‾闇瀾は緩やかに開き、端  JJ縁部ヨコナデ。胴郡へ  け縁郡ヨコづ‾デ。胴部′放  ①7．5Ylく％浅黄橙②酸化③坪  

2∩．こi5  邦で怖かに内湾する。   ヘラミガキ。   射状のヘラミガキ。   珊のみ完形④砂粒、輝イほ含む。  

⑥沫両帝．仁   

5（；  rJ  坪  不明  脚杵部はやや如く、裾榔は  卿杵珊、裾部・八にヘラミ  裾部ヨコナナ。肌拙恥絞  ①7．5YIく％橙②恨化③脚粧珊  

不明  ガキ。   り封互。   のみ完形（む精選⑥床面†廿t∴   

】2．2   

田  回   杯  不明  脚杵郡は太い。裾郡は大き  脚往椰ヘラミガキ。鋸部  脚柱郡ヘラナデ、絞り痕。  ①5Ylく7／射葦②取化③脚杜珊  

不明  ヨコリーデの後ヘラミガ  のみガ④砂粒、輝れを含む。⑥  

15．1ご）   こl二。   沫面的土  

碧i   不明  け縁珊は頂点し淵榊で外政  【」練邦ヨニり‾デ。朋．卜子てlく  l】紬郡三にり■デ。胴部へ  ①10YIく％浅典f詣（∋俄化③上井  

lごう．25  する。胴部は球形をさfり‾る。  ノ＼ケメの後ヘラミガキ。  ラケヅリ。   郡のみ④砂粒、砂礫粒を含む。  

不明  卜部ヘラケヅリの後ヘラ  ⑥沫面的土   

ミガキ。  

／リ．一J   



法ゴ丘  

鼎形の 特 徴   
①色調②恍式③域〟④肋土⑤（rrfi  

折 り・  端＋形   器高 ー】径  外IrIf；調 f†控   l句Irlf 誹】照   考⑥山上状態   

底律  

鯉   不l刑  l】線部は鞘部からくの字に  l－腐潮ヨ＝けデ。胴．卜耶  】l嶽郡ヨコナデ。胴部へ  ①10Yl～％浅プ・†橙②樅化③．い‡乞  

17．8  仙Ilル緩やかに外反する。  ヘラナデ。下珊ヘラケヅ  ラナデ。   仰のみ完形④砂粒、砂礫粒を多  
不明  胴部は球形を，享iける．）   リか。  く含む。（軌昧1√刷1二▲卜   

坪   7∴i  ノ由附則＼さな上げ底状の叩  口縁珊ヨ＝り－デ。Ⅲ舶用ナ  l」緑郡ヨコナデ。川咽け  ①51′Ⅰく％にぷい橙②恨化③完  

ll．5  アか。   形（む机辺⑤二次焼成か。（昏昧面  

‘1．25   直．卜   

く、外伸する。   

トl！）   鮭   15．（）  口糸釦一制出離郎からくのご丁：に  l1禄削三にり－デ。川州くへ  lT悔け椚三一コナデ。川凋iへ  ①5YI〈％橙②催化③肺＝一部の  

15．2  ラナデ。   み完形④砂粒、輝ホを蕾む。⑤  
不明   外所＝こプ．tも別。（軌来面的J   

軌   1じ」i  l1鰍■郡はややl句消して立ち  l】線部ヨコナデ。川刷くへ  l二磯部‡＝にけデ。胴珊へ  ①5Ylく％橙（診俄化③完形④砂  

25．3  上がる。口縁部は如く、外  ラナプ。下部にヘラミガ  ラナデの後ヘラミかl二。  粒を含む。（91個潮lノ湖rに71．1慨。  

7．8  反する。ll縁郡に最大径を  （軌宥仙！‘】：上   

持つ。   

鯉   23．∫1  11縁郡は期部からくの引こ  11綾部ヨコナデ。胴部ナ  l】緑部ココソ・デ。川凋iへ  ①7．5Yl〈％浅才キ†詣②椴化（卦完  

17．3  ウリ・デ 形（弧酢組。砂粒を含む。⑤外面  

5．リ   に班別。二次焼成（軌勅rl仙二十   

リ（i  f】’lリ】川1  ：う．（）5  砥部が人きく、lニト緑川iは了l一】二  軌必軋ノ血てl抽車裾糸切  槻成刑。   ①2．5YIく％橙②傲化③完形④  

1〔レl  如拙l▲1脛。  拙選（◎」二屑   

6．6   

ト1H   鯉   不明  テにJナデ ①2．5YIく％樽②酸化③11縁邦  

17．2  のみ％④梢遇。砂粒を含む。（む  

不明   伏面的．卜   

1．tl1け什芳川1ニヒ遺物観雛衣（l紬7、1）Ⅰ．．2ボ‥12）  

法■Il  

折 iブ・   器 形   湘高  m 形 の 特 徴   外 面 テぴ．靂．】昭   
①色朋②焼式③班〟④粧】二⑤備  

lT祥  内 面 調 整   考（軌甘⊥状態   
底祥  

‘l！）1   椚   不l刑  胴潮来＝二■卜に潰れた球形。  l】辺部ヨコナデ。川咽け  ll辺邦ヨコナデ。   ①2．5YI（％橙②献化③r】綾部  

不明  7‾。  欠氾1④砂粒を含む。⑥床面直仁   

3．7   

5ニi（i   鉢   9．6  胴部は内約し、【1縁部烏Ⅷ  【】辺部ヨコナデ。川欄け  口辺郡三にり‾デ。   ①10Ylく％炊黄褐也②酷化③％  

1：i．9  ④砂粒、輝イイを含む。⑥床油油  
‘1．5   上   

椀   5．2  l：l縁部ヨコナデ ①7．5YIく％灰仁l②恨化③％④  

‘1．3  砂柑を含む。（釦柚勘切払恨肝軋  

5．7   （軌珠面的＿巨   

‘138   

四  

旭   1（）．9  。ノーデ。  l二一縁部ヨコナデ。   ①7．5Ylく％にぷい橙②恨化③  
9．f）  lト練部の％欠損④砂礫を含む。  

‘Ⅰ．0   ⑤外面に損耕。（軌訂而直⊥   

拙郡で怖かにl勺消する。注  

＝部は焼成後崩孔。   

ハり   



遺物観察衷  

法嘉  

番‡ナ  淵 形   湘南   
①色調（勤舵式③班〝④胎二j：⑤備  

器 形 の 特 徴   外 面 調 省筆   
口径  

内inr 調 盤   考⑥＝土状態   

底径  

25∩  l～り   坪  不明  脚杵却吊やや太く、桝部に  馴杵珊ヘラミガキ。裾部  裾郡ヨコナデ。脚杵部ナ  ①10Yl〈％にぷい黄橙②樅化③  

不明  lFりかって緩やかに開く。裾  ヨコソープの後ヘラミガ  デ。絞り痕。接合痕を域  脚柱部のみ％（弧椚選⑥←j」留  

16．0  部は大きくラッパ状に開  す。   

く。   

′113   坪   5．8  l磯部ヨコナデ。   ①2．51′Ⅰそ％橙②憶化③完形④  

9．8  精選⑤口縁郡外帖こよt摺f肘巾の  

2．5   荒れ跡著。⑥床面償‖   

鉢   8．6  胴部iよはやかに内的する。  口縁郁ヨコナヂ。胴部ナ  l】緑部ヨコナデ。胴部肋  （D2．5Ylく％りj赤褐色②椴化③  

10．7  射状のヘラミガキ。   ％④精選⑥上屑   

5．2   

坪   5．7  川咽iは怖かに内湾しながら  口緑郡ヨコナデ。胴部ナ  口縁郡ヨコナデ。胴部ナ  ①2．5Ylミ％りJ赤禍也②酸化（3  

13．2  デ。   ％④精選⑥日出   

5．1   

州   7．35  胴部はそろばん玉状を弄す  口緑部ヨコナデ。川欄レ＼  口縁榔ヨコナデ。胴部ナ  ①7．5YIく％にぷい位（D酸化③  

7．t）  7‾。   ％（砂椚選⑥上層   

3．0   

JはJl  高   林  不明  口縁部は直：線的にl用き、端  【】緑部ヨコナヂ。川棚け  l‾個潮ヨコナデ。胴珊へ  ①2．5YIく％橙②閻化③林部の  

18．‘】  デ。   ラミガキ。   み％④精選（軌昧面的上   

不lリ」   

50l   雉   不明  口縁郡は折り返し状を塁  口緑郡ヨコナデの後エビ  口縁珊ヨコナデ。胴郡ナ  ①5YIミ％樟②酸化③ガ（訂柳  

1‘l．9  7‾。   ホ、仁「色バミスを含む。⑥床面  

不明   直．上   

3n   杯   5．2  胴部は棚かに内湾してl井J  l！緑部ヨコナデ。川・用；へ  口緑部ヨコナデ。   ①2．5YIく％桁（診恨化（卦％（む砂  

14．2  粒を含む。⑥床了rfil蔓－i二＿上二   

3．∠l   

13〔）   誠   不明  口縁郡は訂沼Iiからくの字に  l二】緑郡ヨコナデ。川覗け  日縁郡ヨコナデ。胴部ナ  （D7．5Ylく％橙②椴化（卦％（訂砂  

20．0  ア。   粒を含む。⑥床師虹l二   

不明   

I」ⅠⅠ－2・i封jミ／．キ‖l士道物観察表（図98、1）Ⅰノ．28り12）  

法壇  

番 号  器 形   器高   
①色調②焼式③班存④胎二】1⑤備  

器 形 の 特 徴   外 面 朋 当控   内 面 朋 雅  
口径  考⑥出」二状態   

底径  

575   不明  胴部は球形を昆する。l】緑  口辺部ヨコナデ。胴部｛  l二】辺郡ヨコナデ。胴部へ  （DlOYIび封卦措樽②酸化③％（彰  

19．6  ラナデ 砂粒、馴廿ほ含む。⑥床師l－り二   

不明   

68（）   埜   29．1  口緑部はくの字に外傾す  口辺珊ヨコナデ。胴部へ  l‾】緑榊ヨコナデ。川哨；へ  ①10YIi％浅黄幡②酸化③％④  

20．5  砂粒、飾れを含む。（秒床面直⊥   

7．6   リ。   

319   鯉   不lリJ  口縁郡はほぼ偵立し、端部  口縁郡ヨコナデ。郡部か  l「】練部ヨニり‾デ。胴部ナ  （D7．5Yli％にぷい橙（訂惚化③  

18．3  ％④砂礫を含む。（む抹面†虹ヒ   

不明   はヘラナデ。   

／ナ）、・；   



法女i二  

番 号  岩詩 形   器筒   湘 形 の 特 徴   ①色調②焼式③残存④胎土（釧行  
外 的i刑 般   

口径  内 rrif 調 整   考（砂山土状態   
底径  

380   坪   6．6  口辺郡ヨコナデ。   ①2．5Ylモ％にぷい赤褐色②酸  

11．8  化③ほぼ完形④拙速⑤内外面の  
3．5   郡壁の荒れ頗著。⑥床面泊：土   

323   椀   7．5  胴部は内湾し、口緑部は短  口辺珊ヨコナデ。胴部ナ  口辺部ヨコナデ。   ①5YIミ％にぷい橙②椴化③ほ  

11．‘1  く籠立する。底部は丸底。  デ。  ぼ完形（砂鞘選（参内面異色。外面  

に≠基斑。⑥床而直上   

321   椀   7．9  胴部は内湾。口縁部は粗く  l＝】緑部ヨコナデ。胴部ナ  口縁榔ヨコナデ。胴部へ  ①2．5Ylミ％橙②酸化③完形④  

12．2  ラミガキ。   椚選。白色バミスを含む。内面上  

：う．2   部に炭化物の付私⑥床面破上   

956   柑   8．7  胴部はそろばん三Ⅰミ状を呈註す  口縁郡ヨコナデ。胴部ナ  ①10YIミ％にぷい曲樽（訂健化③  

9．1  ％④郷石を含む。⑤胴恥ヒ部に  

3．8   揖親。⑥下層   
口緑部ヨコナデ。胴部ナデ。   

322   椀   6．6  胴部は低かに内的する。口  口辺郎ヨコナデ。胴部ナ  口辺部ヨコナデ。胴部ナ  ①5YIミ％樟②酸化③完形①鵜  

10．8  ア。   選⑤外恥こ鼎斑。⑥床面直上   
6．7   

237  小 当2 憩  不lリJ  口緑部はくの字に外皮す  口辺椰ヨコナデ。胴部ナ  口辺削ヨコナデ。胴部ナ  ①7．5YI‡％橙②健化③％④砂  

12．G  る。   デ。   デ。   粒を含む。（参床面虹1二   

32J】   椀   6．7  胴部は緩やかに内湾。仁1緑  口辺部ヨコナデ。胴部ナ  口辺郡ヨコナデ。胴部ナ  ①5YR％にぷい粒②健化③完  

10．35  7－。   形④杓選。砂粒を含む。⑥床面  
′l．∠l   直上   

：i25   椀   6．2  胴部は緩やかに内湾しなが  口辺郡ヨコナデ。胴部ナ  l：l辺部ヨコナデ。   ①5YIミ％にぷい橙②硬化③完  

12．7  形④拙速⑤外酢こ緑樹。内面の  
3．‘1   出壁の荒れ跡著。⑥床面軋】：二   

320  l拘   杯  不明  口辺郎ヨコナデ。   ①5YIミ％にぷい赤褐色②椴化  

19．1  ③脚部を欠損。④砂礫を含む。  
不明   ⑥床耐値：上   

h′1Ⅰ－Ⅰ－1一瞥住居出土辿物観察衣（図00）  

法端  

番 号  据 形   拙高   ①色朋②焼式③残存①胎二上⑤鵬  
湘 形 の 特 徴   外 面＋朋r 贈   

口径  内 面 朋 弛   考⑥山土状態   
底径  

6   椀   不明  ヘラミガこl＝。   ①2．5Yl‡％檀②酸化③％①料  

17．‘i  逃（軌野面道上   

不明   

ノ∫ノしi   



遺物観賞衣  

Ⅰ）－1り・1用f出．i二遺物観賀来（l到lり1、1）1∴i引  

汰．】ll  

番lナ  器 形   器石i   器 形 の 特 徴   
①色調②焼式③班〟④肋土⑤備  

外 面 訓 酪   l人】油 剤 酪  
ll祥  考－（軌】＝1状態   

底径  

一桁   州   不明  ノーl用；はやや田の張る球形。  肩部ナデ。川i＝∵榔ヘラケ  ①7．51′lく％橙②俄化③％④梢  

イ、明  遇。褐色スコリア粒を合む。⑥  

：う．7   肌IH且上申   

t（）8（i   州   8．（）  川棚lくは球形。卜郡は的拙的  l】辺郎ヨコナデ。机澗レ、  ll辺榔ヨコナナ。胴部ナ  （D2．う1′Ii％浅ずf②俄化③％④  

8．‘1  フー。   砂粒を含む。外i仙こプ．順t。⑥椚  

2．5   l抽軋l二   

く。   

l！）：う0  回   坪  イ＼明  l】辺郡は直線「i引こIjF二Jく。  口辺部ヨコナナ。川・Ⅲけ  ＝緑珊」コナデ。胴榔へ  ①2．51′’1く％lリj亦枇色②値化③  

川．5  7‾。   ラミガキ。   ％④精選。白色バミスを含む。  

不明  （¢墳丘盛二l二   

92（i  台トJ一き椀  不明  胴部は内湾し、t二」緑部は如  t】辺耶ヨ＝り一デ。胴部ナ  l】辺部ココナデ。ヘラミ  ①51′lく％にぷい橙②惟化③脚  

15．′1  〝こl二。   郡を欠損。④砂紺、柳イ沌食む。  

不l肌   （91ノ川iの損蝉の荒川酢軋⑥墳  

丘橘土   

！）27l  川   坪  不明  口辺撫は1出陳的烏IjF】く。   l】辺邦ヨコナデ。胴部ナ  l】辺郡ヨコナデ。胴珊刷  ①2．51′Ⅰく％J火t：】（D恨化（乱佃珊  

18．（；  デ。   文状のヘラミガキ を火寸揖④糀選（釘椚．丘捕斗   

不lリ」  

！）27－2  回   杯  不lリj  l】辺部は二l致Il縁。’卜部に  l磯部ヨコナデ。胴部へ  【l緑郡≡にり－デ。胴部へ  ①7．5＼′】く％樽②慎化③研一耶の  

＝）．バ  ラミガこl二。   ％④糾選。砂礫粒を含む。⑥墳  

不lリJ   【て∵盛二1二   

坪   ごi．′1  口縁郡は什）一ノニし、川川iとの  l：】糸鋸邪ヨ＝り‾ナ。胴郡ナ  11線郡≡にり→デ。川咽け  （D2．51′l（％樽②暇化（卦％（初梢  

1こう．（）  現に明舶な稜射1巨）。   フー。   7‾。   逃（砂肝丘捕二卜   

一拍   坪   5．2  l】緑郡は直立し、胴部との  l】緑郡ヨコナナ。胴郡へ  11縁部ココナデ。胴郡ナ  ①5Ylく％橙②酸化③％④絹遇  

11．7三i  尭一三に明瞭な稜を持つ。   ラナデ。   ソ‾ ⑥げ川二11籠二1二   

ー・折   田   不l列  r1辺郡三Jコナナ。   ①2．51′Ⅰ（％淡黄②酸化③l】辺  

l（i．こう5  部のみ％④椚選（む椚1て：捕土   

イ、明   

一措   不J〃J  ヨコナナ。   ①さi＼′1く％橙②樅化③ll縁郡の  

1！）．5   み％（む梢選。砂粒を含む。⑥椚  

丘胤十   

リ27ニ与  椀   不明  胴部は内湾しながら立ち．巨  lJ緑仰ごJコ・ノ・デ。肌冊へ  ！「蘭榔ヨニり▲プ。   ①7∴iY】（％浅舟f指②酸化（診％  

川．こiO  ④砂料、輝イlを含む。⑥墳丘捕  

不明   

（i（）～）   鯉   不明  l】絃部はl虹！1し、描汀耶で僅  l二l辺部ヨコナデ。J】帖邪ハ  11辺部≡にり→デ。   ①l（）1′lく％浅黄樟②慌化③口縁  

かに外反する。   ケメ。  榔のみ％④精選⑥墳丘盛土   

Jジ7   



l）－－6・）∃▲‾■用盲目二1二遺物観察表 順＝1‘l、1）I」．2‘1・ニ‖）  

法封  
①色調（勤焼式（釘班存④胎ニヒ⑤備  

番iナ   出 形   湘高   器 形 の 特 徴   外 面 調 月ミ雪   
口径  l月 面 調 燕   考（軌l性状態  
底径  

田   19．0  胴部は瑚誹㌔ 口縁部は直☆  （】辺部ヨコナデ。川・相聞  l】辺部ヨコナデ。   ①10Ylそ％にぷい曲橙②暇化③  

13．6  完形④砂粒を含む。（訓嗣肝卜部  

7．0   によも描王。（釧■澗折目掠’耶   

状のさ】乙底。   

1）一7号古墳出⊥遺物観察衷（園117）  

法封  
①色調②焼式③残存④胎ニ1二（釘備  

番 号  岩詩 形   招請   淵 形 の 特 徴   
口径  

外1√】i削 燕   l句1f】i調 整   考⑥出二＝伏恕  

底径  

杯   5．6  胴部は半球形を塁する。‡」  l】緑部ヨコナデ。川・描け  l】線郡ヨコナデ。肺聞帥†  （D2．51′1ミ％にぷい橙（計帳化③  

13．5  縁部は働く外傾し、内面に  文状の規！州iリなヘヘラミ  

稜を持つ。   ガキ 

（〕－－1甘【ナiザ‡出土遺物観察衷（l到121、1）Ⅰハ3：う）  

法ji主  

番 号  侶 形  ①色調②焼式（勤域存（動肋二卜⑤備  
瑞 形 の 特 徴   外 面 朋 躯   

口径  
内 面 盲潤 脾   考（軌」i」二状態   

底径  

一括  ㍍   杯  不り」  ヘラナデく〕   ナデ。エビオサエ。   （DlOYlく％桟ゴな樽②椴化③％径）  

不明  砂粒を含む。（砂肝丘捕二卜   

一括   〕一江   不lリj  二薄口縁。口縁刑部で大き  ヨコナデの後l牲文状のへ  ヨコナデの後昭文状のへ  （DlOYlそ％浅曲橙②恨化③＝緑  

21．2  ラミガキ ラミガキ。   郡のみ％（む精選⑥墳丘捕」1   

不明   

一桁   椚   1＼叫  口縁郁はくの字lこJ‖川1ルIiH  l」緑部から軸珊ヘラミガ  l：】練部ヘラミガキ。胴部  ①10YIモ％浅黄橙②憤化③％④  

不り」  精選⑥墳丘盛土   

不明   
ヘラナデ 

一括  回   珂、  不明  ハケメ。   ヘラナデ。   （DlOYIミ％浅宇t〔橙②椴化③ガ（む  

不明  精選⑥墳丘盛二1二   

ー・括   鯉   不【〃j  廿経理ヨコナデ。   ①2．5Yli％淡宣な（訂憤化③％④  

18．8  精選（釘墳丘盛土   

不【〃J   

一括   椚   7．9  胴部は半球状を昆する。l】  l】縁？一；liヨコナデの後ヘラ  lTl縁榔ヨコナデ。胴部へ  ①10Ylミ％浅黄橙②恨化③％④  

9．2  ミガキ。胴榊ヘラナデの  精選⑥墳丘盛二L二   

‘1．Jl   後へラミガキ。   

一㍍   椀   8．8  胴郡は内汚し、＝縁鼎圧川‡：  口辺榔皿ヨニ㌧トデ。仙川l；  l】辺部ヨコナデ。川棚くへ  （D7．5YIく％橙（臥恨化③％（訓沙  

‖」5  ヘラナデ。   ラナデ。   粒、榊芳lを含む。（9外面汀」．1漸。  

‘1．2   （釘墳丘盛二l二   

ノ粥   



遺物槻無衷  

＼／2り■■J－▲肌＝＝二遺物観察衣（怪‖25、1）Ⅰノ．封・2G・二i封  

法1l  

番 ▼り・  ・帯 形   嵩高  ①色調②焼式③残存④胎一巨⑤備  
器 形 の 特 徴   外 面 調 整   内 面 調 整  

1二1径  考⑥‖Ll二状態   

底径  

杯   5．2  州潮は半球状を塁する。11  l】辺部ヨ＝り・ヂ。胴部へ  卜l辺郡きJコナデ。胴部へ  ①7．5Ylく％にぷい橙②俄化③  

12．7  緑榊は悌かにI句洒する。  ラミガキ。   ラミガニ1二。   完形④砂粒を含む。⑥川棚＝ノっ   

椀   1十十1  川・蛸削がlⅧ封入を昆し、＝縁  l二」辺郡から胴削ヘラミガ  ヨニり→デの後ヘラミガ  ①2．ごiYlく％明赤褐色②恨化③  

ボ．55  邦は内湾する。   キ。   キー）   完形唾）梢選（諺外拍＝こ才．‡．ミ翫。（釧－8  

鋸内   

ロ  無謀＝■Jj呵、  8．R  脚榊は如く、太い。口緑部  組成型。坪珊守部にヘラ  組成則。   ①N（刷灰色②還元③％④拙速。  

勿‘i点 ㍍昔  1：う．鋸  イf芙粒を含む。（釧－】地肌   

8．7   

坪   （；．1  胴部は半球状せ甘りる。底  口縁部ヨコナデ。胴制へ  【1緑椰ヨコナデ。胴部は  ①10Ylく％浅黄橙②酸化③先形  

13．3  郡は平底状の丸底。l】縁郡  ラミガキ。   ヘラミガキによる放紳軋  ④砂粒を含む。⑤外抑圧丑服軋  

は怖かに内湾する。  のlけチ文。   ⑥川加内   

＼トlり・1い拙1＝・．遺物観察衷（l￥‖ニi】、1）Ⅰ．．21・2G・こり）  

法Ill  

宿 り  鼎＋形   現高  
①色調②焼式③域〟④胎二卜⑤備  

船 形 の 特 徴   外 面 訓 燕   Ⅰ句i7】i朋 整  
lト径  考（軌1lニー二状態   

底径  

坪   胴珊は半球状せ刃．し、探い。  【1級削ヨニりづ㌔肛冊へ  ll緑雄鳥コリーデ。胴部ナ  ①5Ylく％橙②恨化（計完形（む精  

口緑抑㍑雄鳥一差し川川；とl：】紬  アリ   選（軌代珊に≠．l・も琉。（臥廿鋸兢面   

部との境にはl州冊な棲む成  

す。   

杯   ‘1．り  11冊耶はさl生球状をjiゝし、日毎  l】緑郡ヨコナデ。胴珊ナ  口縁榊三にり一デ。規則的  ①2．5l′1（7／折詰②樅化③完形④  

‖．（）  郡は如く外傾し、内両に棲  な昭文状のヘラミガキ。  鞘選（軌相加場面  

を持つ。   

5」i5  川摘粧が臣淋伏を最し、口縁  11縁部ヨコナデ。胴制ナ  ＝縁瑠晶コナデ。胴郡硯  ①5Yli％撞（訃椴化③完形④刺  

‖．∫l  郡は如く外伸する。l二I縁珊  則的な椚文状のヘラミガ  

l月面には不Ij川瞭な機を持  キ。   

二）。   

肘   15．（；  ヘラミガこ1ニ。   ①7．5Ylミ％にぷい橙②恨化③  

9．（う   完形（動机辺（畝底部外面とl】縁部  

l軸仙鳥闇I：。⑥J朋1漉潮   

坪   6．05  胴榊は半球状を目し、口縁  ＝縁部≡にり一デの後ヘヘ  口縁郡ヨコナデの後ヘラ  ①2．51′1く％l肛赤褐色（参酸化③  

12．6  部は狛二二＼‡する。   ラミガキ。川舶肛ナナ、一  

郡にミガこ1二。   

林   5．2  胴部は半球状を＃し、口緑  l】緑部≡にり‾デ。川刑iへ  廿縁珊ヨコナデ。胴部暗  ①5YR％橙②椴化③完形④梢  

13．（i  部は如く外傾し、内面に穣  文状のヘラミガ；l二。   逃（軌甘凧兢仙   

を持つ。   

杯   5．15  胴部は半球状を呈し、11緑  口緑郎ヨコナデ。川・描け  口縁部ヨコナデ。川綱川洋  ①51′1（％橙（卦恨化③完形④椚  

1こi．7  部は如く外傾し、内両に棲  文状のへラミガキ 選⑥周期兢仙   

を持つ。   

ノリジ   



＼J－7号■■！湖出土迫物観察衷（図138、1）L．26・33）  

法ヨ詫  
①色調②焼式③残存（む胎二1∴⑤鮎  

番 号  邪 形   現高   器 形 の 特 徴   外 面 朋 雅   内 面 削 脆   考⑥出土状態   
口径  
底径  

杯   ∠i．6  胴部は半球状を呈し、やや  ∩縁部ヨコナヂ。胴部ナ  ‖縁珊逼コナデ。胴部暗  ①2．5Ylく％橙（診健化③完形④  

13．6  浅い。口緑部は短く外傾し、  文状のヘラミガキ。   精選。砂粒を含む。（◎周堀埋め  

怖かに内湾する。   土   

坪   5．0  胴部は半球状を呈し、やや  l二1縁郡ヨコナデ。胴部ナ  口綾部ヨコナデ。胴部暗  ①2．5YI〈％樟②俄化③％④杓  

トト1  i零し、。口綾部は焼く外傾し、  文状のヘラミガキ 選（参周堀埋め土   

僅かに内湾する。   

3   J不   5．1  胴部は半球状を足し、やや  lコ緑郡ヨコナデ。胴部ナ  口縁珊ヨコナデ。胴部暗  ①10YIく％赤②椴化（診完形④杓  

13．f）  浅い。口緑部は如く外傾し、  文状のヘラミガキ。   選。砂凝を含む。⑥周期埋め二1二   

僅かに内湾する。   

椀   6．1  胴部は半球状を呈し、口緑  l」緑部ヨコナデ。胴部ナ  l1紗那ヨコナデ。胴郡昭  ①5Yl〈％橙②酸化③完形④糾  

11．6  榊は内湾する。   ア。   文：1犬のヘラミガキ。   選⑤底部外面によモ潮。（針．椚軋哩  

め二1二   

一括  l‡JJ坪  楓砿軋   楓脇机   ①2．5Ylり引火熱②還元③脚郡  

須恵損   のみ％（釘砂粒を含む。（軌町鋸坤  

11．6  め二1二   

一括   椀   不I〃」  船上揖モl！。l】緑部に二段の  ①5Yl〈％灰②還元（卦％④梢選  

9．7  波状文を施す。   ⑥周期哩め二1∴   

不lリ」  

VIト1号住届出土遺物観察表（図157、1）1ノ．27‥13）  

法＋亜  
③班存④胎土⑤鮎  

器高   拙 形 の 特 徴   外 面 調 酪  …湘樅  
口径  
低径  

酌  9．7  口縁珊は逆ハの字状に聞  口縁部ヨコナデ。胴部ハ  ①10Ylミ％にぷい黄橙②椴化③  

17．9  ％（む砂粒を含む。（9外耐全面に  

6．0   に炭化物の付着。（参床面蘭：上   

5∠l   班  不明  胴部は球形を占！する。ll縁  口練郡：にり‾デ。胴郡ナ    ll緑部ヨコナデ。胴部ナ ①7．5YIく％橙②酸化③％④砂  

19．6  
ァ 粒を含む。⑥床巾佃：上   

不l〃‡   

25   鉢  11．7  胴部は球形状を毘する。日  l」縁榔ヨコナデ。胴部ハ    lコ縁郡ヨコナデ。伸ほ臣＼①5Yli％橙②惟化③完形④砂  
17．9  ラナデ 粒を含む。⑤外附こ炭化物の付  

∫i．4   着。⑥床耐直上   

つ。底部は丸ノjL   

2   椀  6．85  胴部は僅かに内湾して立ち  【：】緑部ヨコナデ。川・用；へ    l】繚部ヨコナデ。胴鵜へ ①2．5YIく％淡プキ②酸化③％（む  

り．75  【1二がる。口縁郡は如く外傾  ラナデ。酢裾こハケメを    ラナデ。  砂粒を含む。⑤外拍＝こブ．1ミ斑。⑥  

する。   残す。  床面頂上   

R5  難   27．！）5  胴部は上郡に撞大径を拘  l‘】練部ヨコナデ。野郎か    口縁珊ヨコナデ。胴部ナ ①10Yli％浅弗橙②酸化③％④  

17．75  つ。l！緑部は緩やかに外反  ら胴上部にハケメを残    7－。  料胤砂礫を含む（訓同部申珊に  

6．6  する。   す。胴部ヘラナデ。  炭化物の付着。まlミ斑。⑥珠面直  

二）†～）   



遺物観察表  

法±正  

硫 弓・  器 形  ①色調②焼式③域存④胎上⑤備  
岩罠 形 の 特 徴   外Irli調 整   

口径  内l如 朋 ∃情   考⑥出二l：状態   

底径  

椀   7．2  胴部は緩やかに内汚し、口  口縁郡ヨコナデ。創部に  口緑部ヨコナデ。胴部へ  ①10YIそ％浅ゴな椅②硬化③完形  

12．95  縁郡は緩やかに外反する。  指ぼ山三浪。－▲部にヘラミ  ラナデ。   ④砂粧を含む。⑤外面二次触或。  

6．2  全体に成型が悪い。   ガキ。  伽■仙こ黒斑。⑥床面瀬上   

川   椀   8．9  胴部は緩やかに内湾しなが  日縁榔ヨコナデ。   口緑郡ヨコナデ。胴部へ  ①2．5171く％淡弗②酸化③完形  

10．15  ラナデ。   （弧砂粒を含む。（診二次焼成⑥床  

5．9   面厄．＿【二   

125   鉢   10．55  胴部は綬やかに内湾する。  l二】緑部ヨコナデ。   l1練部ヨコナデ。胴部へ  ①10YI～％にぷい貴校②取化③  

19．5  ラナデと→部にヘラミガ  

6．1   キ。   焼成⑥床面池上   

雉   17．1  胴郡は球形を塁し、l磯部  i1緑椰ヨコナデ。胴珊ナ  lI縁部ヨコナデ。   （》10YIそ％にぷい黄橙②椴化③  

12．′1  ア。  ％④梢遇⑤胴郡外師こ庚化物の  

6．9   付完守。（参床面直」二   

8．65  胴郡は球形を足し、l】縁珊  ll緑部ヨコナデ。胴部へ  口縁部ココナヂ。川棚邪ナ  ①7．5Ylく％橙②催化③完形④  

！）．9  ラナデ。   7‾。   翻選（畝昧拍据＝二   

2．55   

26   椀   （；．85  川棚lくは綬やかに内湾し、ll  l】緑郡ヨコナデ。胴珊け  廿稼郁ヨコナデ。川朝刊け  ①2．5Ylく％淡黄②恨化③完形  

12．り5  デ。－・部にヘラミガキ。  う「。   ④砂粒を含む。（訊甘面黒色⑥床  

5．3   面池．l   

田  高   林  不明  口綴吾Iiは†！一長かに内湾ぎみに  l】緑郡ヨコナデの後ヘラ  l】綾部ヨコナデ。胴部へ  ①2．5YIi％橙②酸化③坪郡の  

18．（；5  l用く。   ミガキ。   ラミガキ。   み④砂粘を含む。⑤二次焼成⑥  

昧面直上   

椀   不明  胴部は綬やかに内湾し、口  l二】緑郎ヨコナデ。川朝粥へ  l■l綾部ヨコナデ。胴部へ  ①51′1i％橙②酸化③％④拙速  

12．9  ヘラミガキ。   ラミガキ。   ⑥住居埋め土   

不明   

椀   不明  胴部はl力汚し、l「】緑部は軋  L】緑刑ヨコナデ。胴部へ  口緑部ヨコナデ。胴部へ  ①7．5YIミ％浅黄橙②椴化③％  

10．7  く外傾する。   ラミガキ。   ラミガキ。   ④砂粒を含む。（軌乱屈伸め土   

V‖－2・別封一引廿上道物観察衣（図158、1）Ⅰ．．‘13）  

法二軌  

番・号  器 形   湘高   ㍍罠 形 の 特 徴   
①色調②焼式③残存④胎二L二⑤備  

外 拍i誹】照   
口径  

1月irti調 燕  
考⑥川二1二状態   

底径  

錮   州   8．ポ  胴部はそろばん三lミ状をjiけ  F1縁部、胴部共にヘラミ  口縁珊ヨコナデの後ヘラ  ①10Ylミ％にぷい戴橙②惟化③  

8．3  ミガキ。   ％④杓選。僅かに砂礫粒を含む。  

こi．′l   ⑤外師こまt機。⑥貯蔵穴   

〔）5   肘   9．∠1  胴鄭はそろばん三lミ状をjliす  l腐潮ヨ＝けデ。胴榊ナ  口縁部ヨコナデ。   ①5YIく％にぷい樽②簡化③％  

8．′1  （動砂粒を含む。（軌廿蔵穴  

‘l．1   

坪   こi．0  ヘラミガキ。   ヘラミガキ。   ①5Yl〈％にぷい橙②恨化③完  

7．3  形④精選（む珠硝了頂上   

2．（；   

∴り／   



法主i旦  

番 号  船 形   郡高  船 形 の 特 徴   
①色調②焼式③域存④〃上l∴⑤備  

l二J7菜  

外ir】f 朋 幣   l刃i如 調 整   考⑥fl．1土状態   

底径  

ロ  商   材、  不明  胴部は直線的に開き、l二，緑  口縁珊ヨコナヂ。胴翻へ  口緑郡ヨコナデ。胴部放  ①7．5Ylミ％にぷい橙（診恨化（診  

20．1  制郡で怖かに内偵する。  ラミガキ。   射状のヘラミガキ。   坪郡のみ④砂礫粒を含む。⑥抹  

面池＿1二   

一括   椀   6．6  胴部は上下に潰れた球形を  l二】縁部ヨコナデの後にへ  l一1緑部ヨコナデの後ヘラ  （DlOYI（％赤橙（訃健化③％④梢  

12．4  ミガキ。   選（む赤色塗彩か。（軌埋め土   

5．1   

に稜を持つ。   

48   坪   3．25  ナデ ①10Ylミ％にぷい黄樽②酸化（卦  

8．6  完形④砂礫を含む。（◎床面†甘仁   

5．9   

－▲括   鞘   不明  胴郡は球形を呈し、】■1緑部  口縁郡ヨコナデ。胴部ナ  廿縁翻ヨコナデ。胴部ナ  （DlOYI～％桟プt‡橙（訃限化（勤％（む  

8．5  ア（，   精選（9外面に≠黒斑。⑥貯蔵穴理  

不lリ」   め二l二   

湾する。   

一括   椀   6．9  胴部はやや探い。口縁郡は  口縁榔ヨコナデ。胴部ナ  l二二】緑部ヨコナデ。胴部ナ  （D7．5Y工く％にぷい橙（訂椴化（診  

11．′i  兜iく他かに外反る。   フ‾。   デ。   ％④桝選（◎力量！め二l二   

62  高   林  不明  胴部は破線的に聞き、口縁  廿縁部ヨコナデ。川・描くへ  ，】緑部ヨコナデ。胴部へ  （D5Yl‡％橙（訃傾化（訃咋珊のみ  

20．5  ラミガキ。   ％④砂礫を含む。（参内面甜班⑥  

不明   抹面直上   

Y－5号1！J噴出二1二遺物観察表（怪】165、l）Ⅰノ．26・33）  

法競  

番 号   器 形   郡市   ①色調（参焼式③残存④胎」二⑤備  
岩浮 形 の 特 徴   外 面 鯛 弛   

口径  内 面 調 燕   考⑥＝土状態   

底径  

一括   椀   5．9  廿緩和は怖かに内湾ぎみに  口縁部ヨコナデ。胴部ナ  ！二1緑部ヨコナデ。胴部へ  （DlOYIり射こぶい弗樽②恨化（診  

7．5  デ。   ラミガキ。   ％伍）柵選⑤外汀両こ挟慨。⑥用鋸  

3．8   埋め土   

3   杯   5．2  底部は平底状の丸底。胴郡  l‾】緑部ヨコナデ。川・描くへ  口緑郡ヨコナデの後ヘラ  ①7．5Ylそ％橙②酸化③％④料  

13．8  は低かに内湾ぎみに聞き、  ラミガキ。   ミガキ。胴部ヘラミガキ  選⑤外酢こ黒澱。⑥J称鋸底汀ii。  

口緑部は直立する。外面に  による放射状の肺文。  な稜を持つ。   

不明瞭。  

杯   ′1．9  底部は平底状の丸底。胴珊  lト緑部ヨコナデ。胴珊へ  口緑郡ヨコナデ。胴部へ  （D7．5Y甘％橙②恨化（卦完形④  

13．7  は僅かに内湾ぎみに閃き、  ラミガキによる放射状の  

l二】緑部は泊：立する。外面に  昭文。   

不l州原な稜を持つ。   

坪   5．2  底部は平ノよ別人の丸底。川・描く  l二1緑郎ヨコナデ。川朝邪へ  仁」綾部へラミガキ。胴部  （DlOYlく％にぷい黄橙（診椴化③  

1‘1．∠1  は低かiこ内湾ぎみに聞く。  ラミガキ。   ヘラミガキによる放射状  完形④料選（9外師こよlを斑⑥J舶11  

4．～）  l二】緑部は破致する。外面に  のlけ一文。   底面   

不明瞭な稜を持つ。  

肘   12．6  胴部は上下に潰れた球形を  口縁珊ヨコナデの後に昭  ll縁郡ヨコナデ。   ①7．5YIモ％椅②恨化③完形（む  

8．0  足する。口緑部は怖かに外  砂粒を含む。（参外面によtも斑。（◎  

傾ぎみに波立する。   周堀底面   

2（え2   



遺物観察衣  

1′’6り1〃賞廿二11遺物観輿衣（図1（i7、l）Ⅰ∴ミ3）  

法jlヒ  

潜 り  H†1「   拙高   ①色調②焼式③残存④肌二巨⑤備  
据 形 の 特 徴   外 面 調 堆   l勺 面 朋 骨  

「＝菜  考（砂侶二卜l失態   

底径  

ロ  僧   形  17∴う  ビール脚を棚倒しにした胴  輯／必軋朋i伸こ′1叩イ■11の  相成型。   ①7．5Yl～舛灰（訃還元里緻③％  

旭   8．5  ④椚遇⑥用加埋めこ上   

9」！   

は小孔を持つ。   

1′1－5り1】朝川了1二道物観察衣（図17り）  

法jll二  

香 り  帯＋形   岩紺青   ①色調②焼式③残存④胎土⑤備  
器 形 の 特 徴   外 面 調 酪   

口径  内 面 調 照   考（軌＝」1状態   
底径  

一寸．1  回   坪  不明  l】緑部は直線的にl川く。l】  口緑部ヨコナデの後に昭  ヨコナデの後昭文状のへ  ①2．5Ylく％にぷい赤禍色（診恨  

16．2  文状のへラミガキ。川・摘5  化（卦％喧）梢選（軌町鋸底面   

不l刑   ヘラミガ1㌔   

ZニりJ・▼■t】－榔＝」二遺物観雛衣（図172）  

法二Itt  

番 り・  器 形   出前   ①色胡②焼式（∋戟存④肋二上（9備  
肌形 の 特 徴   外irli訓j 照   l勺 抽i刑 燕  

「】径  考（軌1性状態   

底径  

ー郁   鯉   不明  ナデ。   ナデ。   ①5Yl（％桁②健化③舛④砂礫  

不明  粒を含む。（9外面に炭化物の付  

！）．（；   靖。（馴1川】り棋め二1二   

Y、－・lり一二l・．j舶l＝・．遺物観察表（図182）  

法【】i  

祈・り  岩持 形   拙高   ①色調②焼式③域存④け信】二⑤備  
m 形 の 特 徴   外 面 削 脛   内 面 朋 当控  

口径  考（転出二】二状態   

底径  

椀   不l刑  ヘラミガキ。   ①5Yl〈％にぷい赤褐色②酸化  

10．‘1  ③ガ④拙速（①埋め」二   

不明   

二け－■   



∨－2号古墳出土埴輪観察表（例）  ＝軒位c叶  

透 イL  ハ．t，  川   焼  
Nり．  形態  媚高  ll径  底′～！  器厚  色 調  附 こ1二  成 γ＝洞 ㍑   伸i′ヤ■  

岨  成  

1口．5  基出  
ノl（0．9）  

0．（）  5Yli7／6  拙山新朋j毛‡】→凸抑l川 
90  八  二う3．5  （25．8）  ‖．し）   王う（1．1）  6  砂杵を含む  Ⅰうb  

0．5  1詣  r人jlniナチ  

C（1．7）   
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遺物観察表  

A－1号古墳 出土埴輪観察表  

透  孔  lリ】  用  

＼1  形催  拙絹  lI径  底径  湘厚  刷毛＝  色 調  胎  二】二  匁一占成  成 型 調 光  鵬 ：考  

下  段   ．1二  段       3   

八  35．3  22、1  11．65  1．2  13．・l  11へ一12  517Ⅰく夕‘  

l．1  0．8  明赤褐色   外面符董刷毛‖→突補聴付  
1，2   0．3  

27  八  22．8  1．1  11～12  2．51′】く％  

（1．1）  0．75  明赤褐色   †勺面縦刷毛吊  
0．・l  透孔イ三r  

31  人  31諸  2ニi．7  （‖．j5）  l．2  13．．15  2．51′Ⅰミ兄  

0．95  1．0  椙   内面縦ナデ  
1．・15   り．6  透孔左  

3（）  八  22．95    0．95  25＼’lく％  

赤補色   内面ナデ  
∩．5  透孔左  
C C 

19．3  1．】  川．5  2．5Ylそ％  外盲rli縦ナデ  

l．15  （）．9  明赤褐色   一句ir】iナデ  

1．55   n．8  

A  

D－3号古墳 出土埴輪観察表  

選  アL  凸   j－‡  

＼土  形態  冊祐  t】径  底径  課悍  刷毛十  色 調  胎  二1：  焼成  成 き皇せ 調 酪  鵬  さ行  

■ド  段   ．t・． J毀     2  

3R  八  11．8  21．5  11∴i  1．0  18．6  9′－13  7．51′Ⅰく％  Iil）  プ▲ち郡ノ】三  

1．0  †顎   外面＋縦刷毛‖→突瀾W困  

1．2   0．一1  l勺了√l盲別号部から朋中位ナナ  

C C 胴■い位～l】緑部斜刷  

ご已【‡  

二う7  A  22．1  0．8   7へ一8  101′Ⅰく％  

浅黄椙   軸獅斜刷毛‖  
5．7  5．・l  r）．5  

C  

F－1号古墳 出土埴輪観察表  

速  了L  凸   冊  

Nn  形す～．亡妻  器高  ＝径  底径  器lソ  刷毛11  包 子iI．Ⅵ  胎  二l二  焼成  成 弼 閑 雅  傭  考  
下  段   上  段  

八  32．8  川1  （12．2）  l．（）5  12．ミ）5  11～12  5Y】く鋸  Ⅰ＝）  外面掛6リ毛け→突鞘鋸困  

1．25  r）．55  Ⅰ往  内面＋＝絹斜刷毛卜l、胴郡、  

1．・】5   0．7  基底郡縦ナデ  

透孔右  

∧  （12．5）   12．1  川～1】  51′】くタ言  

（1．65  明赤褐色   l勺ir】i胴郡ナデ、基底珊け  

1．5   r）．l  デの後に刷毛Fl  

透孔左  

田  八  

（22．、】5）    （）．95  12～1二‡  51′】〈野  

0．95  5．85  l牲赤観世   l軸侶【1縁郡、桐畑斜ノJ■向  

（），こ）   の刷毛‡l  

透孔イ＝r  

八   12．25  l．15  ！1．H5  1】～12  2．51′lモク〈  

l．（泊  橙   州rlj二・】二に棋力向のナデ、  

l．（i5   rト15  その後に刷毛＝も＝  

C  られる  

二川’i   



F－2号古墳 出土埴輪観察表  

透  孔  ハ   冊  

Nq  形鰻  調帯  口径  底径  鞘捏  刷毛【≡】  色 調  肋  二L  焼成  成 型 調 燕   備  で考  
下  段   ＿l二  段  

A  （35．2）  （2l．7）  12．0  （0．85）  ‖．15  10～1l  10YI‡％  

1．2  0．95  亦   外汀汚損刷毛目－〉突珊肘寸  

し25   0∴う  l勺面□抜から胴部にかけ  

C   て刷毛目、基底椰縦  
ナチ  

105  A  （：軋3）  （2D65）  ll．95  0．p  ‖．0  12～15  2．5Ylく％  

1．0  0．り5  明赤褐色   外竹了縦ソ・デ→突即l州寸  

1．－l   0．25  r勺何科刷毛日  

A  36．0  （20．2）  （12．6）  （】．0）  13．2  10  7．51′R％  

（l．0）  1．0  樟   外面全体的に摩滅してい  
1．15   0．′1  るが、縦刷毛l十→突  

C H 椚貼付  
内面l二】緑斜刷毛H、胴部、  

溝砥部ナデの後に刷  
毛l圭lも見られる  

透孔左  

A  （35．25）  （22．7）  （＝．8）  0．95  13．5  5～6  2．5Ylそ％  

1．】5  1．】5  明亦掲色   内所【二l線刷毛目、胴部、  

1．25   0．3  貼底部ナデの後に刷  
三引三l  

101  A  35．65  （2j．25）  （12．25）  0．95  16．75  川．り  1‘‡．8  27．5  5＼′Ⅰく％  砂粒を含む  Cl）  外i桁 j樅刷毛目→炎情机廿J  口棟内†r】了  

（）．85  にぷい橙  内所口緑ヨコナデ、後は   

1．25   0．35  縦ソープ   
C C 

P－1号古墳 出土埴輪観察表  

旧l：l繰上郡斜別屯目lコ  

2（フ6   



迫物観察表  

透  乱  【リl  棚  

Ntl  形態  鵜端  口径  底径  鵜〟  刷ほ汗‡  色 朋  胎  二1二  焼成  成 三【隻 制 服  備  考  

‾卜  段   【二  段  

ア識  八  り0．0  2‘1．0  トl．5  1．15  15．8  1（；∴i  小一即．2  30．3  13．7  26．0  6  川＼∴l（r㌧  Aa  ⊇占郡 ∠f三   口緑内簡ヘラ  
l．一】5  6．り5  6．l  1．1  0．6  1，05  1．2  亦  外面 級別毛l享卜突帯1いi付  記号有リ  

2．l  7∴与5  6．15  1．05  0．55  1．0  内面縦ナデ  2孔－・対  

A n 速孔イ言  小札一礼   

別  八  lI2．1  2．1．35  13．85  1．35  13．3  5～（；  10Ⅰモ％  

l．5  1．25  赤   l月面l：l繰から胴郡にかけ   

2．5   l．0   て刷毛l≡はち底部ナデ   

：与3  八  38．3  25．15  （15．95）  （1．25）  11．8  1（〉～11  5＼′lモ％  l：1緑外面ヘラ  

1．3  1．0  椙   外面三l三に招刷毛【≒ト突椙  

2．55   0．95  貼付  
A   内而糾プブ向と縦力向のソ・  

デ  
透孔右  

∧  36．7  （22．95）  ‖．り5  （1．35）  11．3  51’Ⅰモ％  

1．・15  0．95  にぷい拍   外面縦刷毛巨トー突相貼付  
2．55   0．55  内面ナデ  

A  

5l  八  37．8  （25．3）  16．35  1．25  13．8  1′l．5  10．5  2l．6  10、・12  5Ylモクi  砂枇を含む  Ⅰ主l）  基部 左   【：】綾外面ヘラ  

1．55  0．95  にぷい1指  外而縦刷毛l‡卜〉突弓削州寸  

2．75   0．65  l勺而斜方向縦方向のナデ   

B   

15．25   （13．8）  5・一－6  い′Ⅰ‡％  Bb  外而卿剛毛【≒卜＞次期肘寸  

（l．55）  （l．0）  明赤褐色   内面ナヂ  
1．95  （0．75）  

A  

18  ∧      13．75   （12．0）  12～1こi  2．51′Ⅰく％  

（0．85）  ！托   外面縦刷毛l≡卜突肺肝J 

2．25  （0．7）  内面ナデ  

ア【31    3（；．95  2l．5  12．・l  1．05  11．6  lご、1j  7．5＼’】ミ％  l：ト拝外面ヘラ  

1．25  0．85  臓   外面縦刷毛‖－一噂川棚冊  

2．5   n．9  内所縦斜ノブ向のナデ  

5二；  1．5  6～7  2．51’Iミ％  

l．3  1．3  明赤褐色   内面刷毛！≡I  

l；．り5  6．0  0．り  

∧  

★1ト  1．65  16～17  2．5＼′1ミ％  

1．（i5  1，15  貼付  
（6．2）  （5．8）  0．75  内面刷毛【≡1  

10  八  35．75  23．15  ＝．1  （1．2）  12．0  l（）・－12  2．51’Ⅰ（％  

1．3  0．9  にぷい赤掲  外所租刷毛l」－・突椚貼付  

2．1   0．95  色   内面l：1結から胴郡は斜刷  

B  毛‖、基砥部ソ・デ  

適孔右  

G（）  八  13．8   12．25  12．5  10．2  lニi・－15  7．51′Ⅰく％  

（l．7）  2．l  にぷい相   外rn7揖刷毛目→突冊鮎¶  

2．85  0．8  内面三l三に縦ナデ、少し刷  
毛l壬】も見られる  

∧  ：う6．75  20．75  トl．9  0．り  ト】．35  l一】．65  12．3  2l．6  10・－12  51′1ミ％  砂軌を食む  Bl）  基部 ノi三   1二1緑外面ヘラ  

1．05  0．95  梢  外mi縦刷毛仁卜・突椚貼付  

2．5   0．8  内面口縁糾刷三引≡】、胴、  

A  さ1⊆底部は縦ナデ  

透孔左   

2り7   



透  乱  凸＋＋冊  

＼∴  形態  湘笛  「雌  底径  拙〃  刷ごE【l  色 調  肌  土  焼成  成 きぎ∠ 調 整   備  考  
下  段   ＿上  段  

八  37．2  （22．3）  ト1．0  l．15  1l．1  ‖．7  1l．5  22．1  1（）ヘノ1l  7．51′Ⅰくガ  砂粒を合む  lミ1）  基部 左   【I緑外面へラ  

内面「鳩緒欄J毛ii、胴部  

基底部は動こ縦ナデ  

「甘面ナデの後に拙ほ甘  

ご（左ヾ   



退物観察表  

透  孔  lリ】  冊  

軋  形傾  据捕  l：】径  底径  擁脾  刷毛目  色 調  脈  土  焼域  成 捜 研 盤  椚  ゴ控  
‾ド  段   ーL  段     2  3   

ア1ユ3  Å  39．3  23．0  1・1．8  1．1  15．2  15．8  小一は7．0   5～6  2．51′R％  砂粒を含む  1う1）  基部 左  

1．2  橙  外耐縦刷毛l≡ト突卿UJ付  

】．8   内所斜刷毛l≒J  

A A 透孔右   

人  （22．‘l）    （1．2）  5  5YR％  

（L射  一‡．7  （】．り  赤褐色   口繰上郡糾βり毛日  
（7．一り   （0．8）  州析斜刷三色l室l  

八  

八  （15．0）   13．9  巳  51′J～％  

1．ユ  赤褐色   外面縦刷毛l‡ト巧封酬封寸  

（2．1）   0．5  内簡斜刷毛目  

P－6号古墳 出土埴輪観察表  

透  孔  凸   鞘  

Nn  形！幽  紹捕  口径  底径  湘辟  刷毛闇  色 邑明  胎  土  焼成  成 地 肌 境  備  考  

下  段   －1∴  股     Z  3   

アー2・l  2礼2対   

1．2  睡  1‘l．05  1．95  1．6  5．05   内簡縦ナデ  

l．75   H   透孔右  

アー？さ  29．5    1．35  13～l・】  2．5Y％  lit）  外面捌い机刷毛l主1－－実相  

0．85  5．′15  

0．7 （）．1  
貼付  

5，65   0．5  内面l二瞞紺冊紆毛目、胴部  

A   主に縦ノーデ  

透孔左   

内所［】緑．h邪描刷毛日、  

内了而Ⅰコ線上部斜刷毛l室i、  

lコ緑下郡～基底部ナ  

了鮒剛毛lかザ突相貼付  

l勺仰：とに縦ナデ、その後  

に械ソ了向のソ‾デも見  

口緯‾1ご邪～状ノ戊部損  

2の   



・基底部、主に縦力向  

‡勺而□抜上部斜刷毛目、  

l：】縁下郡基底部タテ  

Q－1号古墳 出土埴輪観察表  

透  孔  lリ】  榊  

N8  形態  裾苗  口径  底径  拙〃  備  で考－  

ド  段   l  段  

▲17  L5  6一－7  2．51′R％  

1．2  l勺面斜刷毛口  

ト  色 開  胎  二Ⅰ二  焼成  成 ∠相 計り 潔                      l  ロ  ロ  

2J〝   



遺物観察衣  

透  孔  凸   相  

＼亘  形態  ㍑Hirり  ＝祥  兢律  湘〃  刷毛l】  色l」  胎  ご1二  焼成  成 輿 調 離   備  ＝サ  

下 l‘生   ，上  段  

n  （L178）  
ミl～川  51′lく％  

l．1  5．1  l．（）  描   胴郡縦刷毛l】の，とに  

（5．じ）   （・lli）  （）．7  一別j毛l】  

卜加rli斜刷甘l  

57  八  15．S   1】．l  ト1．2  111  H～リ  7．51’lく％  

l．（）  1．3  橙   外面縮刷毛＝－・突絹肋‖  

2．1  lトH  
別離縦刷毛＝の卜に  

描刷虻十  
l勺irli余潮目上l】  

八  （川．8）   （13．5）  川＼′Ⅰくガ  

（†）リ）  にぷい橙   朋郡縦吊り毛＝の．巨に  

（2．3）   （（）リ）  楢刷毛古  
l勺面斜刷七l】  

1I十ト  ロ  5t）．2  ▲ほ」i  1二う．G  1．t  1し；．t）  1lIt  27．8  27．1i  1（i．2  封．（）  ：15．ボ  7～9  7．5＼71くクく  砂粒を合む  l＝）  外1r蔓i紺別毛‖－・突′∫削もl－付  2孔2刈  
1，・1  樟  月「亜膵掴」毛【！の上に  

1．6  描ノノ向の刷毛＝  

2．0   l伸銅斜刷毛‖   

∨－2号古墳 出土埴輪観察表  

透  孔  【111  相  

＼亘  形態  舶高  l】祥  JJ一く7羊  据〃  刷毛十  色 調  肋  二巨  焼成  成 型 調 酪   備  巧 

l  段   卜 l妻       3   

り＝  八  ：！：i．5  （25．8）  1l．t）  （l）．！り  （10．5）  6  51’】く％  外t両脚糾毛lト頬淵刷削  

（11）  （り！り  l指   内面ナデ  諾己Iiイfリ   

1．7   （（）（i）  透孔イ「   
八   

アJl  八  ニ！5．（）  22．2  ‖．1  1．0  】：i．l  111  11）．り  2り．1  7へJ8  1爪′1く％  l】矧上川了ヘラ  

5．じ  1．5  テ．射■tl昔    外ir】i紬6り毛lト王矢川肌Ii付  
1．5   7．5   い．6  lパ面l滅紺軋卜世け斜刷毛  

∧   】うl）  北部 ノ】二  

【l杜郡■卜宰～）、胴部  

描撫で  
丑購桝斜撫で  

透孔イr   

／10  八  ：う2．5  2」l．ボ  12．8  川」  ミl～川  1（）】く％  t！l〉  基用；ノfミ  

6．l  n，！l  

赤潮色       外trli紺旺E‖－・突欄州寸 l月面l」綾部斜㈲ほ汗  1．8   り．し；  

八   胴部基底部縦・ノ・デ  
返礼ノ．ミ  

ソ′12  八  3t，（）  （2・1．0）  2Ll．l）  1∴i  ‖】  】1（）  11り  2（）．3  

l．（）  n．8  にぷい†指    伽rlil二】綾部斜j5r」・［トl   
1．1i   r）．ボ  

5～（；  1〔l＼’1く％    Iil）  外面 掛川毛‖・突邦貼＝  lト緑外面ヘラ  
胴椰基兢珊瀾サデ  

八  送礼イ】‘   

アー！l  八  32．7  2l．5  15．1  l‖（）  

1∴i  l）．ボ  にぷい1窪  

1．H   り．5  l勺拍iナデ  

∧   9  7．5＼′Ⅰく力     皿  Jl用；ん 外面縦 透孔イJ  

2孔2対  

1．0  3．5  2．ホ  5．8  5∴l  l）．ミ）  n．（；  り．り  ン’11  八  3！）．】  2（i．り  17．1  1．l  小孔9．9  10」与  18．0  川．7  ト＋∵i  lしi．H  2・1．リ  10～11  j一ち郵1日用％  ㌫諾冊  lミl）  よ用（ん                          洩裁障    外面 縦刷毛＝→異邦胤¶  小孔一対  
（・1．2）  （：i．1）  8，（）  11，7  n．7  ll綾部  内1鋸 ナデ   

1．5  八   2．51’Ⅰく宛  

1指  

5R  ∧  （：う5．0）  （2右0）  （ト1．6）  （l．1）  （11，∩）  7′、9  5＼’】く％  

（l．一り  （1り）  にぷい赤掲  l勺面ナデ  

（1．！））   （（）∴り  色   適礼イr  

∧   

ニリ／   



透  孔  lリ】  椚  

N8  形態   器補   口径  底径  据厚  刷毛月  色 別  胎  二】二  焼成    成 呈iリ 調 肺    臓  考  

下  段   ．l： 段  

62  （18．1）  （l．0）  2（）．一1  

（1．1）  ‘l．6   浅黄   外両一指刷毛日→突用船付  
（1．1）  （5．0）  内面ナデ  
（l．‘り   B   選礼右   

56  A  （1・1．0）  （1．1）  13．5  5～6  51′1そ％  

（1．3）  1．1  明赤褐色   外面縦刷毛目－－突昭貼付  

（1．‘1）   0．6  内面招ナデ  
A A 透孔左   

基底部縦方向のナデ  
の後に少し桝ノブ向の  

2J2   



遺物観察表  

遷  孔  凸   椚  

Na  形億  損調  l：】径  底径  拙〟  刷毛【壬1  色 糾  胎  ニi二  焼成  成 呈2イ 約 亜  仰  さ堵  

‾ド  段   上  段       3   

3り  A      1‘1．7   13．3  10．1  8・－9  5YIミ％  

1．0  0．95  にぷい橙   外面絡町屯］→突榊貼付  

l．65  0．55  内汀再づ・デの後に所々刷毛  
A   Hも見られる  

アー6  A  35．25  23．15  13．95  l．15  1‘】．0  1一】．3  9．65  19．95  胴外師ヘラ記  
1．2  0．9  拉  6一－7  2．5Ylミ％    Bl）  兆郡 む  2．l   0．85  は縮刷毛日→突楷貼  

B   付  
l勺汀l了□緑郡と胴部構方向  

のナデ、基底榔縦方  

向のナデ   

アー3  八  3－l．5  26．95  15．75  0．り5  13．5  1：う．9  9．5  20．（）5  胴外面ヘラ記  
1．3  1．0  位  
1．75   0．65  

6～8  5Ylく％    皿  兆郡 左  

1（）・】  八  こi・】．6  23．5  15．6  1」  13．0  13．・Ⅰ  （9．8）  （20．り  7～β  51′J～％  砂親を含む  指b  基翻 左   椚外面ヘラ記  
1．3  （1．2）  瞳  外面和則毛呂－－突冊勅≠  

1．り5   （0．3）  州折［】緑描プテ何のナチ、  

胴部、基那縦ノブlrりの  

リ・デ  
辻丁し1二   

5．t    3・1．35  211．7  1．l．3  1．（）5  1▲1．55  トⅠ．95  （9．1）  lり．6  6～7  7．5YIモ％  砂粒を含む  Bl）  北部 イ＝i   l二】矧人榊トラ  

（1．35）  （1．1）  撞  外而縦刷毛臼→突イ桝州寸  
1．65   川．35）  l勺桐口緑部縦方向のナ  

A   デ、胴部、さ．摘珊灘  

ノJ向のナデ   

〉－4号古墳 出土埴輪観察表  

透  孔  tリ1  祁  

N8  形値  椚弼  口径  底径  湘〃  刷毛l茎】  色 別  胎  ⊥  仇成  成 型 開 始  備  考  

下  段   ーl∴  段       3   

A  36．7  22．55  9．95  （l．15）  （10．▲l）  101′R％  

（1．  （1．05）  にぷい荊撞   州riiに澱斜刷毛日、基底  

7．25   （0．・き）  榔胴部招ナデ  
（1．65）   Å   透札差  

∧  35．15  23．一15  12．55  l．1  13．75  1－l．2  小一は2．l  22．・1  9．9  20．5  5～7  101′Ⅰそ％  砂粧を含む  lうa  基部＋査   2孔l封  

1．15  にぷい典Ⅰ托  外面＋縦刷毛H→突朝胴胴  

l．7   内面仁Ⅰ縁糾刷毛乱闘鄭題  
成郡縦方向のナデ  

透孔宥   

アー？3  ∧  3・1．15  22．一15  13．一15  0．9  8．75  

1．1  0．95  にぷい黄橙  
8～9  10＼′R％     Ba  基郡わ 外獅縦 

刷毛！喜卜，突語貼付  

1．1   0．6  内面ヨ三に縦ノブ向のナデ  
A   

アー22  ∧  3・l．55  23．95  11．55  l．0  10．一l  

1．05  1．0  撞  7～9  51′1ミ％     Al）  基部∠王 外面紛 糾毛l㌢イ好肝貼付  

l．・1   0．5  内面三i三に縦加句のナデ  

A   

アー17  A  32．8  21．0  12．55  1．0  13，6  1‘l．0  小iは1．6  21．t）  10．5  20．5  

1．15  橙  
8～り  5YR％    Aa  外面 縦刷毛i喜卜突子割賦付  2孔1対  

lJ、榊7に傾斜j6リ毛目、胴部、  

1．5   基底部縦方向のナデ  
後に棚方向のナデも  
見られる  

透孔∠r三   

ア一箱  ∧  こう5．3  2‘1．9  ト1．8  （0．9）  9．7  S～9  101′1ミ％  

1．1  l．05  外面級晰毛］－－突邦鮎付  

l．65   n．．】  l勺面三l：に縦プ了向のヅ・デ  

八   にぷい曲橙    1与a  基部才一：  

2J3   



透  孔  凸  ；jけ  

Nn  形態  服嵩  口径  底径  附捏  刷毛l≒】  也 調  胎  土  焼成  成 皇担 調 職   備  考  
下 1数   ＿J二  段  

アー2】  A  32．2  24．0  14．‘】  0．95  12．0  12．・1  7～8  101′Ⅰモ％    Ⅰうb  J－ら汁iイ★｛   口綾部、胴部  
1．15  1．2  

内†何ヨエに縦ソブ向のナデ   
I．55   

8．6  19．5  

アー】8  A  3・l．6  22．5  15．0  1．1  15．‘l  15．p  小孔22．0  22．0  11．1  20．8  

にぷい弗梢    外用■i紹刑毛「トー突冊貼付   遭彩か？  

1．25  抜出  

り  5Yタ≦    A；l  さ▲粁耶左   
外了√ii級別毛i三卜突梱ら！．付  

1．55   内面l二腐朝制刷毛H、胴  
A   2孔1対  

小孔l礼  

7－   

A  25．3  0．95  8～！）  7．5YIそ％  

0．8   0．り5  にぷい橙   l畑鞘縦方向のナデ  

（8．15）  （6．9）  0．5  

6∫】  A  11．5  0．9  8．7  8～9  2．5Ylく％  

（0．95）  1．0  淡曲   付而三l三に縦方向のナデ  

1．5   0．‘1  

B   

61  A  23．6  0．9  ト  7．51’1ミ％  

（1．15）  1．15  にぷい橙   l勺印了縦方向のナデ  

0．5  

63  A  12．6   8．7  7～8  5Yrく％  

（1．1）  1．0  梢   外訂汚縦刷毛l≡ト突引紬付  

（1．55）   0．45  内面：1三に縦方向のナデ  

5 A --- 13．一l  （l．2）  8～！）  5＼′Ⅰ〈％  2孔1対  

（1．25）  0．9  椙   外i而鰍剛毛l室卜喫伸び∫付  

（1．55）   2．▲15   l甘面l：魔糾机三引三】、胴榔、  

A  基底榔縦力溝のナデ  
の後に研方向のナデ  

A  3‘】．7  23．1  1・l．95  1．05  13．55  l‘t．05  小γは1．5  21．7  10．2  20．l  8～！）  2．5Yガ  砂枕を含む  Aa  外耐 鰍別毛H→次雄摘一付  2孔1対  

1．15  灰曲  内耐l二】緑斜ソ川りの刷毛【享】  小孔1孔   

1．7   

A   

A  （32．95）  （23．0）  14．4  （0．9）  （8．7）  8～9  5Ylく％  

（1．2）  （1．1）  外面縦J腔引宣卜突て削晰j●  

1．5   （0．d）  内所ヨ三に斜縦力l句のナデ  

A  遠孔∠iミ  

81  A  （33．3）  （22．2）  （12．6）  （0．8）  （り．6）  8へ■！）  1（）1′1〈％  

（0．95）  （1．1）  にぷい曲撞   外面鰍ポリ毛l≡l  

（1．1）   （0．5）  内面縦九句のナデの後に  
B   榔方向のナデ  

83  A  33．0  20．75  12．55  0．85  10．1  7～9  2．51′1ミ％  

1．05  1．05  淡亦撞   外面縦刷毛l茎ト〉突イ桝肘寸  

l．5   0．′l  内所口縁斜刷毛‖、胴部  

基底部縦ナデ  

A  33．8  （19．95）  （12．35）  0．り5  12．75  13．1  7～！）  10Ylそ％  砂粒を含む  Aa  外耐 縦刷毛甘→突叩貼付  2孔1対  

5．5  にぷい曲梢  内面口縁斜刷毛‖、胴兆   

′1．65   底郡撫で   
B H 

76  A  （11．95）   （11．4）  7～（）  7．5YIミ％  

1．35  （1．1）  にぷい位   外斬紺別毛l≒トー炎冊貼付  

1．75   （0．5）  内所縦力向のヅ・デ  
A  

2ヱ4   



遺物観繋表  

透  孔  【l  榊  

＼十  形傭  据わ  【】往  底径  摂〃  刷＝引】  色 調  肋 ．・上  焼成  城 ぎP」調 整  鮎  ±考－  

’卜  段   ．上  段  

八  23．．15  l．1  小才L  7～H  7，5＼’【くタく  

3．25  1．0  撞   内面l】緑斜緋色FJ、胴部  
2．▲】   t）．l  ナデ  

透孔イf   

榊  八  l：う．n   8．！）  り  7．5＼’】そ％  

0．95  （1（）1）  梢   外面薫別伸毛‖－・努騨捌、†  

l．】   い∴j5  内面縦方向のナデの後に  
情ノJ■l／－」のナデ  

八  （1こミ∴う）   り（）  7～8  7．51′t（％  八；l  基部ん  朋外面ヘウ紀  
115  Ⅰ．r）5  にぷい掲色   外面舅射紺毛トト・突用肘冊  

‥」  内面縦ナデ後に柏ナデ  
八  

甜  八  1：う．2  （1（）5）  8  2．51′Ⅰく％  

（1．15）  い．t）  梢   l勺耐：音‡に縦ノブ向のナデ  

（11；5）   （），（i  透礼ノーミ   

川2  八  ：iH．15  23．55  （13．95）  1】．5  11∴i  ‖．7  小一し23．2  2ごう．G  1り り  21．l）  l；′、7  7．51’lくク‘  砂粒を含む  ∧l）  外面 月掛剖毛け→突用肘刊  2札1対  

l．】  にぷい褐色  lノ油Ii【蘭郡刷毛lしm榔、   

（l．（；5）   基兢榔魔力IF－Jのナデ  

通孔イr   

！）8  八  ：1：与．5  （21．‘り  （1・l．0）  （0．8）  ミ）．6  8～！）  川＼’Ⅰくガ  八；1  外面組町毛けイ財制‡‖寸  

0．P5  115  にぷい劇瞳   軸郁三i三に縦リノ向のナデ  

1∴与5   Ol  遠孔イf  
八  

（用  八  二亨：i．0  （19．65）  （1」．05）  1．n  12，じ  1ニi．2  （），7  （2tl．7）  7【〉t）  2．51’I〈％  砂粒を合む  ∧石  外面 縦刷毛lトー突邦規制  胴外面ヘラ紀  

1∴i5  】り5  にぷい持  ト加机縦擬での後に楢ソ・デ  
1．犯   （1．】  透孔左   

八   

八  ：与5．2  （25．（り  （13．95）  （1．（り  （川．7）  ト、十†  2．5Y力  Aこl  外面掛別毛‖→突禰照皿  

（1．25）  仲．85）  彼此   伽而卜瞞紺㈲脚三引Ⅷ開削  
（l，ボ5）   （り．2）  基底部ナデ  

透孔み  

紺  八  ：喜3．2  （2l．（り  ‖．（）  （0．椚）  （！）Ll）  ∵－＼ト  7．51′tく％  

（1．15）  （l．い）  にぷt＼4詣   外i如紛8リ毛Fトー突翔規制  

1．1   （t）．3）  l句面ナデ  

透孔イJ  

八  こiこi．（i5  23．5  （13∴i）  0，！）  （り．・l）  8一－ミl  101′Iiプ≦  

（l，2）  （11）  にぷい鵡撞   軸「！i【】緑郡斜ソノJ／】jの刷毛  

（1．35）   （（l，7）  

八   胴珊、基底部糾ノJ向のナデ  

精  八  3．l．55  23．75  （1】（））  1．り5  12．耶  1ニi．2  小才は1．2  2l．t；  11）．1  1ミ）．？  8～リ  1肌’】く％  砂粒を合む  ∧臼  外面 縦刷毛【王   2礼1刈  

1．15  にぷい裁憤  l月面l】緑郡斜刷毛【l、胴   

1．ボ5   郡、基底円けデ  

透孔イi   

トト  八  3：i．25  （2こぅ．こぅ）  1：う．1  †十＋ト（  （2り．7）  7一－8  2．51′タく  

（1．15）  1】5  i－如才   外的i鰍81」毛トト・突榊貼付  
1．35   り1  l月面斜方向と縦ノノ向のナ  

デ  
透孔ん  

ア1  八  こ！Ll．！）  21．ぐ）  12．5  い．95  ＝．1  1115  小すは3．0  2こ‡．0  11．】  2l．り  

10～柑  7，51′Ⅰく％    】うil  北部 ノ．て   
全体的にうす  

1．3  にぷい梢  外面縦刷三引】（拙かいの  

1i15   と太いの）突相貼付  
八  内面l】縁斜刷毛＝、胴部  

よち克‘l淵；縦ノJJ「りのナデ  

透孔ん   

ご／．・て   



透  孔  lJJ  榊  

NQ  形態  器高  「‖姜  底径  拙〃  刷毛【‡  色 調  胎  ニl二  焼成  瑛 彗■∠ 別 離   備  考  

‾ド  段   ．ll 段       3   

アー1  八  3▲1，0  23．8  l‘1．9  （l．0）  13．7  1．l．3  ′Jイ121．芯  21．85  1（l．5  2r）．－1  2孔1対  

1．3  蟻弗橙  7′〉8  1爪′lミ％    人工1  基郡 左  外面組町毛卜・突棚州寸  

1．6   内面＝緑斜j6り毛l＝ト可部、  

八  基砥部縦方向のナデ  
の後に偶力l／ijのナデ   

A  2l．2    0．85  8～（）  川1’】i％  

0．95  （l．（））  にぷい朗椙   内面l】緑郎軌跡引】、胴   

（（）．1；）  部縦方向のナデ  

八  

Yl－2号古墳 出土埴輪観察表  

透  孔  【】  照  

No  形態  損高  ＝径  航行  据付  J5r托‡†  色 調  胎  ニ1二  焼成  成 ∠il∠ 別 離   f欄  さぢ 

下  段   上  段  

小孔－  35   八  23．6  1．0  8  5＼′Ⅰ〈％  

1．l  5，5  梢   l【】縁郡胴部縦刷毛＝  

7．5   n．7  の上に桃川毛‖  
内面ナデ   

八  （‖．1）   12．5  8・・）t）  7．51′Ⅰく％  

1．▲1  （）．9  にぷい橙   胴部縦刷ご引】の土に  
1．7   （）．7  鱗刷毛【，  

内面ナデ  

Y】一5号古墳 出土埴輪観察表  

透  孔  lリJ  榊  

Nn  形態  器祐  l】径  底祥  器悍  刷毛tI  色 調  肋  二t二  焼成  成二 封14 訳 解   僻  でぢ 
下  段   ．上 l二坐  

75  A  ‖．0  28，2  18．5  9．0  （18．5）  （18．5）  28．5  26．5  12．3  27．n  lうヘノ7  5YIく％  砂粒を含む  Ⅰうt）  外i両 脚机毛「トー突榊貼付  2孔2対  

l．2  橙  胴部l】緑郡拭刷毛ト】  

（l．3）   速孔左   

エリバ   



遺物観察衣  

丼
辿
 
 

1．8‾ト   

ニこ：■：  

⊂コロ  
ー 1l   （   

l）  

蟻廿冊’最誹  

沼イl◆与川■ミj貴．1l■－  

『1   
⊂こコ〔二⊇二   

止ノ」  
桁イ】‘製紡帥車   

上三 ㌧ ■■■～  

剣里捏造．1．】．  

二に類・鉄岩昔等計測未 ノ、L例  

2ノ7   



A－1号古墳 1号石室出土玉資貢計測表  

t） （n11）  C  （川1）  （1 （c州）  C  （c川）  

Nn  【【】（－，才一  ；l（川）  r（川l）  沌さ（g）  

幣 玉  （）．75  2．8  

勾 三ーミ   1十J   0．1  う．り   

ニi．2  l．75  ∩．‘i  バ．2  

乍†；丁ミ  （）．（；  】．7  

2∴う  （I．7  2．（う  

紡錘車  1．（）  巾  Jゾみ  孔径  巾  厚み  孔祥  巾  厚み  孔祥  巾  厚み  孔祥   28．n  

ガラスヨミ  （）．1  （仁（〉  

S  三lミ  l）．（i5  0．2   l．R  

四  1．35  （）．～）5   1．25  0．35        1．ご）  

ガラス三ーミ  〔）．8  0．2  （）．5  り．（i  

→折   0．75   0．2  （）．5  り．5   

A－1号古墳 2号石室出土玉柏計測表  

t） （Ⅲり  C  （い＝）  （l （cIll）  C  （c【ll）  

No一  ん－，名  ヱ1（川）  r（cl11）  消さ（g）  

小  ルみ  札径    厚み  孔祥  巾  J■ノみ  孔径    厚み  札径   

1宰 二1ミ  0．バ  （）．1  （）．78  

2  0．2う  り．（i  0．7  

0．85  n．1r）  （）．（；  （）．（；  

（）．8  0．15  （）．t；  0．7  

ロ  0．15  （）．2  り．】  

川  n．l  り．／l  0．2  

n．5  0．15  （）∴ミ  （1．2  

一括  （0．1）  （）∴う  （t）．1）  

ロ  ニ1ミ   （）．桁  ‥．2∫i  l∴i   

BH－4号住居 出土玉類計測表  

t） （（：【11）  C  （川）  （】 （川）  C  （川）  

No  ．■－．】一 名  ；l（川1）  r（u11）  的さ（g）  

巾  悼み  孔径  巾  厚み  孔律  巾  厚み  乱行  両  厚み  孔径   

田  紡 錘 坤  l∴う  2．（；  1．1  り．H5  l．0  2日．2   

F－1号古墳 出土玉類計測表  

l） （川）  C  （0‖）  （1 （cm）  U  （0‖）  

Nn  ．1．】】幸一  ；l（Ⅲ1）  r（clll）  爪さ（g）  

ヤー1■  孔祥  巾  〃み  孔祥  巾  Jリみ  孔径  巾  厚み  孔径  

‘l．8  l．‘1  l．7  トト  （）∴う  （）．15  G．5   

川7とミ  1．7ご）  り．7  l．（）  （）．！）ごi  （1∴う5  り．15  り．8   

∴リ．ヾ   



遺物観劣等衣  

G－2号古墳 出土金環計測表  

l） （川）  C  （u‖）  （1 （m】）  e  （川】）  

No  ん■■ 名  ；l（い‖）  †しし★1111  爪さ（g）  

ノlノみ  孔径    厚み  孔径  巾  厚み  孔祥  巾  厚み  孔径   

金 鞘  （）．G  2．7  

2  l∴㍍   し）．う  2」   

GH－6号住居 出土玉計測表  

l） （川1）  C  （い‖）  （t  （c‖）  C  （cl11）  

Na  ■■－【－－ す一  ；l（川）  r（u‖）  印さ（H）  

巾  ハⅠみ  孔祥  小  Jゾみ  孔祥  巾  厚み  孔径  巾  ノリ：み  孔径   

【・捕  l二二】  三 lミ  （）．5  0．2  （）．5  り∴i  0．1   

GH－7号住居 出土玉計測表  

l） （川）  C  （（W）  （1 （川】）  C  （川1）  

No．  【1－－－ す－  ；l（0‖）  rしし＋111十  さ11さ（g）  

巾  厚み  孔祥    厚み  孔祥  巾  Jゾみ  孔径  巾  厚み  孔径   

臼   三 1ミ  り∴i  ∩．1｛i  （）．5  t）．35  （）．1   

GH－10号住居 出土玉類計測衰  

t） （川1）  C  （n‖）  （1 （い‖）  C  （川）  

No．  ．【】t】】†．  ；l（川）  r（〔‖）  爪さ（g）  

小  Jゾみ  孔径  小  厚み  孔径  巾  Jゾみ  孔祥  巾  Jゾみ  孔径   

（i8  れ製模造品  ：う．7  2．〔i  ：i．〕  2．75  り．2   （）．l  1：う．′l   

HH－6号住居 出土玉類計測表  

1） （川）  C  （ぐm）  （1 （ぐm）  e  （‖‖）  

No．  ん】一 す．  il（u‖）  r（い‖）  重さ（g）  

巾  〃み  孔祥  巾  捏み  乱雑  巾  Jワみ  孔祥  小  〃み  孔径   

トl！）  l．55  〔）．H   ∩．8   ‘】2．9  

－－▲折   王  
（甘什肛踪晶   

1．H  l．15  り．（i  1．55  り．2  5．2   

′172  ／ノ（ノ／）   2∴i  l．l  1∴‡こi  ∩．85  り∴i  l．25  r）．15  2．0   

KH－2号住居 出土玉計測表  

1） （川）  C  （（W）  （】 （（・l†1）  e  （ぐm）  

Nし），  ■■－【－】名  ；l（い‖）  r（＝‖）  消さ（H）  

巾  厚み  孔径  巾  〃み  ・fl一律  巾  Jゾみ  孔径    ノリみ  イL径   

l  イ闇模i畏■【．．】－  ：う．（i  （）．8  上りごi  （）．35  0．85  り．2   l．り   

一描  ロ   こう．7  り．9  t．2  l．1ぐi  0．55  り．l   こi．り   

エリリ   



い」－2号住居 出土玉類計測表  

t） （c111）  C （＝‖）  （！ （cIl】）  

No一  山一 名  il（n＝）  十十し1111  沌さ（H）  

巾  〃み  札径  小  ノゾみ  孔径  小  厚み  孔径  小  厚み  孔径   

ト1†  イー製模造品   5．（i  l．（；  2．25  l．7  t）．ノ15  0．15  ！）．′l   

∨－2号古墳 主体郡山土過物計測表  

t） （cm）  C （い‖）  （】 （n‖）  C （川）  

No  ん】，才一  ；l（u‖）  f（clll）  i托さ（g）  

巾  厚み  孔径  巾  J一7み  孔径  巾  厚み  孔径  巾  厚み  孔径   

12l  l．（）  1．75  （1り．8）  

一打  1l．う  1．0  （1二i．1）  

鉄鉱  ニi．25  （！）．5）  

7」i5  二i．1  （l（）．！））  

8  7．！）  ：う．25  （16．0）  

2  l．！）5  1．′1  （2二i．8）  

銑鉄  （ニー．5）  （】Ⅰ．8）  

7．（i  ニ！．（）  

∠lJi  

）（25・（～）  

川】  7．2  ニi，！）5  

10－2  Jl．ボ  
ト27・7）  

l  2∴i5  2．0  ごi8．2  

3  1十十tl  2∴う  

3∴）  2．1  2．し）う  5．H  

3．り  l．（i5  2．8   
13   こう．′l   1．（）   2」うEi  0．6  

∨－8号古墳 石室内出土玉計測表  

l） （clll）  C  （Ⅲl）  （1 （川り  e  （ぐⅢ）  

No  ■171宰■  ；l（ぐ111）  r（c【ll）  戎さ（だ）  

小  ノリみ  孔径  巾  〃み  孔祥  小  厚み  孔径  仙  ノリみ  乱行   

漆三tミ  り．15  0．（iこi  0．2  

0．8  t）．1  （1．（n  り．2  

（〕．8  り．15  0．（；5  り．3  

・l  0．75  （）．15  し）．（；う  （）．2  

5  0．7亡i  0．1  0．（う5  0．2  

0．75  （）．1  r）．（う5  0．3  

0．（；  0．l   0∴i  0．l   

∨－9号石榔 出土玉計測表  

l） （c川）  C  （川）  （1 （川1）  e  （m】）  

－1Jl名  とl（ぐ川）  r（c‖） 拍さ（g）  

巾  〃み  孔径  巾  Jゾみ  孔祥  巾  ノワみ  孔径  巾  厚み  イL径   

「：一玉  0．2  0．′j  り．2  

コハク三Ⅰミ  0．1  （）．ボ  （0．2）  

2  （0．リ）  （0．15）  n．8  （0．1）  

（（）．8）  （り．2）  （1．0）  （0．2）  

（n．（i）  （（）．2）   0．f）  （0．1）   

二）∴Iり   



遺物観察衣  

A－1号古墳 周堀内出土漆玉計測表  

No   こl（Ⅲl）  1）（c‖）  C（川1）  （l（川1）  損さ（H）  N〔1   ；l（川1）  t）（川1）  C（cl11）  （l（川1）  消さ（H）   

0．8   0．l   0．氾   （1．8   （）」i   0．7   0．18   0．8   0．8   0．5   

0．t）5   0．l   （）．78   0．（i   l）∴i   う8   （〕．ボ   0．1   0．8   （）．H   （）．5   

n．8   0．1   l．1   0．t）   （）．‘l   0．75   （）．1   0．72   0．8   0．l   

0．8   0．1   （）．8   ‥＋丁．l   （）．‘l   （拍   （1．9   0．12   0．8   0．8   （）．′1   

0．85   0．1   （）．ボ   0．7H   （ト1   0．7   0．12   0．〔i2   0．（i5   （）．3   

0．8   0．15   0．R2   0．7   （1．う   （i2   0．88   ∩．15   0．ボ   ∩．8   （）．う   

7   0．78   0．l   0．R   （）．7   （）．′l   l〕．82   （）．18   0．7う   0．82   n．（；   

ト   0．68   0．1   ∩．R   （）．7   0．5   嗣   r）．8   （）．2   0．8   0．（）   （トl   

0．8   0．1   0．H   （）．ボ   （）．∠l   lうJ   0．9   0．18   0．9   0．7   0．（；   

川   0．8   0．1   0．8   （1．8   （）．5   （i6   0．8   （〕．15   0．7H   0．ポ5   0．5   

0．B2   0．12   0．り   0．8ごう   0．5   （汀   り．85   （）．1   0．72   0．8   n．5   

0．82   0．18   0．8   ‥．7   （トl   ㈹   0．78   0．18   0．！）   0．7   0．5   

0．7   （）．2   0．8   l）．バ   0．（；   0．9   0．2   0．！）   ∩．8   r）．6   

‖   0．8   0．1   （）．B   （）．リ   0．（i   （）．85   0．1！）   0．7ごi   0．7   （）．う   

15   0．8   0．15   0．（）   （）．バ2   （）．う   0．75   0．18   0．R   0．82   0．5   

0．7ご）   0．l   0．7   0．85   （）．5   （）．75   0．1う   0．！）   0，78   0．l   

0．7   （）．18   0．！）   り．ボ2   〔）．5   ∩．S   0．15   0．8   0．8   （）．1   

18   0．9   0．12   n．8   （）．H   （）．7   0．75   0．18   0．8   0．8   l）」i   

0．8   0．2   （）．72   り．郁   r）．5   り．8   0．15   0．8   0．ボ   0．1   

20   0．8   0．2   ∩．ミ）   0．バ   （）．（；   （）．B   0．1   0，8   0．7ごi   0．i   

0．8   0．18   （）．！）   （）．7   t）．6   0．S5   0．2   0．8   0．7   （）．5   

22   0．75   0．18   0．バ   （）．リ   0．5   0．72   0．15   0．駆   0．H   0．5   

0．72   0．18   0．8   0．7   （）．l   0．8   0．1日   n．75   n．8   0．5   

0．7   0．18   0．H   （）．8   0．ノ1   Hり   り．8   n．2   0．8   0．ボ   0．5   

25   0．8   0．15   0．7日   0．H   し）∴ミ   バ1   （）．8   0．2   0．8   0．H   0．5   

2（i   0．9   0．2   0．H   （1．7う   0．う   H2   n．7B   0．1～う   0．8   0．8   （ト1   

0．78   0．1   0．7   0．75   0．′l   8：う   （）．8   0．2   （）．8   0．7   0．5   

28   0．錮   0．11   n．バ   （）．（；   （）．l   糾   （）．85   0．2   0．8   0．8   0．‘l   

0．8～）   0．2   0．f）   0．（）   （）．5   8さi   0．72   0．2   n．75   0．t）   0．5   

こう0   0．82   0．l   （）．8   り．72   （）．（；   n．7   0．18   0．7～う   n．！）   n．′】   

0．R   0．12   0．H   （）．H2   （）．6   87   0．72   0．l   0．8   0．‘1   

0．8   0．12   0．（）   （）．7   0．6   錮   0．り   （）．2   0．リ   0．8   0．5   

0．8   0．15   0．R   （）．7   0．（う   醐   0．8   0．2   0．ボ   （）．H   0．5   

0．7   0．15   0．ti2   （）．！）   0．5   Ⅲ）   0．6   0．1（；   （）．〔）   （）．H   0．5   

ニう5   0．8   0．12   0．8   （）．8   （）．5   リ1   （仁7（i   0．1   0．8   0．H   n．Jl   

0．78   0．12   0．8   り．H2   0．‘1   0．78   0．18   0．！）   0．ボ2   （）．l   

0．8   り．15   0．8   （），8   （）．‘1   0．8   （）．1   0．ホ   0．82   （）．‘1   

：う8   1．0   0．15   〔）．バ5   （）．75   0．じ   （）．f）2   0．2B   0．t）   り．78   0．6   

0．75   0．1日   0．R   （）．7日   0．5   ！）5   0．85   0．2   0．7こ）   0．8   0．Jl   

0．t）5   （）．15   （）．R5   （）．ボ   （）．5   0．8   0．2   0．85   0．8   0」う   

0．8   0．2   0．H   n．ボ   （）．5   （）．R   0．2   0．78   0．H5   0．6   

0．8   0．1～ミ   0．82   0．72   n．5   冊   （）．75   0．18   〔）．H   0．り   （）．1   

0．7   0．1（）   0．7   0．8   り．5   0．7｛i   0．】2   0．7   0．7   （）．5   

‖   0．8   0．12   0．7   0．8   り．5  100   0．8   0．1t）   （）．8   り．88   0．‘1   

0．72   0．1！）   0．H   （）．！）   0．5  ∩．バ   0．15   0．85   0．7   り．5   

0．バ   t）．1f）   （）．8   （）．（）   0．5  川2   0．ボ   （）．15   （）．H5   0．75   り．5   

′17   t）．7   0．1日   （）．85   り．8二i   0．5  10ニー   0．り   0．15   （）．B5   0．8   0．（i   

亜   0．7   0．15   0．8   0．8   り．5  ＝‖   ∩．85   0．25   ∩．8   0．75   0．5   

亜   0．72   0．1r）   0．75   （）．H   （）．ごi  ＝将   0．8   0．15   0．8   0．7   0．‘1   

さう0   0．75   0．18   0．75   l．（）   り．G  0．85   0．2   り．（）5   （）．7   （）．5   

Jl   0．8   0．15   0．8   （）．7   0．1   1（）7   0．8   〔）．1ごi   0．8   0．85   0．5   

52   0．82   （）．2   0．8   0．8   （1∴う  1r）8   0．8   0．1   0．8   （1．7ごi   （）．5   

0．73   （l．15   0．75   （）．75   （1．5  1（）！）   0．75   0．2   0．桁   r）．7   0．5   

5‘1   0．75   0．15   （）．7「）   0．75   0．‘l  11り   0．8   0．1こi   0．H   （）．7   （トl   

0．（）   （）．1日   r）．（）   （）．S   （）．5  0．8   0．1   0．7う   0．8   り．5   

5（i   0．！）   0．1とぅ   0．S   （）．バ5   （）．l   112   0．バ   0．2   （）．8   0．（う5   0．5   

ニーニリ   



N（1   Z】（じ削）  l）（c旧）  C（い‖）  〔1（川】）  招さ（だ）  No il（clll）  t）（Ⅲl）  C（川）  （l（clll） 拍さ（g）   

0．8   0．2   0．7   0．（）   0．5  り．リ   0．1こi   0．8   0．8   り．‘l   

1‖   0．85   0．2   0．8   0．（；   り．∠1  0．85   0．18   （）．9   0．8   0．5   

0．8   0．2   0．8   0．（う5   り．′i  17：i   り．8   0．2   0．（）   0．f）  0．う   

0．9   0．2   0．8   0．85   ‥．（i  （上（）   0．15   0．8   0．7  0．∠】   

0．85   0．1   0．8   0．7ごi   0．∠1  り．り   0．1（）   0．8   （）．8  0．5   

118   0．8   0．2   0．75   0．（i5   （）．1  17（i   （）．7   0．1   0．85   0．72  0∴う   

0．8   0．2ごi   0．85   0．7   り．∠】  177   0．8   0．15   0．7   0．8   0．‘l   

120   0．85   0．2   0．85   0牒   0．5  lTト   0．8   0．1   0．8   0．7   0．4   

121   0．8   0．2   0．75   0，75   0．5  0．8   n．2   0．8   0．り   （）．（；   

122   0．85   0．1   0．7   り．7ごi   P∴；  川0   0．72   0．川   0．バ   0．9   0．Ji   

0．8   0．2   0．8   0．7   0．】  （）．75   0．15   0．75   （）．8   0．′l   

0．85   0．15   0．85   0．85   り．5  182   0．B2   0．1   0．8   0．75   0∴ち   

0．75   0．2   0．7   0．8   0．5  】8ニi   （〕．78   0．2   0．8   0．95   仇3   

0．8   0．2   0．S   0．7   0∴i  柑‘l   0．S   0．1   0．8   0．7～j   〔）．5   

127   0．85   0．15   0．7こ）   0．75   （）J  185   0．H5   0．15   0．8   n．8   0．5   

lJト   0．8   0．15   0．8   n．7   0．′l  Ⅰ86   0．8   0．′1   0．8   0．7   〔トG   

12f）   0．85   0．】5   0．8   （）．7   0．（；  187   0．8   0．18   0．B   0．9   （）．5   

130   0．8   0．l   0．9   0．75   り∴i  188   0．8   0．15   0．8   0．8   0．5   

131   0．8   0．15   0．75   0．75   t）ノ1  18リ   0．7   0．2   0．8   0．8   〔トl   

132   0．15   0．75   （仁75   0．‘l  川‖   り．8   （）．15   0．8   l〕．8   0．∠l   

0．85   0．1   0．8   （）．75   （）．5  1刑   （）．75   0．15   0．8   0．8   （J．蔓   

1ニi‘1   0．8   0．2   0．7こ）   0．8   り．i  192   （）．78   （）．18   0，8   n．9   0．（う   

0．85   0．l   0．8   〔l．85   （）．5  川：i   り．！）   0．15   0．85   （）．7   0．5   

13（；   0．8   0．」   0．75   0．8   0ノ1  l鋸   0．85   0．15   0．9   0．8   0．6   

137   0．8   0．15   0．75   0．85   （）．1  0．7日   0．15   0．75   0．9   0．5   

138   0．8   0．15   0．8   n．7   0∴i  lt）（；   0．78   0．1   0．75   0．72   0．∠1   

13（）   0．75   0．1   0．8   0．7   0．5  ＝）7   （）．！）5   0．1   0．8   0．9   0．5   

‖0   0．85   0．15   0．8   り．8   0．5  日用   0．鋸   0．】8   0．8   0．8   （）．5   

‖1   0．7   0．15   0．75   0，8   り．5  1！）ぐ）   （）．（）   0．1～）   0．8   0．8   0．5   

‖2   0．75   0．1   0．8   り．7   （）．1  200   り．75   0．2   0．8   0．75   0．5   

‖3   0．75   0．15   ∩．8   （）．7   0．′1  0．B   n．15   0．8   0．75   0．∠1   

1小1   0．8   0．15   0．85   0．75   0．5  202   （）．8   0．15   0．8   0．75   0．5   

トi5   0．B   0．15   0．75   （）．H   0．5  21）3   0．7   （）．15   0．8   0．75   0．∠1   

1‘16   0．75   0．2   0．7   0．75   （）．‘1  20‘l   0．8   0．15   0．！）こi   0．7   0．5   

‖7   0．75   0．15   0．75   （）．7   （トj  2r）う   り．！）   仇2   0．≦）   0．7   0．う   

‖8   0．8   0．15   0．75   0．7   （）．′1  ？←十し、   （）．R5   （）．15   0．8   0．8二う   0．5   

ト19   0．7   0．15   0．7   0．8   0．‘l  207   1．（）   0．2   0．95   0．B   0．6   

150   ∩．8   0．15   0．Bこ）   0．7   0．‘1  2（）8   0．ボごi   0．2   0．8   （）．75   0．5   

151   0．8   0．1   0．75   0．7   0．】  20リ   0．（）   0．15   0．7   0．8   0．5   

0．75   0．15   0．75   （）．t）   n．5  210   0．85   0．2   0．8   0．75   0．5   

153   0．8   0．15   0．75   0．7ごi   〔レ1  0．8   0．1こi   0．8   （）．75   0．ごi   

15′】   0．68   0．1   0．68   （）．！）2   0．5  212   r）．8   0」5   0．85   0．75   0．5   

155   0．85   0．25   0．85   0．！）8   0．5  21ニう   0．75   0．15   0．8   0．75   0．‘】   

156   0．8   0．15   0．8   （1牒   0．ノ1  2ト1   0．B   0．2   0．7   0．7   0．′j   

157   0．75   0．18   0．7   0．f）   0．∠l  215   0．85   0．15   0．（）   0．7   0．／1   

158   0．7   0．1   0．8   0．85   n．5  21（i   0．8   0．1   0．85   0．65   0．4   

0．85   0．2   0．8   （）．8   0．】  217   0．75   0．15   0．75   （）．7   り．G   

160   0．S   0．2   0．8   0．8   0．5  2ほ   0．8   0．2   0．7   0．8   0∴i   

0．（）   0」2   0．82   0．8   0．5  219   り．B   0．2   0．7こ）   0．75   0．5   

162   0．8   0．1   0．8   0．7   0．∠1  220   n．8   0．15   0．8   0．7   0．4   

16：与   0．～）   0．2   0．85   0．8   0．′】  221   0．8   0．1   0．8   0．（i5   n．5   

1G′1   0．7   0．12   0．7   0，6   ‥．2  222   0．9   （〕．15   0．8   0．8   0．5   

165   0．92   0‥IZ   0．8   0．バ   0．5  223   0．ざ）   （J．2   0．85   0．バ   0．6   

166   0．！）   0．1   0．9   0．82   （〕．1  0．G5   0．15   0．7   0．6   0．3   

167   0．8   0．2   0．f）   0．7   り．】  225   0．8   0．15   0．7   0．75   0．∠1   

1G8   0．8   0．15   0．75   0．8   0．′l  22（う   0．8   0．15   0．75   0．7こi   0．5   

169   0．H   0．2   0．85   0．B   （）．∠l  227   0．8   0．2   0．75   0．7   0．′l   

170   0．S   0．2   0．7ご）   0．8   0．Ll  228   0．8   0．1   0．8   0．7  （トl   

ご「）二’   



遺物観察衣  

No il（c‖）  】）（川1）  C（い‖）  （】（川l）  硝さ（H）  No こl（いIl）  t）（c川）  C（c‖）  （l（‖‖）  拍さ（g）   

22！）   ←十十ト   0．1   （）．H   （）．7   （1．5  ＝．8   0．17   （）．85   （）．H   り．】   

2：う（）   0．桁   0．1ごi   （）．8   （）．7   り．う  【）．75   0．2   n．ボ   r）．8   0．i   

（）．75   0．tごi   l）．7ri   （）．（i   り．1  （）．85   0．2   り．8   り．バ5   （）．う   

2ニi2   0．7ご）   り．15   （）．H   （）．7   （）．・i  J∴一   （〕．7   （）．12   0．バ   り．H   （）．1   

2ニう：‡   0．7う   0．1   （）．75   り．7   （）．l  27（；   0．8   （）．1ご）   n．75   上り   （）．5   

2：う‘1   0．パう   （）1：i   り．7ごi   り．7   （）．′l  277   （）．8   0．2   r）．8   り．7   （）」i   

2ニーう   0．H   り．11   （）．H   （上7   （）∴1  （I．7   （）．1日   r）．バ   什牒   り．1   

2：ミ（i   0．8（i   ‥．2   （）．7さi   り．7う   （）．5  r）．7   0．2   り．H   （）．！）   （）．▲】   

（）．H   （）．12   （）．7う   （）．7   （ト1  28（）   り．H   0．川   （）．7   （）．7   （）．rl   

2：うH   （1．ボ   （）．1こi   （）．7ごi   （）．71   Il＋＋1  ゴト1   r）．8   （）．15   0．7う   r）．パ5   （）．‡   

2：う！）   0．ボ5   り．2   （）リ5   （）．7ごi   （）．う  ∵ト∵   （上8   0」5   0．H   1．り   り．1   

2′州   （）．ボ   （）．2   0．H   （）．7   （）．▲1  Jトニう   0．ボ   0．1   0．H   （）．7う   り．】   

2‘11   り．H   （）】「）   （）．バ   （）．7ごi   （）．5  2糾   り．ボ   0．15   0．H   り．！）   り．1   

2‘12   0．（；   II十1   り．（iう   り．（i5   （）∴i  封㍍   り．｛）   0．2   0．R   （〕．8   （）．l   

2′l二‡   （）．8ごi   「）．15   （）．H   （）．75   （）．′1  2H（i   （）．7   0．l   （）．7   0．8   （）．′】   

2小】   （）．H   （）．1Ji   り．Hう   （）．7   （）．∠l  2ト；7   （）．～）5   （）．15   〔）．H   0．！）   り．1   

2‘1う   （）．ボ   （）．15   り．8   （）．7   （）．∠1  封用   ‥．ボ   0．1   0．8   り．7   （）．Jl   

2．情   ←十★丁∴   り．l   （I．H   （）．75   （）．∠】  2冊   り．～）   （）．18   0．7   （）．t）   り．1   

2‘け   （）．ボさi   0．l   り．H   （）．7ごi   （））  封川   り．8   0．2   り．8   （）．H   （）．）   

2∫1H   0．7   （）．2   （）．7   （）．7   り．】  2リ1   0．7   0．l   り．85   （）．梱   （）．こう   

2‘1（）   11．7う   り．1う   （）．7こi   （）．（；う   （トl  （）．（う5   0．1   〔）．8   l）．（；5   （）．2   

2ご川   ←十十ト   り．】5   （）．75   （）．7ごi   （）∴与  2！）二i   り．（；ごi   0．】   t）．7ごi   り．（；   り」う   
告1   0．桁   り．2   （）．！）   （）．75   （）．l  2ミト1   0．（；2   0．12   （）．75   0．（i   （）．2   

252   （）．H   り．2   り．ボこう   （し7   什」  2！）5   （）．7   （）．1ごi   （）．（；   （）．（うぅ   （）．2   

∵∴二う   り．バ   （）．2   （）．Hさi   （）．7   （）．〕  2t）ti   （）．バ   （）．】   （）．7   （）．（i5   （）∴う   

2こi。1   l）．バ5   り．2   （）．パ   （）．7   l）．5  2f）7   （）．65   0．l   〔）．7   （）．（う   り∴i   

2う1   （）．9   り．1   り．H   （），7   （）．5  2リH   （）．7   0．1う   0．75   （1．7   （）．‘1   

2う（i   （〕．H   0．2   （し樟   （）．7   （）．h  2！）（）   （）．8   0．1ごi   0．75   （）．H   什J   

告7   （）．75   0．15   （）．バ2   （）．7   （）‘l  こiり（）   （）．85   （1．】   0．7ざi   t）．H   り．う   

2うH   0．H   （〕．2   （）．バ   （）．H   り．5  ：川1   （）．8ごi   n∴i   0．7ごi   り．7   （）．う   

2う！）   n．82   （）．2   （）．バ2   t．り   （トl  ：川2   0．H5   （）．】う   0．H   （）．75   （）．5   

2（；（）   0．椚   0．1「）   （）．8   り．Hl   （）∴）  ：川ニi   り．H   り．2   0．H   0．7う   （）．う   

‥．H2   り．18   （）．Hう   Iナ＋ト   （）．5  ：i什1   し）．Hう   （）．2   〔）．暗   り．パ   0．5   

り．H   （）．1う   （）．H   （）．Hう   （）．5  ：川5   0．H   り．2   （）．バ   り．‘1   

2（i：う   （）．71   （）．18   （）．7   （）．75   （レi  ：iり（；   （）．7う   ＝．ト   0．75   （）．8   （1．1   

2（；‘1   り．パ   （）．2   り．8   （）．7   り．う  ：i（】7   り．7Jl   0．1   （1．H   （）．H   （）．l   

2（；ごi   0．H   （）．1日   り．78   （）．8   （）．5  ：引）H   n．8う   （）．】   0．H   り．8   rト1   

2（；l；   り．ボ   （）．1二i   り．1ごi   り．7   0．i  ：う‖！）   （）．H5   0．l   0．H   り．8   （）．‘l   

2（汀   （1．7   （）．12   （）．7う   （トり   （ト1  ニー川   r）．7H   （）．Ⅰ∫i   0．H5   り．8   r）．5   

JI与ト   り．！）   （）．2l   （）．バ   （）．（）2   r）．5  （）．H   （）．2   り．82   り．8   t）．▲l   

2（it）   0．HH   （）．1二）   （）．H   （l．R   （）．5  0．Hう   （）．Ⅰ   （）．8   （）．H   （）．l   

（）．7ごi   （）．l   （）．7   （）．H5   （）．5  こう1：う   り．7   （）．1   （）．7   （）．納   り」i   

l）．H   （）．1H   （）．H   （しH   （）．1  31‘】   0．H   り．8   （）．82   （）∴i   

HH－6号住居 出土滑石製玉計測表  

Nn   ；l（ぐm）  l）（川1）  C（川1）  （1（川り  tltさ（H）  N（） l（川り  l）（Ⅲ1）  C（（、川）  （】（川1）  直さ（H）   

（）．▲1   （）．1こ）   （）∴i   l）」う   （）．2   （）．う   （）1ごう   ‥，う   り．∠11   （）．1   

（）．‘1   （）．1   （ト】   （）」うう   （）．1   】2   り．う   0．2   り．う1   （）．∠】   り．2   

り．1   （）．15   （）∴）   り∴う   （）．1   り．‘】：う   （）．2   （）．う   り，】   り．2   

り，】う   0．2   （I∴）   （）」う   〔）．2   ト1   り．11   り．1H   （l．5   り．2   l）．l  

0．1ごi   町∵   ＝∴）   り．2   （）．2   tう   0．5   （）．1～う   り．（；   （し：うl   （）．1  

（）．＝   （）．1   （ト1う   （）．‘l   （）．1   川   り．′摘   （）．2   り．58   （）∴う   （）．】   

り．）   I十1J   ＝∴言   （）．】   Il十1   り．王1   り．1H   り．′1   り∴i   （）．1   

ボ   （）．1   （）∴i   り∴iう   （）」う   （）．1   （）．（う   （）．2H   （）．7   （）」う   

り．う   （）．1ごi   （ト1   （）∴う   （）．1   】リ   り．う   （）．21   り．1ごi   0．′l   り．l   

川   （〕．‘15   （）．1こi   （ト1   ←十、∴；   （）．2   2（）   ＝∴い   り．1H   り．1   （）．2   り．1   

2ど．‘タ   



No ；l（cl11）  l）（（、【l】）  C（clll）  （1（＝n）  消さ（g）  N〔1   こl（＝‖）  t）（川1）  C（川）  （l（c川）  j托さ（g）   

0．5   （）．18   0．Ji6   0．2   0．l   68   0．5   0．12   0．（う   0．‘l   （）．1   

22   0．′11   0．18   0∴i   0∴与   0．1   69   （）．5   0．18   （）．5   0．′1   （）．1   

0．5   り．18   0．‘15   （）∴与   （〕．1   0．5   0．2   0．51   0．′1   0．l   

0．‘l   0．18   （）．‘1ボ   0．2日   （）．l   0．5   0．15   0．5   0．3  0．1以卜   

0．∠l   り．12   0．Jlri   （）．2l   0．1   （）．5   0．2   〔）．55   0∴う   0．2   

2（う   0．55   り．2   0．（う   （）．1   0．1   73   り∴う   0．2   0．52   0．3   （）．2   

0∴i   〔）．2   0．5   0∴う   （）．1   （）．′12   0．2   0．′15   ‖．J   仇l   

28   0．5   （）．2   0．5日   0∴与   0．l   （）∴i   n．2   仇5   0．‘1   （）．1   

2リ   n．′18   り．15   0．5   （）Ji   0．1   （）．5   （）．2   0．5   0．3   r）．1   

ニ川   0．う2   り．2   （）．5バ   り∴う   り．】   り．5   り．2   （1．55   0．2   0．l   

←十、★1バ   （）．2   十1←★1ト   ∩．2   （），l   78   （）．5   0．2   り．5   n」   （）．2   

0．∬   （1．2   0．5日   ‥∴1∵   （）．l   7り   り．52   （）．1H   0∴iS   0．4   0．】   

0．亜   （）．川   n．58   り．22   （）．1   80   （）．′15   0．2   り．‘15   0．2   0．1   

0．′13   0．2   0．55   （）∴う   （）．1   81   （）．52   （〕．2   0．ごi   n．∠霊   0．1   

0．‘1こi   （）．1日   n．（i   （）」i   （）．l   82   （）．5   0．2   0．5   n．25  （）．1以下   

0．5   0．2   n．（；   0．1   り．1   83   0．′】8   0．2   0∴i   n．3  （）．1ノノ   

0．5   0．18   n．（う5   り．l   【）．l   糾   （ト1   0．2   0．5   り．3  n．l／ノ   

0．‘18   （）．2   0．5   （）」与   （）．1   椚   り．5   0．2   0．55   （）．3   0．l   

3！）   ∩．・】8   り．15   0．58   り∴i   （j．l   8（；   （j．∠ほ   （）．2   り．う2   0．3   0．l   

1り   0．‘i2   （）．18   （）．′1バ   0．2日   り．1   87   （）．′1   0．2   0．5   0．3   0．】   

0．‘1ti   0．13   0．5   0．‖   （）．1   88   （）．購   n．2   （ト】5   0．‘1   0．2   

′12   0．5   （）．2   0．‘12   （）．5   0．2   捏）   （）】5   0．2   0．52   0．3   n．2   

′jニi   0∴i   n．2   0．5   り．2   り．】   洲   り∴i2   0．2   り．‘】8   0．′1   り．2   

小l   0．5   0．15   0．6   n．′】   （）．l   り1   （1．5   0．2   り．5   0．‘l   0．2   

0．′15   （）．2   t）．（i   0．1   （）．2   （）．5   0．2   0．52   0．45   0．2   

0．亜   0．2   0．52   （）∴ミ5   り．1   0．ごi   0．25   0．52   n．4   0．1   

′17   0．5   0．1ご；   0．5   0」与   0．1   錮   い．5   0．2   0．58   0．3   0．1   

√18   0．5   0．2   0．5日   0」i   （）．1   t†∴   （仁ご）   n．2   0．55   0．∠1   0．2   

0．52   0．2   0．5日   （1∴i   （）．2   f）6   0．5   （）．2   0. ii55 0．2   0．1   

うり   0．5   （）．2   0．6   （）．2   0．1   0．‘15   0．2   0．5   0．‘l   0．2   

5l   0，5   り．2   0．（；   （）．2   0．1   98   0.:i888 0．1日   0．52   0．3   0．1   

JJ   0．▲12   0．2   0．5パ   （）．l   （）．2  竹   0．5   0．2   け．58   0．3   り．l   

う3   0．5   0．12   0．55   （）∴）   （1．2  1（）り   （）．52   り．2   （）．55   0．2  0．1以下   

さi∠l   0．5   （）．2   0．5   （）」う   0．1  l別   （）．‘1   0．2   ∩．‘1   0．・i   0」   

0．45   0．2   0．5ri   （）．22   0．l  川2   0．5   0．2   （）．5   0．∫1   0．1   

51；   0．‘15   r）．2   0．市   （）∴ミ   0．2  10ニう   （ト1ごi   〔）．2   （）．5   0．12  0．1以卜   

：i7   0．58   （）．2   0．5l   （）．1   〔1．2  l‥★1   0．5   0．2   0．‘12   0．2R   り」   

〔）．51   （）．18   0．眉   （）．2   0．1  1帖   （）．∠i8   0．tfi   （）．′15   0」i   （）．2   

0．5   （〕．2   0．5   （）．う   り．1  1鮎   （）．5日   0．2   0．55   0．ノー   0．2   

（川   0．5   （）．2   （）．（；   （）．5   （）．2  （ト5   ←†十∵   0．5   0．35   （）．】   

0．5   0．2   n∴i   り∴うさi   0．l   ln8   （）．58   0．2   （）．58   0．′】   り．2   

62   0．‘12   （）．2   0．5   （）．2   0．l   ＝申   r）．5   0．2   （）．55   0．2   0．】   

Gニー   り．5   り．2   0．55   （）」与   （）．1  1一口   り．52   し1，1ト   （〕．52   0．32   n．1   

0．′18   （）．2   0．5   0．1   0．1  （し52   n．15   n．5   0．3   り．1   

（；う   〃．52   り．2   什J   り∴i   り．2  ‖2   仇55   P．2   0．55   0．ノj   l）．2   

（沌  n．一1ごi  り．2  0．（i2  り．′l  0．2  0．5   0．1ごi   0．5   0．（；   0．2   
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